















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かつて中国には、孫子っていう偉い人がいたらしい。

　知将として数々の戦で活躍したとされる孫子は、自身の兵法書にこんな言葉を残している。

　算多きは勝ち、算少なきは勝たず。

　ようするに孫子は、「戦う以上は、勝算がないとだめだよ？」と言っているわけだ。

　で、今の俺は、明日から始まる大事な決戦を控えた身。

　はっきり言おう。勝算は……ない。

　でも。だからこそ。

「ハルちゃん、武器はちゃんと持った？」

「ああ。アサルトライフルとショットガンがある」

　ギリギリまで。決戦の直前まで。準備だけはしっかりとやっておく。

「弾薬を確認しといてね。あと薬箱も用意しとかないと」

「もうやってるよ。そのへんは抜かりないさ」

　部屋の時計を見ると、夜の十時。

　よし、まだ夜明けまでは時間があるな────って。

「なにやってんだ俺はあああああああああああ!?」

　スマホを放り投げて、頭を抱えた。

　ベッドに寝転がっていたギャルが、ぷくりと頰を膨らませる。

「ちょいちょい。なにやってんの？　土ど壇たん場ばで戦闘放棄？」

「そうじゃねえ！　いや、見方によっちゃそうなんだけど！」

　俺は明日から始まる大事な決戦を控えた身。

　そう、『期末テスト』っていう名の、やべえ戦いがあるんだよ。それなのに。

　なんでギャルとスマホゲームなんかやってんだ!?

「もうだめ。勉強する」

「えー、ゲーム始まってからの途中退場は、ほかのプレイヤーさんに失礼なんだぞー」

　ベッドから身を起こしたそのギャルは、吉よし田だ真ま波なみ。中三。

　この春から我が佐さ倉くら家に居い候そうろうしている俺の従妹いとこだ。




　問１・従妹いとこの居い候そうろうギャルと相部屋なのですか？

　答え・いいえ。ここは俺専用の部屋です。




　真波は勉強机に向かった俺の背中を、指でちょんちょん突いてきた。

「ねーねー、ハルちゃん。もうゲームやんないの？」

「やらないって。てゆーか、お前の中学だってもうすぐ期末テストだろ？　試験対策とかしなくていいのか」

　俺が諭すように言ったところで、まあ聞く耳をもってくれない。それどころか、真波は勝手に本棚の物色を始めて、

「おろ？　このマンガ、続き出てたんだ」

「なにが『おろ？』だ。話聞けよ」

「拙者の口癖でござるよ。おろ」

　マンガを手に取った真波は、俺のベッドにばふっとダイブを決めて、マンガを読み始めた。




　問２・真波も期末テストが近いそうですけど、どうして余裕なんですか？

　答え・こいつはちゃんと勉強してるからです。




　俺に「孫子うんぬん」の話を教えてくれたのも真波だったりする。

　茶色に脱色した長い髪に、ぱっちり二重の大きな瞳。今はさすがにすっぴんだけど、昼間はコンシーラー、アイライナー、ラメ入りのリップなどなどを使ったギャルメイク。その姿からは想像しにくいけど、難関高校の模試でも全教科Ａ判定をとる奴やつなんだ。

　まだ中三のくせに、高一の俺より勉強ができるんだから、ほんと自分が情けない。昔は俺が勉強を教えてやる立場だったのになぁ……。

　そんな真波はベッドでマンガを開きながら、

「ねーねー、ハルちゃん。スマホゲームが嫌なら、格ゲーやらね？」

「やらないし、その前にテレビ返せ」

　俺の部屋にあったテレビは、ちょっと前に真波が自分の部屋に持っていったまま。

「んじゃ、私の部屋で格ゲーやる？」

「だから俺はテスト勉強をするって何度」

「なるほどな。童貞のきさまにとって、こんな遅い時間に女子の部屋に入るのは、刺激が強すぎるってわけか」

　俺のベッドでうつ伏せになっていた真波が、妖しく笑う。そのゆったりした黒タンクトップの胸元では、ふくよかな二つのふくらみが深い谷間を──って、なに見てんだ俺は。

　その視線に気づいた真波が、妙な口調で挑発してくる。

「見てのとおり、きさまの従妹いとこはいつしか巨乳へと進化した。えちえちであろ？」

「……別に」

　そりゃ俺だって年頃の男だけど、中三の従妹いとこに欲情したらいろいろ終わりだ。

「もう本当に勉強するから、お前もいい加減、部屋に戻れよな」

　俺はそれだけ言って、今度こそ勉強机に向かった。




　一時間後──。

「きゃははははは！」

「なあ、どこで笑ってんだ？　なあなあ？」

「この新キャラ、めっちゃ面白いんだけど！」

「あー、そのキャラなら次の巻でも大活躍だぞ。えっと……ああ、これだ」

　本棚から目当てのマンガを抜き出して、パラパラとページをめくる。

「どれどれ？」

　真波が背中に飛びついてきて、俺の手元を覗のぞき込んできた。

「わ、もう設定だけで面白そうじゃん。そこだけ先に読ませて」

「だめだ。これは俺が読んどくから、お前は……」

　ふと部屋の時計が目に入る。夜の十一時過ぎ。

「おーい。固まっちゃって、どしたんハルちゃん？　動かないなら、耳かじるよー？」

　真波が耳元に小さな唇を近づけて、本当にかじろうとしたとき。俺は絶叫した。

「だからなにやってんだ俺はああああああああ!?」




　問３・どうしてテスト勉強をやらないんですか？

　答え・ウザ絡がらみギャルの居い候そうろうが俺の部屋から出ていかないからです。




　真波に向かって、ぺこりと頭を下げた。

「お願いします真波さん。出ていってください」

「やだ」

　真波は俺の手からマンガを奪うと、またベッドに寝転がって読み始めた。

「きゃははははは！」

　うっとおしい爆笑つきで。

　こんな環境で集中しろってほうが、無理じゃね？




　俺は高校一年、佐倉春はる太た。

　ひょんなことから、もう少しだけ成績を上げたいと思い始めた、どこにでもいる普通の男。

　だけど今夜もまた。

　部屋から出ていかない真波のせいもあり、勉強が捗はかどらないのであった──。
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　チャイムが鳴ると同時に、クラスメイトたちが一斉にペンを手放した。

　暇そうにあくびをしていた試験官の先生が、キリッと教室全体を見渡す。

「はい、そこまで。各列一番後ろの生徒は、みんなの答案用紙を回収してくるように」

　一学期の期末テストの締めくくりは、この現国の試験だった。一応どの教科も、前回の中間テストのときよりは埋められたけど、自信はあんまりない。

「あー、全然わかんなかった。佐さ倉くらはどうよ？」

　後ろの席の橋はし本もとくんが話しかけてきた。もちろん俺は振り返って、笑顔で応じる。

「はは、俺も似たようなもんだよ」

「とか言いながら、お前、カゲで勉強してるタイプだもんなぁ」

「いやいや。ほんとに今回もあんまり勉強できてないんだって」

　真ま波なみが毎晩、俺の部屋に来て絡からんでくるからな。

「そんなわけで、結果を知るのが怖いよ。はは」

　それだけ言って、前に向き直る。これで橋本くんとの会話は終了。俺はあまり深く話し込むタイプじゃないんだ。昔いろいろあったから、人付き合いには慎重なんだよ。仲良くなりすぎると、どこで余計なトラブルに巻き込まれるかわからないからさ。

　ほら、学校で話す友達はいるけど、遊びに行ったりはしないって奴やつ、結構いるだろ？　俺も似た感じで、他人とは『付かず離れず』くらいの距離感がちょうどいいって思ってるわけ。

　なにも孤立したいわけじゃない。だからきちんとコミュニケーションは取る。でも必要以上に関わりをもつことは避けたい。それが『付かず離れず』の距離感。俺が俺なりに導き出した、人間関係を円滑にする秘ひ訣けつだ。

「橋本くん。答案用紙もらっていい？」

　俺たちの席列の一番後ろだった六ろく条じようさんが、答案用紙の回収にやってきた。

　橋本くんがため息混じりに答案を渡す。

「はいよ。六条は今回も百点なんだろうな。俺は自分の頭の悪さが憎いぜ……」

「ふふ、そんなに卑下しないの。勉強でわからないことがあったら遠慮なく言ってね。私でよければ、いつでも力になるから」

　六条更さら紗さ──学年一位の才媛にして、ファッション誌でモデルの仕事をやってるほど、ずば抜けた美貌の持ち主。そのうえ誰にでも愛あい想そがよくて、巷ちまたでは「神対応の六条さん」なんて呼ばれている。当然クラスの中心人物。

　なんて紹介文が頭に浮かんだけど、ひとつだけ間違いがあります。さてどこでしょう？

　回収係の六条さんは、続いて俺の隣にやってきた。

「六条さん、はいこれ」

　俺が答案用紙を差し出すと、六条さんは、

　ばっ。

　めっちゃ雑に。無言で。俺の答案用紙をひったくっていった。




　誰にでも愛あい想そがいいわけじゃなくて、俺にだけは塩対応。




「更紗ぁ。このあとなんか予定ある？」

「ううん、別にないよ。あ、みんなで遊びに行っちゃう？」

　話しかけてくる女子連中に、天使のような笑顔を見せる六条さん。実際、その艶のある長い黒髪には、天使の輪のような光沢が映り込んでいる。

　うーむ……相変わらず俺以外には、超絶愛あい想そがいい。なんで俺にだけ塩なんだ。

　六条さんは俺がもう少し仲良くなりたいって思っても、ロクに話もできず、距離が離れすぎている。反対に真波は、うざ絡がらみでやたら距離を詰めてくるわけで。『付かず離れず』をモットーとする俺にとっては、どっちも極端すぎるんだよな。

　まあいい。六条さんと仲良くなりたいって言っても、別に恋人になりたいとか、そういうのじゃないし。一応はたまに話しかけてくれるんだから、それで十分か。

　てか恋人ってなんだよ。あくまでたとえ話とはいえ、俺みたいに人付き合いを避けるタイプが、そんなの作れるはずないだろ。しかも六条さんほど輝いてる人と恋人関係になるなんて、俺が全教科百点を取るくらいありえん。あー、はずはず。

　答案用紙を集め終えた試験官の先生が、簡単なホームルームをして今日は終わり。クラスメイトたちもみんな、帰り支度を始める。

　さて、俺はどうしよう。まだ昼前だし、本屋めぐりでもするかな。計五日間に及んだ地獄の期末テストもやっと終わったわけだし、今日からマンガ三昧ってのも悪くない。

　筆箱を片付けていたら、女子連中と話していた六条さんが教室全体に向かって言った。

「ねえみんな！　これから期末テストの打ち上げってことで、私らとカラオケに行かない？」

　さすがクラスの中心人物だけあって、超リーダーっぽい提案をする。

「それいいな！　俺らも行くぜ！」「私も私も！　ずっとカラオケ我慢してたしね！」

　教室のいたるところから、賛同する声があがった。

　……ま、俺には関係ないけど。

　席を立ったところで、橋本くんに声をかけられた。

「おい佐倉。お前は行かねーの？　六条たちのカラオケ」

「はは、俺はちょっと用事があるからさ」

　と、やんわり断ったんだけど。

「そっか。用事ならしゃーないけど、たぶんクラスでお前だけだぞ。行かないの」

　…………は？

　改めて教室を見渡してみる。ちょっとおとなしめグループの男子や女子たちまで、六条さんの提案に乗っかろうとしていた。おずおずと手をあげて、参加の意思を示していた。

　マジで？　マジで全員行くの？　そりゃ期末テストが終わって、みんなテンション高いのはわかるけどさ。全員参加ってどんな求心力だよ六条さん。これも普段の神対応が為なせる業か。

「あはは、みんな来てくれるんだ？　楽しくなりそうね！」

　朗らかな笑顔で喜びを表現する六条さんに、橋本くんが言った。

「でも佐倉は行けないんだって」

「え、そうなの？」

　クラスの全員が俺を見る。めちゃくちゃ注目を浴びている。

　……まずい。

　俺がモットーとする『付かず離れず』の境地は、できるだけ目立たず、ひっそりと生きることにある。「気がつけばいた」くらいの、とくに印象に残らない男。そんな立ち位置が、もっとも『付かず離れず』をキープしやすいし、余計なトラブルにも巻き込まれにくい。

　だから成績もそこそこ。人付き合いもそこそこ。そんな超平凡で目立たない男を目指してるんだけど。

　クラスで俺だけが不参加ってなると、目立ちすぎる。付き合いの悪い奴やつって印象が強調されてしまう。木を隠すなら森の中なのに、なんでほかに不参加の奴やつがいないんだよ……！

「まあ、仕方ないわね」

　六条さんが素っ気なく言い放ったところで。

「や、やっぱり俺も、ちょっとだけ行こうかな……」

　結局は周りの目を気にしてしまう、情けない俺でした。

「ふーん。じゃあどうぞ」

　安定の塩感を維持する六条さんが、ぷいっとそっぽを向いた。




　　　　　　　　　　　　◇




　六条更紗は一年二組の全員を引き連れて、駅前のカラオケにやってきた。

　道中の歩調はとても軽かった。ようやく期末テストが終わった解放感はもちろん、打ち上げと称したカラオケに、クラスの全員が参加してくれた。それがなによりも嬉うれしかった。

　そう、全員来てくれたのよ。あの佐倉くんでさえ……！

　周りがどうかは知らないが、更紗は見抜いている。佐倉春はる太たは他人と一定の距離をとっている男だと。だからきっと不参加だろうと思っていたが、こうして一緒に来てくれた。

　……佐倉くんが行くって言ってくれたとき、私、変じゃなかったよね？　いつもどおりだったよね？　テンションもなるべく抑えたはずだし……て、てか別に普通のことじゃない。私は佐倉くんを含めて、全員が参加してくれたことに喜んでるだけだから！

　このカラオケ店の受付は、無人のタッチパネル式。更紗が代表して、受付を済ませる。

　一年二組の全員が入れる部屋はさすがになかったので、部屋を分けることになった。

「……えっと、全員で三十八人だから、三部屋くらい借りよっか。あっ、座ざ敷しきの部屋が空いてる！　ひとつはここ借りちゃう？」

　後ろにぞろぞろといるクラスメイトたちが、口々に「いいね！」と賛同する。

「おっけー。ちょうどその両隣も空いてるから、残り二部屋はそこを借りるね♪」

　意気揚々とタッチパネルを操作する更紗に、春太がおずおずと声をかけた。

「なんかご機嫌だね、六条さん」

「ふざけるな」

　自分でもびっくりするほど、冷たい口調が漏れた。春太は「うぐっ……」と萎縮する。

「……やっぱ六条って、お前にだけは厳しいよな。なんかしただろ？」

「……なにもしてないよ。たぶん」

　橋本と春太のひそひそ話は、更紗の耳にもばっちり届いていた。

　春太にだけこんな対応になってしまうのは、更紗の本意ではない。でも更紗はどうしても、その態度が崩せないのだ。

　……だって佐倉くんは、私のこと思い出してくれないんだもん。そりゃ腹立つでしょうが。




　更紗は小学生の頃、今と違ってまったく勉強ができなかった。

　親の言いつけで塾の夏季限定講習に通っていたのだが、当時は男勝りで活発だった更紗にとって、勉強は二の次。男女の分け隔てなく、大勢の友達と遊あそび呆ほうける毎日だった。

　そんな折、ついに親から言い渡される。次のテストで悪い点数を取ったら、更紗が所属していた野球のリトルリーグを辞めさせる、と。

　野球が大好きだった更紗にとって、それは絶対に避けたいこと。だから塾に居残って必死で勉強していたのだが、やはりまったく頭に入らず。いよいよ泣き出してしまったとき。

　同じ塾で夏季講習を受けていた佐倉春太が、勇気づけてくれた。

　更紗とは違う小学校で。更紗と違って外で遊ぶようなタイプでもなく。あまり話したことがない男の子だったけど。

　当時成績がよかった春太は、丁寧に勉強を教えてくれた。

　わからない問題にぶち当たって、更紗が投げ出しそうになっても、優しく諭してくれた。

　──少しずつやっていけば、わかるようになるよ。努力は必ず実を結ぶから。

　春太のその言葉は、更紗のその後の人生を左右する大きな指針となった。

　そして春太は慰めるつもりで、かわいいキーホルダーをくれた。女児向けのアニメキャラのキーホルダー。ガキ大将気質だった更紗にとって、それはとても恥ずかしいものだったけど。

　更紗は嬉うれしかった。そして春太と約束した。来年も一緒に同じ夏季講習を受けようと。

　それは更紗の────初恋だった。




「ふん……」

　ぞろぞろとカラオケルームに向かう途中で、更紗は誰にも聞こえないように鼻を鳴らした。

　結局あの約束は果たされず、高校でやっと念願の再会が叶かなったのだが。

　どうも向こうは、更紗とは初対面だと思っているらしい。

　それも仕方のないこと。当時の更紗は、いつもバットを担かついでいるような少女で、モデルをやっている今の更紗とは、まるで別人なのだから。

　そのうえ苗みよう字じだって違う。あの頃は「六条更紗」ではなく、「麻ま弓ゆみ更紗」だった。当時の春太が苗みよう字じしか知らなかったとしたら、気づかないのも無理はないのかもしれない。だけど。

　ここまで気づかないもんかな……!?　あのキーホルダーだって見せたのに……！

　もう私から言ってやろうかな。佐倉くんが塾の夏季講習で『まゆ姉』って呼んでいた女の子は、じつは私ですって。

　でもそれは負けな気もするし……。

「ねえねえ。更紗はどの部屋に入るの？」

　さっぱりしたボブカットの親友、中なか塚つか美み佳か子こが尋ねてきた。

　更紗の目の前には、通路に面した三部屋のカラオケルームがある。

「じゃ、ここにしよっかな」

　適当に選んだ右端の部屋に入ろうとしたのだが。

「おい佐倉、やっぱ俺らは座ざ敷しきだよな？」

「はは、どこでもいいよ」

　橋本に引っ張られて、春太は中央の座ざ敷しきの部屋に入っていった。

　更紗も「ぐりん」と方向転換。そして春太と同じ座ざ敷しきルームへ。

　……別に佐倉くんの歌を聞いてみたいわけじゃないから。やっぱり私も、座ざ敷しきがいいなって思っただけだから。




　　　　　　　　　　　　◇




　誤算だった……カラオケは、誤算だった……！

　橋本くんに連れられて、座ざ敷しきルームに入ったとこまではよかった。問題はそのあとだ。

　俺たちと同じ部屋になった六条さんが、こんな提案をしてきたんだ。

「最初は誰からいく？　そこから時計回りにしようよ」

　リモコン一周ルール……っ！

　別に特別な提案ってわけでもない。カラオケに来たら、だいたいそうなるわな。

　クラス内での立ち位置ばかり気にしていたから、すっかり抜けていた。俺も歌わなきゃならない可能性があるってことを。

　でもな。




　俺は歌が下手なんだよ……ッ！




　カラオケ自体は嫌いじゃない。むしろ好きだ。たまに一人カラオケで練習したりするくらいだし。

　でも人前で歌うのはだめ。好きなのはあくまで、一人カラオケ限定の話だ。

　そりゃ真波や父さんと行くときは、気は進まないけど一応歌うよ？　ただそれは、少人数だし、何度か一緒に行ってる面メン子ツだからこそ、まだ辛かろうじて歌うことができるってだけ。

　その点、今日は状況が違う。

　まず人数が多すぎる。しかも全員が初見の相手。こんな場面で俺の下手くそな歌を披露するとか……うん、無理だ。心臓がもたんわ。

　そもそも下手とか以前にだな。俺みたいに目立ちたくない人間が、大人数の前で歌うってだけでも、それはもう大変な地獄なんだって。

　人前で歌うのが苦じゃない奴やつからすれば、この気持ちはわからんだろうな……。

「じゃあ私から入れちゃうよー？」

　六条さんと仲の良いい中塚さんが、タッチパネルのリモコンに手を伸ばした。その隣に橋本くんがいて、さらにその隣が俺。

　ちょっと待て。中塚さんから時計回りってことは。

　俺が三番手か……ッ!?

　どうする？　正直に言うか？　歌いたくないから飛ばしてくれって。

「あ、あのさ、俺の順番は……」

　おずおずと口を開いたところで、一番手の中塚さんが入れた曲のイントロが大音量で流れ始めた。誰でも一度は耳にしたことがある、最近人気のＪポップだった。

「ぶちかませ、中塚ぁ！」「アゲていこうねーっ！」「この流れ切るなよー!?」

　みんなのボルテージが一気に上昇する。

　……だめだ。この盛り上がりのなかで、俺だけ「歌いたくないっす」なんて言える器量は、残念ながら持ち合わせてない。それを切り出せるのは、もっとコミュ力の高い奴やつだけだ。

　く、くそ、もう覚悟を決めて歌うしかないのか……？

「これＣＭにも使われてる曲だよな？　じゃあ俺も、まずはそっち系でいくか！」

　次の順番の橋本くんが、リモコンで曲を予約した。

　待ってくれ。流は行やりのＪポップ縛りみたいな流れは待ってくれ。だって俺。

　アニソンとボカロ曲しか知らないんだぞ……！

　この流れでその手の曲を入れるのは、さすがにない。橋本くんまで流は行やりの曲を入れた時点で、そんな空気ができあがっちゃってる。

　まさに四し面めん楚そ歌か。俺はできることなら歌いたくない。でもこの雰囲気で、それは切り出せない。仮に覚悟を決めて歌うとしても、一発目からコアなアニソンなんて入れたら、どっちみち空気を読まない奴やつだって思われちゃう。

　うう、どうしよ。みんなが知ってる有名なアニソンだったら、入れても許されるかな？

　たとえば『ドラーもん』とか。それならたとえ下手でも、勢いだけで強引に……。

　いやいや、バカか俺！　それこそ目立ちまくるだろ！　めちゃくちゃ注目されるだろ！

　俺は教室の隅っこにある小さな観葉植物レベルの存在感でいたいんだ。一応そこに存在はしてるけど、とくに気にされないような、これといった特徴のないような。そんな平凡すぎる男でいたいんだよ……！

「だから『ドラーもん』はまずい……！　勢いだけの『ドラーもん』は一番まずい……！」

「ん？　なにか言ったか？」

　隣の橋本くんが首を傾かしげる。俺はカラオケの大音量のせいにして、「え!?　聞こえない！」と返した。

　有名なアニソンがまずいなら、やっぱりボカロ曲か……？　誰も知らないコアな曲はまずいから、何人かは知ってそうな『七兆年』とか……いや、そもそも俺にあんな高度な歌を歌うスキルはない。絶対途中で嚙かんで、ネタを提供することになってしまう。

　考えている間に、中塚さんの歌が終わった。次に予約されていた曲が流れ始め、橋本くんがマイクを取る。

「おい佐倉。早く入れろよ。俺のこの曲、めっちゃ短いぞ」

「え、えっと、どれくらい？」

「一分くらいかな」

　なんで序盤から、そんな短い曲を入れる……!?

　まずい、まずいぞ。どうすればいい。

　リモコンを持つ手が、ぷるぷる震える。さっきから心臓もバクバクと鳴りっぱなし。

　あうう……やっぱりこんな大勢の前で歌うなんて、俺には無理だ。なんとか歌わなくて済む方法はないのか……!?

「んー、キーがちょっと高いかな？」

　俺からリモコンを取り上げた橋本くんが、なんらかの操作をした。

　その途端。

　大音量で流れていた橋本くんの曲のイントロがしぼんでいき、やがて無音になった。

　全員が首を傾かしげるなか、橋本くんは頭を搔かきながら、

「ははっ。悪い悪い、間違って演奏停止を押しちまった」

　────それだ。

「もう俺は飛ばしていいから、次、佐倉いけよ」

「ああ」

　落ち着きを取り戻した俺は、橋本くんから再び渡されたリモコンで適当な曲を入れる。そのイントロが流れ出す。冷静に考えたら、選曲の問題は簡単だった。

「おっ、これ夏フェスによく出てるバンドじゃん」

　と、橋本くん。どうやら気づいてないらしい。確かにこれは有名なバンドの曲だけど、去年の深夜アニメのオープニング曲だったりするってことを。すなわち俺にとってはアニソンなんで、一応は歌うこともできる。

「ひゅーひゅーっ！　佐倉くーん！　ぱちぱちーっ！」

　六条さんが俺に声援を送ってくる。カラオケでテンションが高いのか知らんけど、さっきまでの塩対応はどうした。

　そのおかげで、より全員の注目を集めることになったけど、問題なし。

　だって俺────歌わないからね。

　モニターに歌詞が表示されたタイミングで、俺は演奏停止ボタンを押した。橋本くんのときと同じく、イントロは急速にそのボリュームを下げていき──そして静寂が訪れる。

「……なにやってんの？」

　静まり返ったカラオケルームに響く、六条さんの冷気を含んだような小さな声。

　ほかのみんなも、じとりと俺を睨にらんでいた。橋本くんに続いて、俺まで歌う前に曲を消したんだから、それも当然だよな。

　でも俺は。

　やっぱりこの人数の前では、マジで歌えないんだって……！

「あー、俺もキー下げようと思ったのに、間違えちゃったよ」

　助け舟を求めるつもりで、ちらっと橋本くんを見る。読みどおり、彼は俺に味方してくれた。

「ははっ、あるんだよなぁ。そういうことって」

　橋本くんは本気で間違えた人なんだから、こう言わざるを得ない。

「ごめんごめん。もう俺は飛ばしちゃって、次の人どうぞ」

　俺は笑いながら、次の熊くま野のくんにリモコンを差し出す。テーブルに置くんじゃなくて、手渡しってところがポイントだ。こうすれば相手も受け取りやすい。

「まあいいけどよ。お前ら、次はちゃんと歌えよ」

　熊野くんに言われて、俺と橋本くんが「ははは」と笑う。橋本くんはガチ笑い、俺は苦笑いだけどな。

　とにかくこれで一周目はしのいだ。今回のカラオケは、夕方五時までのフリータイム。この人数と時間からみて、俺に順番が回ってくるのは、あと五回か六回くらいか。

　その全部をうまくスルーできたら、俺の勝ちだ……っ！







「エイＹＯ、マザファッカ。栄養、まずナッパ♪」

　リモコン二周目。橋本くんがキレキレのラップをぶちかましている最中だ。

　次は俺の順番なんだけど、すでに策は用意してある。もちろん一周目と同じ、「キーを下げるつもりが演奏停止ボタン」っていうスルースキルを使うわけじゃない。それだとさすがに怪しまれるからな。

　がちゃりとドアが開いて、別の部屋に行っていた六条さんが戻ってきた。

　くそ、なんでこのタイミングで戻ってくるんだ。さっき俺が歌わなかったとき、ものすごい目で睨にらまれたんで、できることならもう少しあとに戻ってきてほしかった……。

「わ、橋本くん、ラップじゃん。やるぅ」

「セイＨＯ。六条、マジサンキュー。極上、の菓子パン食う、ワンツー♪」

　既存の歌詞を無視して、まさかのフリースタイルを始める橋本くん。めちゃくちゃノリノリだった。こういう人の次に歌う場合、ハードルが上がりすぎてつらいだろうな。

　と、他ひ人と事ごとのような感想になるのは、今回も俺は歌わないからだ。

　橋本くんの曲が終わる。一拍置いたあと、俺が予約していた曲のイントロが流れ出した。

　選曲はさっきと同じ。アニメのオープニングに使われているけど、有名なバンドの曲。

「ひゅーひゅーっ！　今度こそしっかり歌ってよね、佐倉くん！　ぱちぱちーっ！」

　今回もテンション高めの六条さんが、ドア付近の場所に座って、熱い声援を送ってくる。ほんとに楽しそうだな。いつもの塩対応はどこに行ったんだ。

　モニターに歌詞が表示される。六条さんが期待を込めた目で「わーっ！」って拍手した。

　それとほぼ同時に。

　こんこん、とドアがノックされた。そして店員さんが入ってくる。

「失礼しまーす。ポテトフライとチキンナゲットでーす」

　最初にそれを受け取ろうとしたのは、ドアに近い六条さん。その前に、すかさず俺が。

「ああ、すいません」

　身を乗り出して、店員さんからフードの皿を受け取った。

　もちろん俺が入れた曲は、絶賛再生中。すべては計算どおり。先に歌詞が表示されたときは、やばいかなって思ったけど。

「ちょっと、いいって佐倉くん！　私がやっとくから、早く歌ってよ！」

　語気を荒らげる六条さんは無視。俺は店員さんから受け取った皿を、ゆっくりテーブルに並べていく。緩慢な動作で、ゆっくりとな。

　このポテトフライとチキンナゲットは二皿目。さっき誰かが同じものを注文したとき、店員さんが届けに来るまでの時間を計っておいたんだ。その時間を逆算して、俺の順番になるタイミングで持ってきてもらえるように、俺が自ら再注文した。ホットスナック系は注文から到着まで、毎回そんなに時間差は出ないだろうって読みが当たった。

　もちろんこのフードの代金は、責任をもって俺が払う。こんな大勢の前で歌わなくて済むなら、それくらいの出費は安いもんだ。

　さらに俺は空いたグラスを集めながら、

「ついでにこれもお願いできます？」

「なにやってんの佐倉くん！　そんなの私がやるってば！　それより歌歌！」

　六条さんがぱしぱしと腕を叩たたいてくる。俺は気にせず、店員さんのトレイに空いたグラスを載せていく。

　もちろん店員さんは長居なんてしない。グラスを片付けたら、さっさと退室していく。

　でも問題ない。

　俺が入れたアニメのオープニング曲は、一分強のテレビサイズバージョンだからな……！

　しかもこの機種ってテレビサイズバージョンでも、アニメ映像じゃなくて通常映像に設定することだってできるんだぜ。だから変な注目だって浴びることはない。

「ほらほら、早く歌って！」

　六条さんに促されて、今度こそマイクを握った俺は、おずおずと歌い出した。

「え、えっと……時は輝くぅ〜♪　あ、終わっちゃった」

「うそでしょ!?」

　本当。最後にギターが「ジャン！」と鳴ってエンド。

　静まり返ったカラオケルームの空気を切り裂いたのは、橋本くんだった。

「ははっ。佐倉よ、また歌えなかったな。店員の対応なんて、俺らでやるのに」

「いやいや、俺が注文したんだから、それは悪いよ」

「お前ってあんまり目立たない奴やつだけど、いい奴やつだよな〜」

　これで二周目もスルー完了。次の順番までに、別のスルースキルを考えとかないと。

　ふと。ぞわりと悪お寒かんを感じた。その正体は……。

「──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────佐倉くん」

　ドア付近の席にいる、六条さんのぶっ刺さるような視線だった。

　……もしかして六条さん、俺が歌わないようにしてるって気づいた？

　ど、どうしよう。もう生半可な小技じゃ、三周目はスルーできそうにないぞ……。







『ばおおおおおおおおおおッ！』

　カラオケの壁越しに橋本くんのデス声が聞こえてくる。どうやら今回は、デスメタルを選曲したらしい。

　俺は最初に入った座ざ敷しきルームの隣の部屋にいた。今回はこのままこっちの部屋で息を潜めて時を待ち、適当なタイミングで座ざ敷しきルームに戻るって技だ。

　安直だけど、抜群の方法だと思う。俺たちは三部屋借りてるわけだし、それぞれの部屋は自由に行き来していいってルールだからな。

『ばおっ！　ばおっ！　ばおおおおおおおおおおッ！』

　この橋本くんの歌声は、いわゆる時報だ。デス声が聞こえなくなってしばらくしたら、なに食わぬ顔で座ざ敷しきルームに戻れば……うっ!?

「わ、更紗だーっ！」

　室内の女子連中が騒ぎ立てた。俺の心もざわつき始める。

　なんでこのタイミングで、六条さんがこっちの部屋に来る……!?

「ねえねえ、また曲入れていきなよーっ！」

「あはは。ちょっと待ってね。ねえ佐倉くん」

　六条さんが、入り口付近にいた俺の肩に、ぽんと手を置いた。

「次、あなたが歌う番だから迎えに来たわよ。座ざ敷しきルームに戻りましょ」

「え？　いやでも俺、そっちの部屋で曲の予約はしてなかったはずだけど……」

「だから私が予約しといてあげたの。橋本くんの次に。さっきと同じ曲でよかったわよね？」

　………………マジすか？

「ほら、橋本くんの歌はもう終わりそうだから、早く早く」

　ものすごく優しい笑顔を向けてくる六条さんによって、俺は外に連れ出された。




「ちょ、ちょっと待って」

　廊下に出たところで、足を止める。

　なに？　と、振り返る六条さん。うわあ、機嫌が悪そうに眉を「ハの字」にしてるわ。

「その、ちょっとトイレに……」

「じゃあ私もついていくわ。戻ったら佐倉くんの曲を割り込み予約させてもらいましょ♪」

　逃がす気はないって感じ。

「いやいや、男子トイレについてくる気？」

「ええ。中までついていくから。私はそういうの気にしないから大丈夫よ」

　俺が気にするんだよ……！　マジでなに言ってんだ、六条さん……!?

「待って待って。さすがにトイレまではちょっと……」

　六条さんは少し殊勝な面持ちになって、

「もしかして、歌いたくないの？」

「うぐっ……！」

　鋭い。いや、あんだけスルーかましてたんだから、気づくのが当然か？

「カラオケが嫌いなら、別に無理強いはしないけど」

「い、いや、そういうわけじゃないんだ。はは……」

　これは本心。カラオケが嫌いってわけじゃない。ただ人前で歌うのが苦手なだけ。

　なんとなく恥ずかしいから、そこは隠したんだけど。

「だったら、なんで歌ってくれないわけ？」

　逆効果だった。六条さんは俺がスルーしまくっていたことで、やけに怒ってる。

「なんていうか……ほ、ほら、俺はどっちかっていうと、みんなの歌が聞きたいっていうか」

　六条さんが座ざ敷しきルームに向き直った。そのドアノブに手をかけたところで。

「……佐倉くんの歌、聞きたかったんだけどな」

　か細い声で。表情は見せずに。

　それだけ言って、座ざ敷しきルームに戻っていった。

　ぱたん、と座ざ敷しきルームのドアが閉まる。一人廊下に残された俺は、それが確固たる隔たりのように見て取れて。

「はあ……」

　俺は部屋に戻ることもできず、ロビーに向かった。




　ロビーのソファーに腰を下ろして、もう一度ため息。

　そりゃ俺だって、歌えるもんなら歌ってるよ。でもほんと、あの人数の前じゃ無理なんだって。ただでさえ俺は目立ちたくない男なのに、ド下手な歌を披露したら余計やばいだろ。

　スマホで時間を確認する。あと二時間ちょっとで、フリータイムは終了だ。

　どうしよう。もう終わるまで、ここにいようかな……。

「とりゃあああああああっ！」

　ソファーでスマホを見ていた俺に、何者かがフライング・ボディアタックで飛んできた。

「とりゃっ、とりゃっ、とりゃあっ！」

　そのまま俺のお腹なかに、頭頂部をぐりぐりとねじ込んでくる。

　……うざい。

　俺はそのギャルをひっぺがして言った。

「なんでお前が、ここにいる？」

　そのギャル──吉よし田だ真波は、乱れた制服のスカートを直しながら。

「期末テストの打ち上げってことで、クラスの友達とカラオケに来てんの」

「……そっちもか」

　真波は少し前まで、あんまり学校に行かない奴やつだった。それがちゃんと行くようになって、こうしてカラオケで遊ぶ友達までできたなんて、従兄いとこの俺としては素直に嬉うれしい。

「そっちもって、ハルちゃんも期末テストの打ち上げ？」

「ああ。まさかのクラスメイト全員とここに来てる」

「てことは、更紗ちゃんもいるん!?　ええなー、ええなー」

　真波はファッションモデル六条更紗のファンだったりする。

「よくないよ。俺があんまり歌わない奴やつだって知ってるだろ」

「うん。あれって、なんでなん？　一人カラオケならよく行ってるくせに。私も連れてけ〜」

　俺が一人カラオケに行くようになったのは、真波や父さんと初めてカラオケに行ったとき、自分がド下手だって知ったからだ。真波がうますぎたってのもあるけど。

　だから少しでもうまくなりたいと思って、練習に通い始めたってわけ。

「わかってると思うけど、俺は歌が下手なんだよ。だから今回も歌わないように、せこい技でスルーしてたんだけどさ。六条さんにそれを見抜かれちゃって……」

「そのせこい技って、ローキックとどっちがせこい？」

「別にローキックはせこくないだろ」

「ボクシングの試合だったらせこいよ」

「まあな。でもそれは反則だし」

「そういやこの前、『はじめの一歩』を読んだんだけどさ」

「おお。あれってどこまで連載続くんだろうな？」

「そりゃあ、やっぱり一歩と宮田が……」

　あれ、なんでこんな話になってるんだろ。

「ガゼルパンチ！　ガゼルパンチ！」

「真波くん。話を戻していいでしょうか？」

「うん」

　なぜか真波と話してたら、関係ない話になっていくことが多い。

「てかさ。歌いたくないなら、なんでカラオケ来たん？」

　クラスの全員が参加する流れになって、俺だけ不参加表明をしたら逆に目立つから。でもド下手な俺が歌っても結局は目立つし、四し面めん楚そ歌かになっている。

　そのことを話したら真波は、

「うわ、めんどくせー。ハルちゃん、めんどくせー」

　うぐ……そんなの自分でもわかってるんだけど……。

「別に下手とかどうでもいいじゃん。そんなん誰も気にしないし」

「いや気にするだろ。それで目立ちまくるに決まってる」

「んー、ハルちゃんは自分で下手って言うけどさ。別に普通じゃね？　そもそも、なに歌ってたっけ？　あんま覚えてないや」

「先月も一緒に行ったばかりだろ……っ！」

「だからさ。人なんてみんな、そんなもんなんだって。よっぽどのことがない限り、覚えてないもんなの。私はハルちゃんの歌あんま覚えてないから、別に下手じゃないってことだよ」

「むう……」

　真波の言葉で多少は気が楽になったけど、覚えてないって言われると、なんかシャクだな。

「だいたいカラオケが嫌いならともかく、ハルちゃんはそうじゃないじゃん。歌ったら目立つから歌いたくないって、よくわからん理論っていうか」

　真波はポケットから出したミントの飴あめを口に放り込んだ。それをバリバリ嚙かみながら、

「だって歌うのは普通のことじゃん。カラオケに来てんだから」

「はっ!?」

「や、そこ驚くとこなん？」

　……そうだよな。カラオケで歌うのは、普通のことなんだよな。むしろ自分だけ歌わないほうが目立つっていうか。実際それで、六条さんに目をつけられちゃったわけだし。

　俺はちょっと過敏すぎたのかもしれない。そりゃ人前で歌うのは苦手だけど、あんなせこい真ま似ねをしてまで、スルーする必要はなかった。みんな普通に歌ってるんだから、俺だって普通に歌えばよかったんだよ。

　そもそも一人カラオケで練習を始めたことだって、誰かと行ったとき普通に聞ける歌にしておきたかったからで。つまり誰かに聞かせることを前提にしてたわけで。

　そこまでしておいて、目立ちたくないから歌わないってのは──ないわな。

「よし……今こそ練習の成果を試すときか……！」

「そーそー。むしろ『佐倉くん、うま〜い』ってなって、逆に目立っちゃうかもよ？」

「……それはないと思うけど」

　でもそうなったら、それはそれで一興か。六条さんは俺の歌を聞きたかったって言ってくれたわけだし、そのくらいの意気込みで歌わないでどうする。

　真波も少しずつ成長してるんだ。俺だって少しくらい……！

「んじゃ、友達待たせてるから行くね」

　そう言って踵きびすを返かえした真波だが、

「また私とも行こうぜ！　ハルちゃんの『紺こん碧ぺきの空に〜』って歌、もっかい聞かせてちょ！」

「やっぱお前、覚えてんじゃねーか！」

「にゃはは。でもほんと、下手じゃないって！　自信もって歌うんだぞ〜っ！」

　最後にそれだけ言い残して、今度こそ走り去っていった。

　……真波は「よっぽどのことがない限り、覚えてないもんなの」って言ってたけど。俺の歌が下手じゃないっていうなら、なんであれを覚えてんだ。確か一回しか歌ってないはずだぞ。

　まあいい。とにかくもう覚悟を決めた。俺は…………歌うぞっ！







「エイＹＯ、マザファッカ。栄養、まずナッパ♪」

　座ざ敷しきルームに、橋本くんのラップが轟とどろく。しかもこの歌は、掟おきて破りの二回目。さっきも歌ったのに、もう一回歌いたくなったらしい。

　カラオケはすでに終盤戦。みんな部屋を移動しまくるから、もう順番とか関係なくなって、曲の予約もいっぱいになっていた。

　俺も真波と別れてからすぐ曲を予約したけど、あれから一時間近く経たっている。どうやら俺は、その一曲だけで終了っぽい。

　まだか……まだか、俺の番は……。

　別に楽しみにしてるわけじゃない。どうせ歌うなら、早めに終わらせたいってだけだ。

　ちなみに六条さんは今のところ、この座ざ敷しきルームにはいない。隣の部屋に移動中だ。俺が曲を入れたときはいたんだけど、もう戻ってこないのかな。俺のスルーに気づいて怒ってたみたいだし、今度こそちゃんと歌うところを見てもらいたかったんだけど。

「そんなナッパ！　からのアッパーッ！　一年二組マジ最高、センキュー！」

　歌い終えた橋本くんが、マイクを高らかに掲げて決めポーズ。まばらな拍手が飛ぶ。二回目の曲だから、みんな飽きてるっぽい。

　そしてモニターに、次の曲のタイトルが表示される。イントロが流れ始めた。それは有名なバンドの曲だけど、アニメのオープニングにも使われた曲で──。

「これ誰が入れたんだ？」

「……俺です」

　おずおずと、橋本くんから、マイクを受け取る。

「よっしゃ、いけ佐倉ぁッ！」

　背中をばしんと叩たたかれたところで。

　座ざ敷しきルームのドアが、やや乱暴に開け放たれた。

　そして入ってきたのは六条さん。これまた絶好のタイミングで帰ってきた。

　入り口付近にいた中塚さんが、口元に手を当てて笑う。

「なんか佐倉くんが歌うタイミングで、しっかり戻ってくるね」

「た、たまたまよ。てか佐倉くん！　今度こそ歌うわよね!?」

　うぐ……やっぱりまだ怒ってるな、六条さん。

　でも大丈夫。俺は今度こそ……こんな大勢の前でも────歌ってみせる！

　少し長いイントロのあと、モニターに歌詞が表示された。

「……っ！　こ、紺こん碧ぺきの空に流れる雲は、俺の心に映る影か〜♪」

「うおおおっ！　めっちゃパンクな曲じゃねーか！　みんな暴れろ暴れろぉッ！」

　立ち上がった橋本くんが、ツーステップを踊り始めた。ここは座ざ敷しきルームなんで、周りの男連中にぶつかりまくる。するとその男連中にも、橋本くんの狂乱のダンスが伝でん播ぱする。

　熊野くんも、宮みや渕ぶちくんも、津つ田だくんも。男子はみんな立ち上がって。全員がライブハウスのテンションになって。座ざ敷しきの上を所狭しと暴れ狂う。

　それを見て俺は──ちょっと楽しくなってきた。

　いける……！　俺でも歌えてるし、みんな盛り上がってる……！

「風の音が俺に伝える〜ッ♪　それは砕け散れとの絶叫で〜ッ♪」

「「「「佐倉、佐倉！　ふううううぅ、佐倉ぁッ！」」」」

　おお、合いの手ってこんなにも気持ちいいのか……！

「ちょっと男子！　そんな暴れたら────あっ！」

　顔をしかめていた中塚さんが言うと同時。

　暴れまくる誰かの足が、テーブルにぶつかって。

　みんなのグラスが、がしゃんと横倒しになった。ぶちまけられた大量のジュースは、一瞬のうちにテーブル上に広がって、そのまま──、

「ちょっとおおお！　私の鞄かばんも濡ぬれたんだけど!?」

「うわっ、靴下についた！」

　座ざ敷しきの上まで浸食した。そこに座っていたみんなの制服や、脇に置いていた誰かの鞄かばん、さらに誰かのスマホまで、甘くてベトつく津波の餌え食じきとなる。

　座ざ敷しきルームだからこその大惨事。室内はまた違った大騒ぎになった。

「す、すまん、調子に乗りすぎた！　すぐ拭くから！」

「おしぼり持ってくるわ！」

「店員呼んだほうがいいんじゃね!?」

　それはもう────誰も俺の歌を聞いてないくらいにね。

　いや。せっかく歌い始めたところで、こんなオチってどうよ？

「佐倉は歌ってていいからな！」

　橋本くんが誰かのスマホを制服の裾で拭きながら、そんなフォローをしてくれたけど。

　せっかくのご厚意だし、このまま歌わせてもらうけどさ。

「ひび割れた鏡に映る、お前を抱いた俺は〜ッ♪」

　……うん、今後も大勢で来るのは、なるべくやめとこ。やっぱ一人カラオケがいいわ。

　誰も聞いてない状況で、俺はひたすら歌い続ける。

　そこで、ふと、気づいた。

　おしぼりでテーブルを拭きながら、ただ一人だけ。六条さんだけが、しっかりとモニターを見つめていたことに。







　カラオケのあとは、流れ解散になった。

　結局俺が歌えたのは、あの大騒ぎのなかの一曲だけ。でも別にいい。大勢の前でも一応歌えたわけだし、練習の成果も出せた気がするしな。

　解散したあと、俺はそのまま一人で近所の本屋に立ち寄って、マンガの新刊を物色。

　そこで違和感に気づいた。いつもズボンの後ろポケットにスマホを入れてるのに、その感覚がない。

　どうやらスマホを落としたらしい。たぶんカラオケのロビーで、真波のフライング・ボディアタックを喰くらったときだ。あれから座ざ敷しきルームでは、一度もスマホをさわってないし。

　それでさっきのカラオケにまた戻って。

　ひとまずロビーのソファー付近を探していたら。

　カラオケの自動ドアを抜けてきた六条さんと出会った。




「じゃあ六条さんも、スマホ忘れたんだ？」

「ええ」

　だから六条さんは、一人で慌てて戻ってきたらしい。無事にスマホを回収した俺たちは、なんとなく一緒に帰る流れになったんだけど、二人きりになると余計に塩。並んで歩道を歩いてる間、六条さんはずっと無表情で、会話はまったく続かない。

　さっきのカラオケは、学校の近くだった。俺は歩き通学なんで家も近いけど、六条さんは電車通学なんで駅を目指している。だからもうこの辺で別れてもいいんだけど。

　……いや、駅まで送るくらいはするか。夏でまだ明るいけど、時間的にはもう夕方だし。

「その、無理強いさせたなら、ごめんなさい」

　隣を歩く六条さんが、ふいにぽつりと言った。

「え、なにが？」

「カラオケのこと。佐倉くん、ほんとは歌いたくなかったんでしょ」

　ああ、そのことか。

　確かに最初は歌いたくなかったけど、気を遣わせたくないから、それは黙っとこう。

「はは、そんなことないよ。俺って一人カラオケに行くくらい、カラオケ好きだし」

　六条さんは目を丸くした。

「……意外。そういうタイプには見えないんだけど」

「初めて真波や父さんと行ったとき、これは練習しないとって思ったんで、たまにね。最初はただの練習目的だったけど、いつの間にか好きになってたんだ」

「そう」

　六条さんは短くそう言って、

「……相変わらず、努力家なのね」

　というより、今後誰かと行くことになったとき、下手すぎたら目立つからっていう後ろ向きな理由なんだけど。

　でもまあ、六条さんに努力家だなんて言ってもらえると、ちょっと嬉うれしい。この人はモデルの仕事をしつつ、定期テストで学年一位をとっちゃうような、努力の塊だから。

「はは、六条さんに比べたら、俺なんて全然だよ。今回の期末テストだって自信ないし」

「でも佐倉くんが、努力できる人なのは間違いないわ。だって昔、私に」

「昔？」

「……なんでもない」

　六条さんは急に会話を打ち切って、ぷいっとそっぽを向く。

　昔って、なんだろ？　俺と六条さんは、高校の入学式で初めて出会ったはずだけど。

　いつの間にか、ずいぶん駅に近づいていた。あとは交差点を渡るだけだ。

　このまま無言で別れることになりそう──って思ってたら、また六条さんがぼそりと。

「……なにか言いなさいよ」

　先に会話を切ったのはそっちなのに。

「えっと、じゃあ……昔ってなんのこと？」

「もういい」

　なんか言えって言ったそばから、また会話をぶった斬られた。

　話題が悪かったのか？　機嫌も悪そうだし、すげー気まずいぞ。ほんと人付き合いって難しい。もうすぐ駅なのに、どうするんだこれ。

　交差点を渡りながら、ほかの話題を探すためにあたりをきょろきょろ見回す。

　なんかいい話題はないか。話題話題……。

「あ、見て見て六条さん。月が綺き麗れいだね」

　こういうときは、天気の話がいいってなにかで読んだ。しかもウェットな小ボケつき。だって空はまだ明るいし。

「……月なんて、まだ出てないけど」

「はは。まあ、そういうこと」

　華麗なツッコミを期待したのに、真面目に返されるときついわ。

　六条さんは俺の小ボケがわかってないのか、まだ首を傾かしげている。

「そういうことって、なにが？」

「い、いや、そんなに引っ張られると、俺も恥ずかしいんですけど」

「恥ずかしい？　どうして？」

「だ、だからさ……って、も、もういいよ。わからないなら、無視してくれ」

　自分で小ボケの意味を解説するほど、恥ずかしいものはない。わかりにくいボケだったのは認める。俺ってボケセンスないからな。

　すると。明後日あさつての方向を見て考え込んでいた六条さんが。

　急に「ばっ」と振り向いた。鬼気迫る顔で。

「ま、まさか佐倉くん……！　それって『夏なつ目め漱そう石せき』の話をしてる!?」

「え？　まあ──んん？？？」

　夏なつ目め漱そう石せきってなんだ？　なんで急にそんなワードが出てくる？

　六条さんは自分の胸に手を当てて、何度か深呼吸する。

「いやいや……いやいやいや。それはさすがに急すぎるわ……どんなサプライズよ……」

　過呼吸になってるのか、頰がだいぶ赤い。

「あの、今のは俺の……」

「待ちなさい！」

　遮られた。

「もうちょっとだけ待ちなさい！　まだ答えは出せないから！　もちろん気持ちはありがたく受け取っておくけども！」

　一体なんの話をしてるんだ？

　よくわからないまま、駅の入り口に差し掛かった。俺は適当に帰りの挨拶をする。

「じゃあ六条さん。また連絡するから」

「だめよ！　もう連絡は禁止！」

「そ、そっか……」

　連絡することさえ拒否された。これも塩対応の一環か。

「で、でも私からはたまに連絡してあげるから、そっちはひとまず勉強に集中しなさい！」

　と思ったら、六条さんからは連絡をくれるらしい。わけがわからん。

「じゃあね！」

　六条さんは駅に向かってカクカクと歩き出した。

「あ、待って六条さん」

　呼び止めた俺は、

「その……つまんない話しかできなくてごめんな。じゃあまた学校で」

　それだけ告げて帰ろうとした。すると、

「つ、つまんなくないし！　こんな明るいうちに月が綺き麗れいとか、もう面白すぎるし！　むしろちょっと嬉うれしいし！」

　顔を真っ赤にした六条さんは、今度こそ駅構内に走り去っていった。

　面白かったのか？　俺のあの小ボケが？

「ふ……なんだ、ウケてたのか。俺のボケセンスも意外といけるじゃないか。ふふ……」

　六条さんが言った『夏なつ目め漱そう石せき』っていうのは、なんのことかわからないままだったけど。

　まだ月が出ていない明るい空を見ながら、俺は気分よく家路についた。




　　　　　　　　　　　　◇




　その日の夜。

　六条更紗は自宅の部屋で、数学の問題を解いていた。

　期末テストが終わった直後だが、この毎日のルーティンワークは欠かさない。こうした日々の努力の積み重ねこそ、更紗が学年一位の座に君臨し続けている所以ゆえんだ。

　そして今日も更紗は、

『あははっ、まさか佐倉くんもカラオケにスマホ忘れてたなんてねー』

　スマホのスピーカー機能で、親友の中塚美佳子と通話していた。

「うん、それでね。その帰り、佐倉くんが駅まで送ってくれたんだけどね……」

　数学の証明問題を解きながら、美佳子との会話にもしっかり集中している。このくらいのマルチタスクは、更紗にとって難しいことではない。

『おっ、佐倉くん送ってくれたんだ。意外と紳士じゃん』

「でね……そのときにね……さ、佐倉くんが……」

『佐倉くんが、なに？』

　更紗は一度ペンを止めて。問題集から顔を上げて。

　ごくりと唾を飲み込んでから、おずおずと言った。




「佐倉くんが、その……こ、告白っぽいこと言ってきた……」




『えええええええええええっ!?』

　中塚美佳子の絶叫が、スマホのスピーカー越しに響き渡った。

『どど、どういうこと!?　告白っぽいってなに!?　なんて言われたの!?』

「そ、その……恥ずかしいんだけど」

　更紗はもう一度、唾を飲み込んで。

「月が綺き麗れいだね──って」

　その言葉の意味は、しっかりと美佳子にも伝わった。

『それって、あれじゃん。夏なつ目め漱そう石せきの……』

「う、うん。そもそも月なんて出てなかったし、なんか恥ずかしいとか、わからないなら無視してくれとか言ってたから、一応確認してみたの。そしたら佐倉くんは『え、まあ』とか曖昧な返事だったんだけど……ね、ねえ、どう思う？　また私の勘違いかな……？」

『いやそれ絶対、更紗になら伝わるって読んでの告白じゃん！　ほら、今日の現国のテストにも夏なつ目め漱そう石せきの問題が出てたし！　きっと佐倉くんは、そこから連想したんだって！』

「や、やっぱり？　そう……なのかな……？」

『それでそれで!?　更紗はなんて答えたわけ!?』

　まだ答えは出せない。そう言って保留にした。

　それを美佳子に伝えたら。

『でも更紗は佐倉くんのこと、好きなんでしょ？』

「そんなわけないでしょ！」

　声を大にして否定した。

　実際のところ、更紗もよくわからないのだ。

　確かに小学生の頃は、春太のことが好きだった。仲良くしたい気持ちは今も同じで、ほかの男子とは違う感情を抱いていることも認める。

　でもそれが恋愛感情かどうかまではわからない。ただ昔のことを思い出してほしいだけなのかもしれない。

　……そうよ。だからまだ答えを出すのは早いの。それを考えるのは、佐倉くんが昔のことを思い出してから。それまでは普段どおりにする。変に馴なれ馴なれしくされても困るし。

　で、でもまあ、こっちから連絡くらいはするって約束したし、それはするけども！

『しかし、佐倉くんもやりますなあ。そんな文学的な告白で、更紗を落とそうだなんて』

「い、言っとくけど、私は別に喜んでないからね！　本当だからね！」







　あくまで俗説だが。

　かつて夏なつ目め漱そう石せきが英語教師をしていたとき、生徒のひとりが「Ｉ ｌｏｖｅ ｙｏｕ」の文章を「我、君を愛す」と訳したのを見て、こう言ったとされている。

「日本人は愛なんて言葉を使わないから、『月が綺き麗れいですね』とでも訳しておきなさい」

　すなわち『月が綺き麗れいですね』という言葉は、夏なつ目め漱そう石せき風の愛の告白。




　もちろん春太はそんな逸話など、微み塵じんも知らなかった。
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「てかさ、真ま波なみのテストの点数見た？　あの子って、マジで頭いいんだね」

「うん、見た見た。やばいっしょ、あれ」

　女子トイレの洗面台で、二人のギャルが化粧直しをしていた。

　この中学ではナチュラルメイクをしている女子生徒が結構多く、その程度なら学校側も黙認している。というより、そもそもわからない。しかし彼女たちのように、アイプチで人工的な二重にしたり、つけまつ毛を重ねたりする行為は、さすがにバレるし目をつけられる。

　だから本格的なメイクで変身するのは、街に繰り出す直前。こうして放課後にやるのだ。

「でも真波からしたら、今回の期末は不調なんよね。ほら、国語だけ95点だったじゃん？」

「や、それでもこっちからしたら、どこが不調なんって話だけどさ」

　その二人のギャルは気づいていない。

　個室の中で息を潜めている女子生徒がいることに。

「じゃあ今回の期末って、国くに枝えださんが学年一位？」

「いやいや、ウチらの真波は国語以外、全部百点だよ？　やっぱ真波が一位じゃね？」

「マジ尊敬……てかあんた、つけまつ毛重ねすぎ！　それ、まばたきで風くるレベルだし！」

「うっそ、やりすぎた!?　一個取るから風使い認定はやめて〜っ！」

　二人のギャルは耳みみ障ざわりな爆笑を残して、女子トイレから出ていった。

　場に静寂が戻る。

　個室の主──国くに枝えだ一かず葉はは、スマホで読んでいた小説のアプリを終了して、外に出た。

　……なにがそんなに面白いんですか。放課後くらい、読書に集中させてくださいよ。

　洗面台を見ると、安物のつけまつ毛が落ちていた。さっきのギャルたちが捨てたものだ。

　ほんとギャルってド低脳。こんな毒虫みたいなのを目につけて変身した気になるとか、もう噴飯ものって言いますか。グレゴール・ザムザを見習えっての。

　鏡に映った自分を見る。黒い髪は外側に跳ねたセミロングだが、セットしたわけではなく、ただの癖毛。目は大きいが、太い眉のせいでなんとなく野暮ったく、頰に散見するそばかすがそれに拍車をかけている。まだら模様のメガネが、唯一自分なりのオシャレポイント。

「……何度見ても、地味な顔」

　落ちていた毒虫こと、つけまつ毛を拾って、目元に近づけてみる。

　まったく似合わなくて、なんだか笑えた。




　国枝一葉は人間嫌いである。

　話しかけられることはもちろん、近くで騒がれることにさえ、嫌けん悪お感を覚えるほど。

　可能な限り一人で過ごしたい一葉にとって、集団生活を余儀なくされる学校は、もはや拷問といえた。下校時の喧けん騒そうに吞のまれるのも億おつ劫くうなので、放課後はいつも女子トイレで好きな小説を読み、適度に時間を潰してから帰宅することにしている。

　ほとんどの生徒が下校したあとの、静寂が支配する廊下を歩く。

　学校生活は嫌いだが、静まり返った校舎は好きだ。この状態を指して「森しんとする」と表現した作家は誰だったろうか。とても味わい深い、文学的な表現だと一葉は思う。

　浸る間もなく、傍そばの教室からまた別のギャルたちが、爆発する勢いで飛び出してきた。

「ほらほら、合コンの時間に遅れるって！」

「きゃはははは！　待ってよーっ！」

　一葉にどんとぶつかったのに、謝りもしない。そのギャルたちは、放課後の静寂にたっぷりと爪を立てて、廊下の向こうに消えていった。

「……くそが」

　ずれたメガネを直しながら、つい口汚い言葉が漏れる。

　人間嫌いな一葉にとって、ギャルはその最たる人種だった。

　誰よりも声が大きくて、誰よりも騒がしくて、猥わい雑ざつで淫いん蕩とうで下品。己の外見を着飾ることにのみ注力し、勉強という単語はそもそも脳に登録すらされていない。そして放課後は繁華街に繰り出し、一時の享楽に身を投じる。まるでその瞬間が人生のピークとでもいうように。

　それがギャルたちの共通項──だと思っていた。

　あいつの存在を知るまでは。

　鞄かばんを置いたままの自分の教室に戻る。誰もいないことを確認。一応廊下も再確認。

　よし、誰もいませんね。

　一度大きく深呼吸した一葉は、

「なんでまた、あいつに負けるんですかあああああああああああッ！」

　絶叫しながら、掃除用具入れのドアを何度も開け閉めする。物に当たりたい気分だったが、破損させるのも悪いし、なにかを殴ると手が痛い。だから……というのもよくわからない理屈だが、掃除用具入れの開閉を繰り返すことで、鬱憤を晴らすことにしたのだ。

「くそが、くそが！　なんで私が！　またあいつに……っ！」

　一葉は学力には自信がある。人間嫌いの自分にできる仕事は限られていると理解しており、少しでも将来の選択肢を増やすためにも、昔から勉強だけは人一倍やってきたのだ。

　それなのに。

　このクラスには、自分の学力を上回る女子がいる。

　それも極めて「特殊」な女子が。

　初めてその名前を知ったのは、一年最初の中間テストの結果が廊下に貼り出されたときだ。

　一葉は自分がトップだと思っていたが、まさかの学年二位だった。学年一位の座に燦さん然ぜんと輝いていた名前は。




　１位　吉よし田だ真波（一年五組）　合計点……４９８点




　五教科の合計が４９８点。たった一問か二問の凡ミスをしただけだと察しがついた。

　その後の定期テストでも。二年に進級してからも。

　一葉は常に学年二位で、その上には必ず「吉田真波」の名前があった。

　クラスが違ったので、吉田真波本人を見たことはなかった。一体どんな生徒なのだろう。いくら他人に無関心な一葉とはいえ、さすがに興味をもち始めた。

　とはいえ一葉は、わざわざ違うクラスにまで探しに行くような労力は割かない。誰かに聞くこともしない。あくまで同じクラスになることがあれば、見てみたいと思う程度だった。

　やがて三年に進級して。始業式で配布されたクラス表を確認して。どうやら同じクラスになったらしいと知る。その新しい顔ぶれのクラスで、誰が吉田真波なのだろうと推理を巡らせているなか、三年最初のホームルームで自己紹介が始まった。




「どーも！　吉田真波でっす！　知ってる人も、初めましての人も、よろしくっす！」




　ごりごりのギャルだった。

　あれが常に学年一位の座に君臨していた、吉田真波……？

　待ってください……私はあんな、ドギャルに負け続けてきたんですか……っ!?

　一般的な生徒に負けるなら、別になにも気にならない。ただ自分がもっとも嫌けん悪おし、もっとも見下しているギャルという人種に負けたことが、許せなかった。大変な屈辱だった。

　だから今回の期末テストでは、いつもより多めに勉強時間を割いて挑んだのだが、またしても真波の合計点には及ばなかった。

「あーあ、また負けた！　はいはい負けましたよ！　あははははははは！」

　自嘲しながら、掃除用具入れのドアを何度も開け閉めする。

　するとそこで。

「なんか、すっごいご機嫌だね」

　背後から声をかけられた。

　短いスカートに、着崩したシャツ。今どき珍しいルーズソックス。脱色した長い髪に、一応ぎりぎりナチュラルメイクの部類に入る、もとから整った顔立ち。

　一葉とは対照的に、とても垢あか抜ぬけたそのギャルは、宿敵の吉田真波だった。

　まさか今の奇行を見られてたんですか……っ!?　しかもこの吉田真波に……!?

「ねーねー、なんで掃除用具入れを開け閉めしてたん？　なんでなんで？」

「あ、あなたに言う必要はありません」

「えー、めっちゃ気になるぅ。ねーねー、なんでなんでー？」

　真波が指で脇腹をつんつん突いてくる。痛いたくも痒かゆくもないが、やたらうっとおしい。
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「も、もう私は帰りますんで！」

　席に置いていた鞄かばんを取ってドアに向かう。そんな一葉に、真波はのんびりと。

「あ、そうなん？　んじゃ一緒に帰ろ、いっち」

「いっち？」

　眉をしかめてメガネを押し上げた。そんな一葉を、真波が指差す。

「名前、国枝一いち葉ようでしょ？　だから、いっち」

「そこは普通、かずはって読みません!?　私は国枝一かず葉はです！」

　やはり所詮はギャル。アホの権ごん化げ。どうしてこんなアホが学年一位で……。

「そっか。いっちは文系だし、樋ひ口ぐち一いち葉ようとか好きっぽいから、いちようだって勘違いしてた」

　……ほ、ほう。

　それは一葉も大好きな文豪の名前だったので、少し嬉うれしい。

「まあ、いっちでいいじゃん。てか、あんまり話したことなかったよね。よろしくいっち！」

　……別によろしくするつもりはありませんけど。

「じゃあ私はもう帰りますので」

「うん、帰ろ帰ろ！」







「でさー、さっきまで職員室で怒られてたんだ。いくらテストで結果出しても、学校に来ないと内申点はひどいぞって。あとスカートが短すぎるとかも言われてね。化粧は学校だから抑えてるけど、もうちょっとおとなしめにするかなー」

「ひとついいですか、吉田さん」

「どぞー」

「なんでついてくるんですか？」

　隣の吉田真波をじとりと睨にらんだ。

　真波は歩きながら細い棒状のお菓子、ポックーをぼりぼり食べている。

「え、だって一緒に帰ろって言ったじゃん」

「私はまだ了承してません」

「食べる？」

　真波がポックーを差し出してきた。

「いりません。それより私の話を聞いてください」

「そだ。私もいっちに聞きたいことあるんだ」

　こっちが話している途中なのに、別の話題を投げかけてくる。真波は独特のペースをもっている女子だった。

「……なんですか」

　メガネに手を添えて、一応聞くことにする。

「いっちって、なんで敬語なん？　同級生なのに」

　そんなことですか、とつぶやいてから答えた。

「敬語のほうが、とっつきにくい印象があるでしょう？　もう癖になってますけど」

「え、どゆこと？　いっちは友達作ったりしないん？」

　ずけずけとした物言いだが、一葉はその点を気にしない。

「そうですよ。私、人付き合いが面倒なんで」

　国枝一葉には友達がいない。欲しいとさえ思っていない。真波のようなギャルはもちろん、そもそも他人と関わること自体が億おつ劫くうなのだ。

　あくまで外野からだが、女子同士のいざこざはよく目まの当あたりにしてきた。人間関係で悩んでいる女子も多く見てきた。

　それらに対して、一葉がいつも抱いていた感想は「面倒臭そう」。

　友達なんているから、余計なことに脳のリソースを使うのだ。だったら自分は、そんなものいらない。好きなことにだけ没頭していたい。疲れることがわかっているのに、わざわざ友達を作るなんて愚行だと思う。

　一葉はそんな「省エネ女子」だった。

　振り回されたくない。疲れたくない。その根源たる人付き合いに労力を割きたくない。他者との関与を避けて、可能な限り一人で静かに過ごすしじまの世界が理想なのだ。

　真波はぽんと手を打った。

「そっか。なんか親近感湧くって思ってたら、いっちはあれだ。ハルちゃんに似てるんだ」

「ハルちゃん？」

「うん。知らない？　私の従兄いとこのハルちゃん。佐さ倉くら春はる太たっていうんだ。剣けんをツルギって読みたがるタイプの男の子」

「知るわけないですよね!?」

　真波は最後の一本だったポックーを食べたあと。

「とりま、連絡先教えてちょ。私がいっちの友達一いつち号ごうってことで！」

　くだらない駄洒落だじやれで突きつけてられたスマホが、問答無用の印いん籠ろうに見えた。

　もちろん一葉に印いん籠ろうなど効かない。無視してさっさと歩き出した。







「……どこまでついてくるんですか」

「だって私ん家、こっちだから」

　一葉と真波は電車のシートに揺られていた。

「いっちもこっちなん？　むは、なんか韻踏んだった」

　一葉たちの中学校の生徒は、みんな徒歩圏内から学校に通っている。だから真波は、噓うそをついていることになる。きっとこれから、電車で遠くの繁華街にでも遊びに行くのだろう。

　と思ったのだが、違った。

「あ、正確に言うとね。私ん家じゃなくて、ハルちゃん家ち。私いろいろあって、ハルちゃん家ちに居い候そうろう中なんよ。ちなみにハルちゃんは『刹那！』とか『斬撃！』って単語が好きなタイプの男の子で……」

　真波は一人でぺらぺらと喋しやべり続ける。

　従兄いとこの家に居い候そうろう中ということは、親元を離れて暮らしているのだろうか。複雑な事情がありそうだが、もちろん一葉は踏み込んだりしない。

　どんな事情があるにせよ、吉田真波は自分が嫌けん悪おする騒がしいギャル。しかも三年の始業式のあと、すぐ学校に来なくなるほどの不良生徒。最近は一応毎日通っているが、それもいつまでもつことか。

　中学の最も寄より駅えきから二駅。そこで一葉は電車のシートから腰を上げる。

「じゃあ、ここで失礼します」

「おっ、いっちもここで降りるん!?」

　真波も同じように立ち上がっていた。







「やー、降りる駅まで一緒とは。こんなことってあるんだね〜」

　まさかの同じ駅で降りて、成り行き上、仕方なく真波と並んで駅付近の繁華街を歩く。

　真波はこの近くに、居い候そうろう先の従兄いとこ（ハルちゃんとやら）の家があるらしい。もちろん一葉が聞いたわけではなく、真波が勝手に話していた。

「ね、ね。いっちはこのあと、どうするん？」

　真波が一葉の周りをぴょんぴょん跳ね回る。歩きづらいこと、この上ない。

「……家に帰るだけですけど」

「んじゃゲーセン行かね？　近くにいいゲーセンあんだよねー。そこでエクバやろうぜ」

「やりません。私、ロボットものは見ないので」

「おおっ？　知ってるねー。マラサイとザクⅡどっちが好き？」

　余計なことを言ってしまった自分を悔いた。

「と、とにかく行きませんから」

「えー。てかまだ連絡先も交換してないし、それくらいしよーよー」

　またスマホを突きつけられた。

　一葉は前に立ちはだかる真波の傍そばを通り抜けようとしたのだが。

　さらに回り込まれた。そして、

「んっ」

　真波はまたずいっとスマホを突き出してくる。

　うっとおしい人……『ハルちゃん』とやらも、こんなふうに絡からまれてるなら不ふ憫びんですね。

「連絡先、交換したい」

　むくれた顔でそう言ってくる。

「ああもう！　わかりましたよ！　連絡先を教えたら満足なんですね！」

　苛いら立だちながら鞄かばんからスマホを取り出すと、真波は心底嬉うれしそうに笑った。

「うん！　そんでゲーセン行こ!?　うぇいうぇいっ！」

「わかったわかった、わかりましたから、脇腹を突かないでください！」




　しぶしぶ連絡先を交換したあと、やがて一葉は家の前までたどり着いた。真波もまだいる。

「私の家、ここなんで」

「お？　ここってあれじゃん。純喫茶ってやつ？」

　大通りの喧けん騒そうから一本入った路地にある、少し寂れた佇たたずまいのレトロな純喫茶『青空』。

　実際のところ、ここはあくまで店舗用の物件で、正式な住居は別にある。中学校に近いマンションが国枝家本来の家なのだが、この時間は母の仕事の関係で非常にうるさい。

　だから一葉は、この純喫茶の二階にも自分の部屋を用意してもらっており、学校のあとはだいたいこちらに帰ってくる。

　この近辺の雰囲気が好きというのも理由だった。

　古民家が立ち並び、昭和の残ざん滓しを嗅ぎ取れる閑静な路地。そこに突如開かれた、「アバンギャルド」という言葉が似合う、哀愁たっぷりの純喫茶。一葉にとってそれらは、文学の世界で描かれる異空間のようで、心が惹ひかれるのだ。

「それじゃあ、失礼します」

　ヴィンテージ感のあるシックな木製のドアに手をかける。手前に引いて、ドアベルが小気味いい音を立てたとき。

「ちょいちょい。ゲーセンは？」

　真波に肩を叩たたかれた。

「だから私は」

「さっき『行こ』って言ったら、いっちは『わかった』って言ったよ？」

　……ああ、そういえば言ったような。

「あれは勢いっていうか、適当に流しただけですから。それじゃ」

「またまた、そんなこと言って〜。ここで待ってるよ、いっち」

「好きなだけどうぞ」

　そう残して、一葉は純喫茶の中に入っていった。

　カウンターで新聞を読んでいたエプロン姿の父に挨拶をして。店内にほんのり漂うコーヒーと蜂蜜レモンの香り（一葉的にはレモネードと言いたい）を少し堪たん能のうして。店の奥にある階段を上り、本来ただの物置だった二階の自室に入る。

　窓まど際ぎわに置かれたアンティーク調の肘掛け椅子に腰掛けて、鞄かばんからスマホを取り出す。

　しばらく小説でも読んでたら、諦めて帰りますよね。

　一葉が愛用している小説アプリを立ち上げたところで。

　スマホが「ぴろん」と音を立てて、メッセージの通知が届いた。




　吉田真波【おーい、まだー？】




　一葉は返さない。無視してスマホの小説を読み始める。また「ぴろん」と鳴った。




　吉田真波【まだー？】

　吉田真波【まだかなー？】




　その通知音は立て続けに鳴る。鳴りまくる。

　小説を読んでいるスマホの画面上部に、次々と真波からのメッセージが出現する。




　吉田真波【おーい？　老おいおーい？】

　吉田真波【誤字った。老いってｗｗ】

　吉田真波【この世は老いも若きも、男も女も、心の寂しい人ばかり】

　吉田真波【そんな皆さんのココロのスキマをお埋めいたします】

　吉田真波【いえいえ、お金は一銭もいただきません】

　吉田真波【ＢＹ笑ってるセールスマン。アニメ見たことある？】

　吉田真波【伊い東とう四し朗ろうさん主演のドラマ版もあるんだって。見たいなあ。てかあれって】




　ぴろんぴろんぴろんぴろんぴろんぴろんぴろんぴろんぴろん！

　ぴろぴろぴろぴろぴ──────────────────────────────────────────────────────────────────────ぴろん！

「くあああああああああああああ！」

　窓から顔を出して、下の路地に立っている真波を睨にらみつけた。

「うるさいんですよっ！」

「ねー、まだー？」

「わかりましたよ！　行けばいいんでしょ！」

　そもそも勢いとはいえ、自分はさっき「行く」と言ったのだ。そのまま放置というのも、さすがに悪い気がする。いくら相手が嫌いなギャルとはいえ、そこだけは少し反省した。

　……でもすぐ帰りますからね！







　その四階建てのゲームセンターは、純喫茶『青空』から意外と近くにあった。

　一葉がここに来たのは初めてのことで、こうしてクラスメイトとゲームセンターに来たこと自体、初めてのこと。

　そんな一葉は現在──。

『次が最後の問題！　いっくわよ〜！』

　──真波とクイズゲームで対戦していた。

　ゲームの舞台は学校の教室。画面両端にある机に、学生服を着た二頭身の女学生がそれぞれ座っている。一葉と真波のアバターだ。画面中央には、これまた二頭身のかわいらしい女教師が出題役として立っており、指し棒で背後の黒板をぱしぱし叩たたいていた。

　その黒板に問題文が出現する。

『最終問題！　宇治拾遺物語に〝足を打ち広げて、おろねぶりたる〟っていう文章が出てくるけど、この〝おろねぶる〟の意味は次の４つのうちどれ？』

　ゲームモードは全問早押し問題。四択の答えが表示されると同時に、すかさず真波がボタンを押して、解答権を得た。

「えっと、答えは２の『うとうと眠る』だったような」

　解答を選択すると、出題役の女教師が「正解です〜」と拍手した。そして結果発表の画面に遷移する。

　全二十問中、真波の得票数が十二問。一葉は八問────真波の勝ちだった。

　画面内では真波のアバターが飛び跳ねて万歳をしている。一葉のアバターは机に突っ伏して泣きじゃくっていた。

　実際の一葉も同じ気分だった。さすがに筐きよう体たいに突っ伏しはしなかったが、涙目ではあった。

　この人、本当に何者なんですか……っ!?

　クイズゲームで対戦してみて、改めて思った。真波は膨大な知識を有している。化学や歴史の問題から、音楽、芸能、アニメやマンガといったサブカル方面にいたるまで、あらゆるジャンルをカバーしていたのだ。

　一葉がもっとも得意とするのは文系問題。最終問題はまさにそれだったにもかかわらず、真波には及ばなかった。それがまた悔しい。

「私もここまで出かかってたのに……っ！　おろねぶりたるは、ラ行四段活用の動詞『おろねぶる』の連用形に、完了の助動詞がついたもので……ッ！」

「こーゆーのって反射神経もあるからさ。『おろねぶって』たらだめなんだよ」

「私は『おろねぶって』ません！」

「食べる？」

　真波が棒状のお菓子、ポックーを差し出してきた。

　一葉はそれをひったくるようにして奪い取り、ぼりぼりと嚙かみ砕くだく。

　胸中で「くそが！　くそが！」と連呼しながら、強く嚙かみ砕くだく。

「テストでもゲームでも、なんで私はあなたに勝てないんですか……っ！」

「や、テストっていってもさ。いっちは今回の国語、百点っしょ？　私負けてるよ」

「違うんです！　私が言ってるのは、なんであなたのようなドギャルが、そんなに……！」

「んー、これでも一応勉強してるしさ。ま、『おろねぶっちゃう（うとうと眠っちゃう）』ときもあるけどね」

　あはは、と頭を搔かきながら、照れ隠しのように笑う真波。




　……勉強している？




　それはそうだろう。そうでないと、学年一位になれるはずがない。

　当たり前のことなのだが、真波のようなギャルが言うと違和感たっぷりに聞こえた。

　ちょうどそこで。

「ねえねえ、きみら二人だけで遊んでんの？　高校生？」

　大学生くらいの男たち三人組が、声をかけてきた。全員ストリートブランドで身を固めており、髪もしっかりセットされた清潔感ある男たちだ。

　イケメンと言っていい部類で、真波目当てのナンパだということは、一葉でも察した。

　しかし真波は、

「え、えと……わ、私たちは、その……ちゅ、中学生でして……」

　急に歯切れが悪くなった。

「うっそ。きみ中学生なの？　マジ？」

「は、はい……」

　真波は鞄かばんから中学の生徒手帳を取り出して、証拠のように見せつけた。

　すると男たちは目を丸くして、

「うわ、ガチじゃん。めっちゃかわいいし垢あか抜ぬけてるから、パリピの高校生かと思ったわ。ルーズソックスも似合ってるね」

「あ、あう……え、えっと」

　大学生風の男たちは軽薄な印象こそあるものの、別段怖い人という感じではない。

　それでも真波は、どこか怯おびえている様子だった。こういう状況には慣れてそうなのに。

「行きますよ、吉田さん」

「う、うん……あの、すいません。失礼します……」

　律りち儀ぎにも男たちに頭を下げる真波。一葉はその腕を引いて、場を離れた。




　大学生風の男たちは、しつこく食い下がってきたりはしなかった。

　それでも念のため、クイズゲームをやっていた三階フロアから二つ下りて、クレーンゲームが大半を占める一階フロアまで逃げる。

　そこで真波は、大きく息を吐いた。

「ごめんね、いっち。私、男の人が苦手なんよ」

　茶色い毛先に指をくるくる絡からめながら、申し訳なさそうに言う。

「……その外見で言われても、説得力がないんですけど」

「や、ほんとに。かわいいって思うからギャルしてるだけで、男の人はだめなんだよ。普通に話せる男の人って言ったら、ハルちゃんくらい」

　これも意外だった。垢あか抜ぬけた外見は男を釣るための餌だと思っていたのに、ただ好きという理由だけで、そういう格好をする人もいるらしい。

「……ふ」

　意図せず、笑みが漏れた。

「んあ？　どしたん、いっち？」

　真波は要領を得ない顔をしている。

「だって吉田さんはギャルなのに、勉強もできて、異性が苦手って……ふふ」

　ギャルとは言っても、実際は見た目が派手なだけで、案外普通の女の子と変わらないのかもしれない。そう思うと、なんだかおかしかった。

「ふふっ。しかもご丁寧に、生徒手帳まで持ち歩いているんですもん。そんな人、たぶん普通の生徒にもいませんよ」

「え、そ、そうなん？」

「ええ、おそらく。もしかして吉田さんは、一年生のときからずっと、肌身離さず持ち歩いていたりします？　生徒手帳を。ふふっ」

「むうう〜。これって私、いじられてる？　絶対いじってるよね、いっち？」

「いじってるわけじゃなくて、その……ふふ、すいません。だって吉田さん、なんか私が思うギャルと全然─────────────────って、なんで胸揉もんでくるんですか!?」

　後ろから胸を揉もみまくってくる真波を振り払った。

「いっちがいじってくるから、私もいじくり返そうかと。案外おっぱい大きいね」

「こ、公衆の面前で、なんて破廉恥な……！」

「もっと揉もんでいい？　てか揉もむ。もみもみ〜！」

「やめろって言ってますよね!?　ちょっ!?　なんか、つまもうとしてません!?」

　ギャルに対して偏向的な考えに縛られていたことは認める。多少は認識を改めてもいい。

　でもギャルが騒がしいのは事実ですし！　私は一人静かに過ごしたいのに、こうやって絡からまれることも非常に不愉快ですし！　もうこんな茶番は切り上げて、さっさと……。

「どうするいっち？　まだなんかゲームやる？　それか、もう帰る？」

　ただ。

　ギャルに負けっぱなしというのもシャクなので。

「じゃあ……ダンスゲームで勝負しませんか？」

「おっ、やる気だね、いっち！　てかいっちって、ダンスゲーム得意なん？」

「これでも昔は無理やりスポーツをやらされていたので、運動神経には多少……って、いつまで胸を揉もんでるんですかっ!?　いい加減に離れて────あんっ」

　一葉の怒号は、つままれたことで中断を余儀なくされた。




「ごめんってば。そんな顔しないでよ」

「うう……こんな衆人環視のなかで嬌きよう声せいを漏らすなんて、一生の恥です……っ！」

　一葉は自分の胸をかき抱くようにして、真波を睨にらんでいた。涙目で。

「とりま、ダンスゲームやるなら小銭崩してくるね。ちょっち待ってて」

　財布を確認していた真波は、小走りで両替機を探しに行った。

　本当に変わった子だと思う。その外見や騒がしいところはやはりギャルなのに、勉強ができたり、異性が苦手だったり。そして明確な壁を作っている自分なんかと、なぜか一緒にいる。

「……わからない人」

　一葉がなによりわからないのは、自分自身だった。真波から帰るかどうかを聞かれたのに、負けっぱなしはシャクだから、という理由でまだ残るという選択をした。

　認めたくないことだが、それは真波と「まだ一緒にいてもいい」と思っている証左にほかならない。そう思わせるなにかが、真波にはある。他人のパーソナルスペースにずけずけと侵入し、その考えを根底から覆くつがえしてしまうなにかを、真波はもっているのだ。

「……本当にわからない人」

　手持ち無沙汰になった一葉は、あたりのクレーンゲームに目をやった。

　女子高生や若いカップルたちが、その四角いガラスケースに入っているさまざまな景品を取ろうと、躍起になっている。

　人に興味がない一葉は、自然と中の景品に注目がいく。アニメキャラのフィギュアやぬいぐるみといった定番のものから、香水に腕時計、まさかの伊い勢せ海え老びなんて変わり種まである。

　なかでも一葉の興味をもっとも引き、つい近づいてしまったクレーンゲームの筐きよう体たいが──。

「どしたんいっち？　なんか気になるやつあんの？」

　ちょうど真波が戻ってきた。一葉は「別に」と言って、その筐きよう体たいに背を向ける。

「さあ、行きますよ。ダンスゲームは二階だそうです」

　中の景品を見ていたことが恥ずかしく、ごまかすつもりでわざわざ率先して促したのだが。

「お、これ化粧品が景品なんだ」

　真波は一葉が注視していたものに気づいてしまう。

「へえ、ＢＢクリームかぁ……取れそうな気配アリ」

　ＢＢクリームとは、それ一本で美容液や保湿、ファンデーションから日焼け止めまでを兼ねる、オールインワンの化粧品だ。

「や、やるんですか、吉田さん？」

　興味をもっていたと思われたくないので、つい声が上ずってしまう。

「うん。ちょっとやってみっか。ごめんだけど、待っててちょ」

　真波はＢＢクリームが景品の筐きよう体たいに、小銭を投入した。




「むうう、とれーん！」

　真波が挑戦中のクレーンゲームは、縦横に移動するアームで景品自体を摑つかみ上げる定番のタイプだ。

　四つ並んだＢＢクリームの箱のうち、一番手前のものを狙っているのだが、アームは引ひっ搔かくばかりで、持ち上げることさえできない。真波はもう三千円近く投入していた。

「……わざわざクレーンゲームで取らなくても、吉田さんは化粧品なんていっぱい持ってますよね」

「それとこれとは別！　クレーンでしか摑つかみ取とれないなにかが、そこにはあるのだっ！」

　一葉にはさっぱりわからない。値段は知らないが、ここまで注つぎ込むくらいなら、店で買ったほうが安上がりなのではと思ってしまう。

「これがだめだったらまた両替に行く！」

　そう言った真波の何度目かの挑戦。

　今回はいい位置でアームが下降していった。そして今度こそ景品の箱をしっかりと摑つかみ上げる。あとは途中で落とさず、排出口までたどり着けばクリアだ。

「……いっち、いい感じだよ」

「……ですね」

　真波に合わせて、なぜか一葉まで小声になって、その顚てん末まつを見守る。息を吞のんで注視する。

　そして。

　アームは最後まで景品を運びきり、ゴールの排出口に落下させた。

「やったあ！」

「やりましたね！」

　真波につられて、ついハイタッチをしてしまう。

　自分にとってそれは奇行だと気づいた一葉は、咳せき払ばらいをしてごまかす。

　真波が筐きよう体たい下部の取り出し口から、景品の箱──化粧品のＢＢクリームを引っ張り出した。

「よかったですね、吉田さん。じゃあそろそろ」

　そこで一葉は、目を丸くする。

　真波がＢＢクリームの箱を差し出してきたからだ。

「はいこれ。あげる」

「……どういうことです？」

「さっきナンパされたとき、助けてくれたお礼」

「い、いりません。私はそんなの使う習慣がありませんし」

　遠慮がちに拒否したのだが、真波は、

「もうすぐ夏休みだし、これって日焼け止めにもなるから便利だよ？　とりま、まなみんからのプレゼントってことで」

　強引に手に握らせてきた。

「……いえ、気持ちはありがたいですけど、私は本当に……」

「ぶぶー。いっちは喫茶店の前であんだけ待たせたんだから、これを受け取る義務がありまーす。いらなかったら誰かにあげてちょ」

「な、なるほど、意趣返しということでしたら……」

　一葉はおずおずと、そのプレゼントを受け取った。

　真波は気づいていたのだろうか。

　じつは少しだけ。ほんの少しだけ、自分が化粧に興味をもっていたことに。

　だから何千円も投入してこの景品を取り、お礼という体裁をつけて受け取りやすくしたのだろうか。

「にゃはー。私もね、最近更さら紗さちゃんって子に化粧水とかもらったりしてるんだ。もし興味があったら、更紗ちゃん直伝の保湿とか教えてあげるね」

「……ひとつ聞いていいですか」

「いや、二つ聞くが良よい」

　真波は変な口調で胸を張った。一葉は気にせず続ける。

「その……私がこれを欲しがってるように見えたから、取ってくれたんですか？」

「や、ほんとにただのお礼だって。じゃあ二つ目の質問どーぞっ」

　二つ目なんてないのだが。

　せっかくなので、一葉は気になっていたことを尋ねた。

「じゃあ……吉田さんはそんなに勉強できるのに、どうして学校をサボりがちなんですか？」

　サボりたい気分だから。学校に行くより遊びたいから。

　そんな答えが返ってくると思ったのだが。

「あー、いっちは私がハブられてたこと、知らないんだ」

「え？」

　真波は少し言いにくそうだったが、それでも笑って話してくれた。

　二年の終わり頃から、とある女子を中心に除のけ者ものにされて、みんな目も合わせてくれなくなったこと。みんなに無視されて友達がいなくなり、主犯の子には椅子を隠されるなどの嫌がらせを受けていたこと。

　それで学校に行くのが嫌になり、不登校になってしまったと真波は語った。

　一葉はまったく知らなかった。クラスメイトの動向なんて興味すらなかったからだ。

「でもね、そんな私を助けてくれた人がいたんだ。だからもう、みんなとは普通に戻ったし、リーダーだった子とも仲直りしたしね。この前は一緒にカラオケにも行ったんだよ」

　真波はとても嬉うれしそうな顔を見せてくれた。

　……ほら。やっぱり人付き合いなんて、面倒なことばっかりじゃないですか。人間なんて、本当に大嫌い。どうして吉田さんみたいなタイプに、そんな真ま似ねができるんですか。

　こんなに──いい子なのに。

「吉田さんを除のけ者ものにした主犯って誰なんですか」

「え？　や、それは言えないよ。もう私も気にしてないし、今は仲良くやってるからさ」

　なぜか腹が立っていた一葉だが、真波がそう言うので抑えることにする。

「てかダンスゲームやるんでしょ？　行こうよ、いっち！」

「…………はい！」

　真波に促されて、二階に向かおうとしたところで。

　ふと真波が「あれ？」と漏らして足を止めた。

　ギャル特有の大声で、奥のクレーンゲームで遊んでいた人影に呼びかける。

「おーい、ハルちゃん！　更紗ちゃん！」

　振り向いたその二人のほうに駆けていった。

　二人のうち片方は、これといった特徴のない平凡な高校生男子。

　もう片方はとても大人っぽく、どこかで見たことがあるようなモデル体型の美人女子高生。

　カップルかと思ったが、まったく釣り合ってないので違うと判断した。

「偶然だね！　二人はここで遊んでたん!?」

「まあ一応、そうなるのか……な？」

　平凡な男子がそう言って、モデルのような美人を一いち瞥べつした。しかしその美人は、

「ふざけるな」

　やけに冷たく、突き放すようにそう返した。そして真波に向き直ると、

「たまたま帰りが一緒になってね。佐倉くんがクレーンゲーム得意って言うから、なんか取ってもらおうと思ったの。ここっていろんな景品あるのね〜」

　真波には慈愛に満ちた笑みを見せる。

　あの男子はずいぶん嫌われている様子だが、一葉にとってはどうでもいいことだ。

「ところで真波ちゃんは友達と来てるの？　よかったらみんなで一緒に遊ばない？　佐倉くんと二人とか、ゲロ出そうだし」

「うぐ……」

　気け圧おされている男子はともかく、美人のその言葉は、一葉の耳にもしっかり届いていた。

　みんなで一緒に？

　ないですね。

「え、いいんすか!?　ちょっと聞いてみます！　ねえ、いっち。この人がさっき話した更紗ちゃんなんだけど……って、あれ？　いっち？」

　真波が振り返ったとき、一葉はすでにそこにいなかった。







　その日の夜。

　一葉は真波にもらったＢＢクリームを持って、自室の姿見の前に立っていた。

「……気乗りはしませんけど、まあ試すくらいなら」

　自分にそう言い聞かせ、クリームを少し指先に出す。それを顔の四隅に塗って、指で顔全体に薄く広く伸ばしていく。

　顔表面が綺き麗れいな肌色に統一されて、気になっていたそばかすも目立たなくなった。

　鏡に顔を近づけて、まじまじと確認した一葉は。

　自嘲気味に笑った。

「……ふ。やっぱり地味な顔。もとがもとだから、変身には程遠いですね」

　脇に置いていたスマホに手を伸ばす。真波から何通かメッセージが届いていた。




　吉田真波【先に帰っちゃった？】

　吉田真波【ごめんね、いっち】

　吉田真波【また遊んでくれたら嬉うれしいです……】




　……まあ、なにも言わずに帰ったのは、さすがに失礼でしたね。

　一葉はここでようやく返信する。

『こちらこそ黙って帰ってすいません。次こそはダンスゲームで決着をつけましょう』

　そんな文面を作って、送信。その直後に疑問が湧いた。




「次こそって、なんですか。次を考えてるんですか、私は」




　国枝一葉は人間嫌いで。騒がしいギャルはとくに毛嫌いしていて。

　なるべく関わりたくないと思っているにもかかわらず。

　どうして真波にそんな文面を送ってしまったのだろう。

　やはり自分は少しだけ、変身したのかもしれない。




　初めてできた友達からのプレゼントを見て、一葉はそう思うことにした。
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　我が佐さ倉くら家の晩ばん餐さんで、ホットプレートが出ることは非常に珍しい。

　しかもそれで焼肉をするなんて、年に一回あるかどうかってレベルだった。

「じゃあ真ま波なみちゃん。ついでに春はる太たも、一学期お疲れ様ってことで、乾杯！」

　父さんが掲げたビールジョッキに、真波と俺がお茶のグラスを重ねる。

　うちの父さんこと佐倉冬ふゆ彦ひこは、見た目こそ屈強なガテン系だけど、日常萌もえマンガを連載しているマンガ家だったりする。深夜まで仕事することが多いんで、晩飯時にビールを飲むことは滅多にない。でも今日は〆しめ切きり明けってことで、オッケーらしい。

　俺たちがちょうど、一学期の終業式だったってこともある。

　それで父さんが「だったら今日は焼肉でもするか！」とか言って、わざわざ国産牛を買ってきてくれたんだ。よくわからんけど、大人は焼肉をするならビールが必要不可欠らしい。

　そんなわけで俺も真波も、いよいよ明日から夏休み。

　さすがに勉強のことは一旦忘れて、遊びまくってやろうと思ってる。

　まずは溜たまってるソシャゲのストーリーを一気に消化。それから配信中のアニメも全部チェック。あ、『ワンピ』を一巻からおさらいするってのもいいな。そんでもって……ふふ、やることが多すぎないか？　夏休みだけで足りるかな。

「真波ちゃんは今回の期末もがんばったな。五教科中、四教科も百点取るなんて、ホントすげーわ。なあ春太？」

「まあ、な」

　夏休みは遊びまくってやるって思ってた矢先から、嫌な話題だ。

「やー、私的には、もうちょっとがんばれたかなーって思うんですけどねー」

　ちなみに俺の期末テストの結果は……まあ、あれだ。前回の中間テストより多少マシだったけど、あくまで多少。やっぱ人間、そう簡単に成績は上がらないわけで。

　真波がほどよく焼きあがった国産牛のカルビを、口に放り込んだ。

「うわっ、やわらか〜っ！　おじさんこれ、高かったんじゃないの？」

「がっはっは！　そんなん気にすんな！　がんばった真波ちゃんのためなら、そんくらいどーってことないっての！　なあ春太？」

　だからなんでいちいち俺に振る。当てつけのつもりか。

　それはそうと、ちょっと気になるのは。

「あ、おじさん。このお肉もう焼けてますよ。はい、どーぞ」

「サンキュー真波ちゃん」

　真波が俺のテストの話に、一切触れてこないことだ。

　俺は知ってるんだぞ。さっきキッチンカウンターの上に無造作に置かれていた俺の答案を、真波が手に取ってまじまじと見てたことをな。

　だから絶対、いじってくるって思ったんだけど。

「真波ちゃんは春太と違って気が利くし、成績もいいし、将来が楽しみだよ。なあ春太？」

　こんなふうに父さんが、わざとらしく何度もチクチク刺してきても。

「ハルちゃん、グラス空っぽじゃん。お茶入れてあげるね」

　やっぱり俺のテストの話はしてこない。もしかして、気を遣われてる？

「……なんでなにも言ってこないんだ」

「なにが？」

　真波は平然とした顔で、俺のグラスにお茶を注いでくる。

「お前さっき、俺のテスト見ただろ」

「あー、ハルちゃんの期末の点数が〝らりるれろ〟だった話ね」

「らりるれろ？」

「ハルちゃんのテストのことを喋しやべろうとすると、言語規制がかかって強制的に〝らりるれろ〟って言葉に置き換えられちゃうの。最重要機密だから」

「ぶん殴るぞコラ！」

「つまり気を引き締めろってことだ」

　父さんはビールジョッキを一気に飲み干してから続けた。

「どうせお前は、この夏休みも遊んで過ごそうって考えてるんだろ。でもな春太、自分の期末テストの結果が〝らりるれろ〟だったことは、ちゃんと自覚して」

「父さんまで、らりるれろって言うんじゃねえ！」

「まー、ハルちゃんって昔は百点とか取ってたから、ちょっと驚いたけどさ。でも最近はまた勉強がんばってんじゃん」

　真波が俺の取皿に焼肉をひょいひょい入れてくれる。焦げたやつが多めなのは気のせいか。

「そうなのか？」

　と、父さん。真波はそれに頷うなずいて。

「そーなんですよ。勉強の妨げになるって言って、私にテレビもくれたし」

　あれはお前が勝手に持っていったんだ。

「ほう……あのテレビは春太が真波ちゃんを気遣って、あげたもんだとばかり思ってた」

「それもありますね。ハルちゃんって優しいから」

　だからお前が勝手に持っていったんだって。

「じゃあ春太はもうテレビはいらねーのか？」

「いや、そりゃあったほうが嬉うれしいよ」

　父さんは冷蔵庫から二本目の缶ビールを取り出すと。

「そういうことなら、お前に新しいテレビを買ってやってもいい」

「え、マジで!?」

　意外な展開になってきた。テレビを買ってもらえたら、夏休みの予定がさらに増える。やりたい据え置きゲームはいっぱいあるし、スマホと繫つないで大画面で動画を流すのもアリだ。

「ただし今言ったとおり、夏休みだからって気を抜かないこと。ちゃんと勉強もするって誓うなら買ってやる」

「誓う誓う！　ほら父さん、この肉焼けてるぞ！　あ、ビールお注ぎしましょうか!?」

　もちろんせっかくの夏休みなんだし、勉強なんて二の次に決まってる。でもここはスポンサー様のご機嫌をとるに限る。

　父さんは俺が注いだビールに口をつけた。

「テレビを買ってやっても、朝から『ハットリくん』とかばっかり見てるようなら、即座にメルカリ送りだからな。ん？　最近はそういうアニメやってないんだっけか。昔は夏休みの朝といったら毎日、藤ふじ子こ不ふ二じ雄お大先生の……」

「大丈夫だって！　テレビなんて、たまにしか見ないから！」

　やばい。めちゃくちゃ欲しくなってきた。ここで「やっぱやーめた」とか言われたら、俺は相手が父さんでも、アッパーを喰くらわせる。

　父さんは頰張った焼肉をビールで流し込むと、

「じゃあ明日、みんなで買いに行くか」

「おっしゃああああああああああ！」

　思わずガッツポーズ。

　真波にテレビを取られてから約一ヶ月。やっと俺の部屋に新しいテレビがやってくる……！







　で、次の日。

　俺と真波と父さんは、電車で少し行ったところにある日にち葉ば町ちようにやってきた。

「テレビならわざわざ買いに来なくても、ネットで注文すればいいのに。どうせ店で買っても配送になるんだしさ」

　という俺の建設的な意見は、

「わかってないな。自分の足で探すのもオツなんだよ」

「そうだぞ、ハルちゃん。お出かけ自体が楽しいんじゃん♪」

　父さんと真波に却下された。まあ買ってもらう立場だから、文句はないけどさ。

　この日葉町は世界の秋葉原ほどじゃないにしろ、ちょっとした電気街になっている。

　駅周辺には大型家電ショップが立ち並び、裏道に入るとパソコンやらラジオやらのジャンクパーツを叩たたき売りしている、昔ながらの小売店が軒を連ねていたりする。

　あと電気街の傾向なのか、こういう街には必ず、フィギュアとかトレカっていうホビー関連のショップも多くひしめいていて、さらに──。

「メイドカフェ『どりる』でーす。よろしくお願いしまーす」

　──ビラ配りをしているメイドさんが、だいたい街角に立っている。

「どりる？　変わった名前だな。天元突破でもする気か」

　律りち儀ぎにビラを受け取った父さんが独り言ちる。

　メイドさんはそれにしっかり反応した。

「わ、お兄さんってアニメとかお好きなんですか？」

「ええ。お姉さんはあれですね。伝説のメイド、ミナリンスキーさんに似てますね」

　かわいいメイドさんの前で、しまりなく笑う父さん。これ絶対「お兄さん」って言われて、喜んでるやつだな。

「ありがとうございまーす。お兄さんはお仕事なにされてるんですかぁ？」

「しがないマンガ家ですよ」

「だと思ったー」

　噓うそつけ。この金髪ツーブロックのマッチョを見て、マンガ家なんて思うはずねーだろ。

「どんなマンガ描いてるんですかぁ？　お店で聞かせてくださいよぉ」

「いいでしょう。つーわけで春太。俺はこのメイドさんの店に行ってるから、お前は真波ちゃんと一緒にテレビ探してこい」

「え、ちょっと待てよ、父さん。一人でメイドカフェに行く気かよ？」

　父さんは一応真面目な顔を見せて、もっともらしいことを言う。

「これもマンガの取材なんだから、しょうがないだろ。あ、テレビはできるだけ予算十万円以内でな。いいのを見つけたら連絡くれ」

「じゃあお店に案内しまーす」

「よーし、案内されちゃうぞー」

　やたらと浮かれている父さんは、そのままメイドさんに連れられて、メイドカフェに向かった。俺と真波を残して。

「……おじさんってほんと、自由な人だよね」

「……自由っていうか、適当っていうか」

　さっき「自分の足で探すのもうんたら〜」とか偉そうなこと言ってたくせに、結局は俺たちに丸投げか。まあいいけど。

　ちょうどそこで、俺のスマホにメッセージが届いた。

　六ろく条じようさんからだった。




　六条更さら紗さ【今日はモデルのお仕事】

　六条更紗【夏休みっていえば高校野球が楽しみ】




　あのカラオケ以来、なぜか六条さんはこんな感じで、よく連絡をくれるようになった。

　でも文章はいつも端的だし、今回みたいに返答に困る内容ばっかりなんだよな。高校野球が楽しみって言われたところで、「そうですか」くらいしか返せないじゃん。

「誰とやりとりしてるん？　なーなー？」

　真波が脇腹をつんつん突いてくる。

　とりあえず六条さんには適当なスタンプだけ送って、スマホをポケットに戻した。

「それよりもテレビ、どうしよっかな」

「大通りの量販店もいいけど、裏道入ったとこのお店もいいんだよね」

　真波は裏道のほうを指差した。

「あっちのコンビニの隣にある『佐藤電機』なんて、予算十万円以内だったら最新の国産50型でもお釣りがくるし」

「ああ、知ってる。あそこは確かに家電安いよな」

「あと型落ちでもいいなら、向こうの角を曲がったとこにある『シマダ無線』とかもアリだよね。びっくりする値段で売ってるよ」

「そうそう。でも量販店の『ジョウジンカメラ』だって侮あなどれないぞ」

「わかる〜」

　俺と真波は「ははは」と笑い合ったところで。

「……ハルちゃん、結構詳しいね」

「……お前こそ」

　俺たちはどっちも負けず嫌いだ。だからことあるごとに、いろんな勝負をしている。

　これまでも寿す司しの大食い対決とか、格ゲー対決とか、バッティング対決とか、とにかくいろいろな勝負をしては、勝ち負けを決めてきた。

「私、ハルちゃんより、この街に詳しい自信あるけど」

「奇遇だな。俺もお前より詳しい自信があるんだ」

　そして今回もやっぱり──。

「じゃあ……勝負する？　電気街マスターの称号をかけて」

「望むところだ」

　──この流れになった。




「……じゃあ最終確認だ。ターゲットは50インチの大型テレビ。スマホで値札を撮影したあと、三十分以内に父さんが待ってるメイドカフェで、それぞれ見つけたブツを発表する。画素数とかも考慮して、相手より安くていいテレビを見つけてきたほうが勝ち。それでいいな？」

「おっけー。負けたほうは、お風ふ呂ろ掃除を一回交代ってことで！」

「ふっ、あとで吠ほえ面づらかくなよ？　じゃあ────散！」

　気合いの入った俺の合図で、真波と俺は逆方向に駆け出した。

　なし崩し的に勝負することになったけど、この戦いは絶対に負けられん。

　自慢じゃないが俺はこれでも、足あし繁しげく電気街に通うオタクの端くれ。

　そんな俺が、万が一でも中坊ギャルに負けるとか、プライドが許さん。

　学力では大負けしてるけど、どっちが電気街に詳しいかの対決では、必ず勝ってみせる！

　……ていうか、そもそも俺には勝算があるんだよな。

　三十分っていう制限時間を切ったところがポイントだ。真波がこの条件を飲んだ時点で、奴やつの敗北は決定している。

　だって俺、昨日もここに来て「いいテレビないかなー」って探してたもんね。

　そこですでに見つけてあるんだ。

　50インチで画素数も申し分ない、約五万円のテレビをな。

　海外製で保証面が弱いらしいけど、別に俺はそんなの気にしない。あれ以上に安いテレビを三十分以内に見つけるなんて、どう足あ搔がいても無理だろ。

　そんなわけで俺は、目当てのブツがある『ジョウジンカメラ』に一直線に向かった。







　その店で「￥４９，９９９─」と書かれたテレビの値札とスペック表を撮影して、父さんに連絡。父さんが待つメイドカフェ（どりるとやら）にやってきた。

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　ベタな言い回しに若干照れつつ、さっきのメイドさんと楽しく談笑しながら紅茶をすすっている父さんの正面に座った。

「おう春太。また真波ちゃんと勝負してるんだって？　どっちがいいテレビを見つけてくるかっていう」

「ああ。見てくれよこれ。すごくないか？」

　スマホで撮影したテレビと値札を見せる。

　その価格とスペックには、父さんも驚いていた。

「ほほう……約五万円なのに、うちのリビングにあるテレビと同じ画素数か。外部入力の数がちょっと弱いけど、まあ許容範囲内だな。こりゃ春太の勝ちで決まりじゃねーか？」

「だろ？」

　スポンサー様が早くも俺の勝ちを確信した。

　真波はまだ来ていない。そりゃそうだ。散会してからまだ二十分くらいしか経たってないんだから。

　あいつは今ごろ、必死で駆け回っていることだろう。自分が負けて、風ふ呂ろ掃除をやることになるとも知らずにな。ククク……。

　その真波は、制限時間ぎりぎりでメイドカフェにやってきた。

「お帰りなさいませ、お嬢様！」

　メイドさんの挨拶に「どーもどーも」と返しながら、真波は俺と父さんがいる席に座った。

「ハルちゃん早かったねー」

「当然だ。なにしろ俺は、この街を熟知した電気街マスターだからな。さて……お前が探してきたテレビを見せてもらおうか」

　どこかの偉いプロデューサーのように、ソファーに背中を預けたまま、手だけ差し伸ばす。

「あんま自信ないけどなー」

　とか言いながら、真波がスマホで撮影したテレビを見せてくる。その値段は。




　￥４７，９９９─




「ば、ばかな……!?」

　画素数は俺が見つけてきたテレビと同じ。でも値段は二千円も下回っている。

「ジャッジ！」

　父さんが両手をばっと広げて、声高らかに宣言する。

「勝者────真波ちゃん！」

　なぜか周りのメイドさんたちも拍手するなか、真波がスマホ片手に小躍りした。

「やったあ！　んじゃハルちゃん、私の勝ちなんで、今日のお風ふ呂ろ掃除よろしくね♪」

「なぜだ……」

「あ、別に肩もみ券に替えてもいいよ。きさまも女子の体にふれたかろう？」

「どうやってこんな安いテレビを見つけたんだ……しかも三十分以内で……」

「ＳＮＳ」

　真波はあっけらかんと言い放った。メイドさんが運んできた水に口をつけながら、

「ＳＮＳで呼びかけたんだ。『日葉町で五万円くらいの安いテレビってないですか』って。そしたら情報提供してくれる人が結構いてね。ほら」

　スマホを差し出して、自分のＳＮＳアカウントを見せてくる。

　え、なにこのコメント数……って、家電ショップの店員からもコメントついてる!?

　いやその前に真波のフォロワー数、『八万人』とかいってるんですけど!?

「昔ニコ動で流は行やったウマウマダンスとかの動画をアップしてたら、何回かバズってね。いつの間にか、フォロワーさんがこんなに増えてたの。私の『踊ってみた』見て見て〜」

　真波がスマホを操作して、その添付動画を見せてきた。

　動画内の真波は両手をウサギのように頭に当てて、ぴょこぴょこ飛び跳ねている。

「うっうーうまうま♪」

　動画に合わせて口ずさむ真波。隣の父さんが感慨深そうに頷うなずく。

「おお、懐なつかしいな。俺もフラッシュ全盛期に、『巫み女こみこナース』とかよく見てたわ」

「それ『ゴノレゴ』の時代ですよね？　私も『ペリーの開国』とか見たことありますよ！」

　よくわからん話で盛り上がる二人を大声で制した。

「ざけんじゃねえ！　これは『どっちが電気街に詳しいか』って対決なのに、他人の力を借りるとか反則じゃねーのか!?」

　すると真波は意地の悪い笑みを浮かべた。

「いやいや、ハルちゃん。自分で言ったこと思い出してみ？　『相手より安くていいテレビを見つけてきたほうが勝ち』しか言ってなくね？」

「うぐ……っ!?」

　確かにそうだけど。いや、でも。

「そんなわけでハルちゃんは、私の肩を揉もむ義務がありまーす。優しくしてくれなきゃ、やだよ……？」

　もじもじしながら、そう言ってきやがった。

「じゃあさっそく、真波ちゃんが見つけてきたテレビを買いに行くか」

　父さんが席を立ったけど。

「……まだだ」

　俺は諦めが悪かった。

「テレビ探し対決────二回戦開始ぃッ！」







　そんなわけで強引に、勝負の延長を押し通した。

　今回、真波は探しに行くつもりはないらしい。俺だけが制限時間以内に（一時間にしてくれって頼み込んだ）真波の見つけた約四万八千円のテレビより、安くていいものを発掘してくることになった。

「絶対お前に、俺の肩を揉もませてやる！」

　そう意気込んでメイドカフェを飛び出したはいいものの、はっきり言ってアテはない。

　でも俺はオタクの端くれとして、電気街での勝負には負けられない。少なくとも、あのうざギャルにだけは……！

　とはいうものの、四万八千円以下のテレビを探してこないと俺の負け。

　そんなテレビなんて、実在するのか……？

　くそ、俺も真波みたいに情報提供者が欲しい。電気街に強い奴やつが。

　でも俺ってＳＮＳとかやってないし、誰かに相談するって言っても、そんな相手は……。

　目を血走らせながら、裏通りの家電店を見て回っていると。

「うそだろ!?　五回連続で同じガチャ引くかフツー!?」

　ホビーショップの前で、萌もえアニメのガチャガチャを回している茶髪の男を見かけた。

「いたあああああッ！」







「はあ？　四万八千円以下のテレビ？　そんなんゴロゴロあるぜ」

　その茶髪の男は、萌もえキャラのキーホルダーが入った大量のカプセルを鞄かばんにしまって、頼もしくそう言ってくれた。

　名前は広ひろ岡おか聡さとし。

　中学時代からの俺の親友で、『付かず離れず』をモットーとする俺にとって、唯一の例外になる男。茶髪でヤンキーっぽい外見のイケメンサッカー青年だけど、その実態は大の二次元愛好家。とくにギャルゲーに関しては、俺よりも詳しい。

　そして、この街のことも俺より詳しい。




「そういや知ってるか春太？　あそこのトレカショップ、有名トレカのパチモンも売り始めたんだぜ。なんか『ブルーリーアイズ・ホワイト・ドラゴン』とかいう、わけわからんカードが百円で売っててさ。マジ笑ったよ」

「はは、昔はそういうパチモンがよく出回ってたよな。俺もなにか持ってたわ」

「あ、そうそう。全然関係ないんだけど、向こうに本屋あるじゃん？　あの店の店長、この前ベイブレードの大会で優勝したんだと。確かあの店長は、ミニ四駆世代で……」




　こんな感じで広岡は、店の商品ラインナップから、店員のプロフィールまで把握している。

　こいつがどんなに頼りになる男か、わかってもらえるだろうか。

「とにかく広岡に会えて本当によかったよ。本当に四万八千円以下のテレビを売ってる店、知ってるんだな？　俺が探してるのは、50インチの大型テレビだぞ？」

「サイズはわかんねーけど、でかいテレビならゴロゴロあるって言ったろ。つか春太もこの街にはよく来てるくせに、なんか情けねーぞ。とりあえず黙ってついてこい。あとは全部、俺に任せろ」

　やばい、めっちゃかっこいい。俺が女子なら間違いなく惚ほれてる。

　広岡は途中、ホビーショップの店頭に飾られている美少女フィギュアの前で何度か足を止めつつも、やがて目的の店まで連れてきてくれた。

　ジャンク屋の間にひっそりと佇たたずむそこは、俺も来たことがない古い家電小売店だった。

　広岡がその店の奥に並ぶテレビを指差して、不敵に笑う。

「ほら見ろ春太。このテレビなんて、六千円だぞ。四万八千円以下とか、ぬるいこと言ってんじゃねーよ、ばーか」

　いや、これ。

　確かに六千円だけど。かなりでかいけど。

「ブラウン管じゃねーか!?」

「あ？　だめなんか？」

　広岡は一切悪びれていない。ふざけてるわけでもない。純粋に「なにがだめなんだ？」って顔をしている。

　こいつ、まさか。

「てかこれ、ブラウン管って言うんか。ぺらぺらのテレビより、俺はこのどっしりした形のほうが好きだけどな。こんなに安いのに、なんでみんな高いテレビを買いたがるのかね」

　やっぱり、ブラウン管テレビを知らなかったのね。

　趣おもむきがあるのは認めるけどさ。画質とか考えてよ。しかもこれ「リモコン欠品」って書いてるし、いろいろだめだわ。

「……もういい。お前を頼った俺がバカだった」

　真波に伝えた制限時間は一時間。もう残り時間も少ない。どうやら安くていいテレビを探す対決は、俺の負けで確定したらしい。

　これで真波の肩かた揉もみ決定か……はあ。

　がっくりうなだれて、店を出ようとする。

「おい春太、ブラウン管とやらは買わねーの？」

「あのな、俺は新しいテレビを買いに来てるんだぞ。いくら安くても、さすがに旧世代のブラウン管テレビは……って、あああああああああああああああああああ!?」

　思わず絶叫していた。

　きょとんとしている広岡の後ろ、液晶50インチのテレビがどっかりと鎮座している。

　しかもそこに堂々と貼られていたポップは。




『箱なし処分品　￥４７，０００─』




　その美しい数字の並びに、俺は涙した。







　広岡にお礼を言って別れたあと、父さんたちが待つメイドカフェに戻ってきた。

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　またしてもメイドさんのベタな言い回しに若干照れつつ、父さんと真波が談笑しているテーブルに腰を下ろす。

「らんらんるーっ！」

「なんでドナルドなん、ハルちゃん？」

「それだけご機嫌ってことだ」

　俺はスマホを操作して、さっきの店で撮影したテレビのポップを見せてやった。

　これには父さんも真波も、さすがに面食らったらしい。

「おお、本当に真波ちゃんの四万八千円より、もっと安いテレビを見つけてくるとは……！」

「四万七千円かー。ハルちゃん、すげー。よく探せたね」

　俺は渾こん身しんのドヤ顔を見せつけてやる。

「ふっ、父さんの言うとおりだったよ。ネットも便利だけど、確かにこうやって、自分の足で駆け回って目当ての商品を探すってのも悪くない。今日、それを学んだよ」

「一理ある」

　真波がうんうんと頷うなずく。

「そんなわけで、お前が見つけてきたテレビは約四万八千円。俺のは四万七千円。箱なしだけど、これは『どっちが安くていいテレビ』を見つけるかの勝負だし、箱は関係ない──って、どこに電話してるんだ？」

　俺が語ってる間に、真波はスマホでどこかに連絡をとっていた。

「あ、もしもし。さきほど伺った吉よし田だですけど。はい、50インチの液晶テレビの件で。あれって四万八千円だったと思うんですけどね。もうちょっとだけ、お安くならないでしょうか？　ああいえ、もし可能だったらって話なんですけど」

　こ、こいつまさか、テレビの担当者に直接値切り交渉を……!?

「えっ、四万七千円になる!?　わかりました！　検討しますので、少々お待ちください！」

　電話を切る。そして俺に意地悪な笑みを向けてきた。

「確かに自分の足で探すのも悪くないよね。値切り交渉っていう醍だい醐ご味みもあるし」

「お、お前、そこまでして……！」

「うん。ハルちゃんにいろんなとこ揉もんでもらいたい。てか絶対に揉もませる」

　ホール係のメイドさんたちが、その言葉に驚いていた。誤解を生むような発言はするな。

　シナモンティーを飲んでいた父さんに向き直った。

「これはどうジャッジするんだ!?　安くていいテレビの発掘だったら、見つけた時点の値段で勝負するべきじゃないのか!?」

「まあそうかもしれねーけど、面白いからアリ」

　このくそジャッジマンめ……ッ！

「でも真波は今の値切り交渉を含めても、俺が見つけたテレビと同じ四万七千円だろ!?　スペックも大差ないし、だったらやっぱり俺の勝ちってことに」

「甘いよハルちゃん」

　真波が財布から一枚のカードを取り出した。

「ポイントカードの存在を忘れてんじゃね？」

「なにい!?」

「私のポイントを使えば、四万七千円からさらに五百円は下がる！」

「ジャッジ！」

　父さんが両手をばっと広げた。そして。

「勝者────真波ちゃん！」

「なんでそうなるんだよ!?」

「金を出す父親スポンサーとしては、安ければ安いほうがいいからだ」

　それを言われると、ぐうの音も出ない。

「くふふ、じゃあハルちゃん。あとでしっかり揉もんでね。一時間くらい揉もんでもらうつもりだけど、強くしたらだめだよ？　優しい揉もみ方で、ちゃんと気持ちよくしてね」

　真波が邪悪に笑う。奥のほうで、いろいろ勘違いしているメイドさんたちが、ひそひそ話をしていることにも気づいてないっぽい。

　てゆーか、値切り交渉とかポイントカードとか、いくらなんでも反則だろ。前から思ってたけど、父さんは真波に甘すぎる。そのうえ真波と揃そろってうざい。

　ちくしょう。なんで俺が、うざ父のジャッジごときで、うざギャルの肩なんかを……。

　いや、待てよ。このうざジャッジマンは今、安ければ安いほうがいいって言ったよな？

　俺はもう一度席を立った。

「そういうことなら、俺にも考えがある。びっくりするテレビを見せてやるから、待ってろ」

　あとで思い返しても、このときの俺はムキになってたんだと思う。







　数日後──俺の部屋に新しいテレビが届いた。

　とにかくめちゃくちゃでかいテレビだった。テレビ台に載せても、はみ出るくらい。横だけじゃなくて、前後にもはみ出るんだから、存在感がやばい。

　だってこれ。

　ブラウン管テレビだからね。

　広岡に教えてもらった六千円のやつ。これが欲しいって言ったときの真波と父さんは、どっちも呆あつ気けに取とられていた。

「安くていいテレビを見つけてきたほうが勝ちって話じゃ……？」

　真波にはそんなことを言われたけど。

「俺がいいって思ったんだから、これが一番いいんだよ！　値段だって文句ないだろ!?」

　そんな感じで押し通した。真波も最終的には、「いいテレビが見つかってよかったね」と言って、あっさり負けを認めた。

　そんなわけで、勝負は俺の勝ち。

　勝ちなんだけど。

　そもそも、なんのための買い物だったっけ？

　買ってもらったブラウン管テレビは、現在俺の部屋で絶賛砂嵐を放映中。地デジに対応してないからな。

「さすがだな春太。俺との約束を守って、ちゃんとテレビの視聴は控えるつもりか」

　父さんの皮肉が胸をえぐる。

「まあチューナーくらい自分で買えよ。あと欠品のリモコンもな」

　砂嵐しか映さない残念なブラウン管テレビを一いち瞥べつして、父さんは俺の部屋を出ていった。

　ブラウン管の後ろを覗のぞき込んでいた真波が顔を上げる。

「このままだと、据え置きゲームのケーブルも挿さらないね。変換コネクタも買わないと」

　いやマジで。

　なんでこれ買ってもらったんだろ。







　その日の夜。

　俺はベッドでうつ伏せになって、据え置きゲームで遊んでいた。

　もちろん最新ハードじゃない。父さんの仕事部屋から借りてきた昔のハードを、昔ながらの三色ケーブルでブラウン管テレビに接続してな。

　そして真波は、今夜も俺の部屋にいた。

「このテレビでレトロゲームやったら、めっちゃ味が出るね」

「そうだな」

　変換コネクタやらチューナーやらを買う予算は、今の俺にない。どうやらこのテレビは、しばらくレトロゲーム専用機になりそうだ。

「ハルちゃん、気持ちいい？」

「ああ」

　真波は俺の背中に跨またがって、肩や腰をしっかり揉もみほぐしてくれている。

　勝負には勝ったのに、なんとなく釈然としない気持ちのまま、俺は真波と仲良く遊んだ。
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「私、最近『ルチャ・リブレ』にハマってるんだよね」

　真ま波なみが唐突に、意味不明な話を振ってきた。

「るちゃ……？　なんだって？」

「ルチャ・リブレ。メキシコのプロレスだよ。この前、動画で見たんだけどさ。まさに肉体と肉体のぶつかり合いって感じで、チョー熱いの。お客さんの熱気もすごいんだ」

「へえ」

「でさ。一個言っていい？　この部屋はルチャ・リブレの会場かっ！」

　汗だくの真波が、俺に振り返ってそう言った。

「……なにが言いたいんだ？」

「だ・か・らっ！　ハルちゃんの部屋、暑すぎるって言ってんの！」

　ベッドでマンガを読んでいた俺は、額に滲にじむ汗を拭った。

「暑いのは当然だろ。エアコンつけてないからな」

「もーっ！　なんでだよーっ！」

　さすがに扇風機くらいは回してるけど、かんかん照りが続く七月末の猛暑がそれだけで緩和されるはずもなく。俺の部屋は強烈に蒸し暑いサウナ状態になっていた。

　別にエアコンが壊れてるわけでも、デトックスがしたいわけでもない。

　自らこんな苦行を課している理由なんて、ひとつしかないでしょ。

「暑いのが嫌だったら、自分の部屋に帰ったらどうだ？」

　もちろん真波を追い出すためな。

　ブラウン管テレビを買ってもらって以来、こいつは毎日俺の部屋に来て、ずっとレトロゲーム（しかもＲＰＧ）で遊んでる。

　勝手に自分のセーブデータを作るだけならまだしも、朝から夜まで、ずっといるんだぞ？

　真波が部屋を出ていくのは、だいたい深夜の一時過ぎ。で、俺が朝起きたときにはもうすでにいて、またゲームの続きをやってるんだ。

　これはたまらんってことで、今日はエアコンのスイッチを入れないことにしたわけよ。

　俺も汗でぐっしょりだけど、これで真波を追い出せるなら全然耐えてみせる。

「暑い暑い〜っ！　こんなんルチャ・リブレの会場だってば〜っ！　ルチャってる〜っ！」

　真波がじたばた暴れる。

「だから自分の部屋でエアコンの恩恵に与あずかればいいだろ」

「だってハルちゃんの部屋じゃないと、昔のテイルズできないんだも〜んっ！　シシセンコウとか言ってる場合か〜っ！」

「お前の部屋にもテレビあるだろ。テイルズならそっちでやれ」

「や〜っ！　ハルちゃんのブラウン管でやりたいの〜っ！」

　うざいし、やかましいし、暑いし、マジでたまらん。

「てかお前はもう高校受験だろ。朝から晩まで俺の部屋にいやがって。せっかくの夏休みなんだし、もっと有意義に過ごしたらどうだ」

「有意義に過ごしてんじゃんか〜！　ハルちゃんの部屋でゲームするのが有意義なの〜！」

　うざ過ぎる。

　でももうちょっとの辛抱だぞ俺。たぶんもうちょっとで、真波は自分の部屋に帰るはずだ。

「見てよハルちゃん。私、汗でびしょびしょ」

　真波が四よつん這ばいになって、ベッドの俺に胸元を見せつける。そのゆったりした黒のタンクトップから覗のぞく二つの大きな双丘には、汗の粒がいくつか浮いていた。

　そのうちの一粒が、滑らかな肌の曲線に沿って、深い谷間に落ちていく。

　思わずごくりと生唾を……飲み込むわけがない。中三の従妹いとこに性を感じたら終わりだぞ俺。

「おりゃああああああっ！」

　四よつん這ばいの真波が、ベッドの俺に飛んできた。

　そのまま汗だくの顔を、俺のＴシャツにぐりぐりこすりつけてくる。

「やめろ！　俺で汗を拭くな！」

「ルチャってやる！　ルチャってやる！　嫌ならエアコンつけろ〜っ！」

　ベッドに押し倒された俺の顔に、真波は自分のほっぺた（汗だく）をずりずりしてきた。

「なんかヒゲがジョリってるし〜っ！　もーやだ〜っ！」

「じゃあ顔くっつけんじゃねえ！　離れろコラァッ！」

　ちょうどそこで。

「なにやってんだ？」

　父さんが部屋にやってきた。

　これ下手すれば、従い兄と妹こ同士で不純な行為をしてたようにも見えるけど、そこはさすが慣れている父さん。いつものことだと思ったみたいで、とくにツッコミを入れなかった。

「……この部屋、やたら暑いな」

「おじさんからも言ってやってよ！　ハルちゃん、エアコン入れてくれないんです！　私とルチャ・リブレしたがってるんです！」

　エアコンはともかく、ルチャ・リブレとやらをしたいとは言ってない。

「よし。だったら俺とも勝負だ、春はる太た」

　腰を落として身構えた父さんが、両手をパンパン叩たたいて挑発してきた。

「いいから、なんの用だよ」

　まだ俺の上に跨またがっていた真波を押し除のけて、身を起こした。

　父さんは一度ため息をつく。

「お前はこのまま、夏休みを怠惰に過ごす気だな」

　……ああ、説教しに来たわけね。どうせそんなことだろうと思ったよ。

「怠惰っていうか、だって夏休みなんだし……」

　さっき真波に「有意義に過ごせ」とか偉そうに言ったあとだから、ちょっと恥ずかしい。

「別に勉強しろって言ってるわけじゃない。せめてバイトくらいしろって言ってるんだ」

　え、バイト？　なにそれ？

「そのテレビを買ってやったとき、俺はなんて言ったか覚えてるか？　チューナーくらい自分で買えって言ったんだぞ。あれはバイトして買えって意味だったんだが、どうも春太には伝わってなかったらしいな」

「いやいや……」

　俺のモットーは『付かず離れず』だ。人付き合いは最低限にとどめておきたいのに、さらに新しい人間関係を築くはめになるバイトなんて、もってのほか。絶対やだ。

「バイトもしないなら、テレビは没収な」

「えええええええっ!?」

　と、声をあげたのは真波。このテレビは真波のゲーム専用機になってるからな。

　でも俺はほとんど使ってないし、別に没収されたところで、痛くも痒かゆくも──。

「あと、しばらくは小遣いもなしにするから」

「えええええええっ!?」

　と、声をあげたのは俺。それはまずい。今お小遣いを止められたら、マンガやラノベの新刊が追いつかなくなる。

　いやその前に俺の残金って、あといくらあった？　もう二百円もなかったような……。

　待ってくれ。そんな状態で、夏休みをどう過ごせと？

「わかったら短期バイトでも探せ。いい社会勉強になんぞ」

　父さんはそれだけ言い残して、蒸し暑い俺の部屋から出ていった。

「……やばい」

　バイトなんて絶対嫌だ。でもこのまま金欠っていうのも、やっていけないし……。

　くそ、楽しいはずの夏休みが、一気にしんどくなった。

「ああもう、どうしたらいいんだ。なあ真波、なんかいい案は──って、なにしてんだ？」

　真波はスマホでどこかに電話していた。

「え？　いいんですか!?　はい、はい……わかりました！　じゃあすぐ連れていきます！」

　その電話を終えたあと、にっこりと俺を見る。

「おめでとう、ハルちゃん。さっそくバイト決まりそうだよ。履歴書もいらないって」

　…………は？







「じゃあお前、勝手に俺のバイト先を決めたのか……!?」

「うん。私っていう優秀な秘書がいてよかったね。頭を撫なでる権利をくれてやろう」

　真波が頭を突き出してきた。当然撫なでるわけがない。両手で真波のほっぺたを挟み込んで、ぶんぶん振りまくってやった。

「痛い痛い〜！」

「なに勝手な真ま似ねしてくれてんだ……!?」

「だってさ〜。ハルちゃんがバイトしないと、私、テイルズできなくなるしさ〜。ハルちゃんだって金欠問題が残るっしょ〜？」

「だからゲームなら、自分の部屋のテレビでできるだろ……！」

「や〜っ！　ハルちゃんの部屋でやるの〜っ！　ハルちゃんのブラウン管がいいの〜っ！」

　もういい。確かに俺の金欠問題を解決するためには、バイトするしか道はないんだから。

　というわけで、俺は真波に連れられて、駅近くの狭い路地裏を歩いていた。

　木造の古民家が密集している一帯で、洗濯物を吊つるした物干し竿ざおや、放置状態になっているママチャリがやたら邪魔くさい。なんていうか昭和感の漂う、ノスタルジーな街並みだ。

　こんな狭い路地裏にバイトできるような店って、あるんだろうか。

「一体なんのバイトに応募したんだよ」

「だから喫茶店だってば。ほら、あそこ」

　真波が前方を指差した。

　和風の古民家の並びに突如現れる、レトロな洋風の店構え。その店の前に出されている小さな立て看板には、これまた時代を感じる昔ながらのゴシック体で、店名が書かれていた。

　純喫茶『青空』。

「クラスの友達のお店なんだ。落ち着いた雰囲気のいい純喫茶だよ。こんにちは〜っ！」

　真波がヴィンテージ感のある重厚なドアを押し開けた。







　カウンター六席、四人がけのテーブル席が五つの、そんなに広くない店だった。

　机や椅子はシックな茶褐色で統一されていて、カウンターの端っこに置かれたサボテンの緑がいいアクセントになっている。天井には換気用っていうより、インテリアの側面が強いプロペラがあって、ゆっくり回転していた。

　真波が言ったとおり、確かに落ち着いた雰囲気の純喫茶だった。俺はこういう店に来る習慣がないけど、ここでゆっくりソシャゲをするのも悪くないって思ったくらい。

　履歴書を用意する時間もなかったけど、口くち髭ひげをたくわえた優しそうな中年のマスターと軽い面接をしただけで、俺は即採用。マスターの娘さんは真波の友達らしいんで、もとから信用されてたっぽい。

「いやー、佐さ倉くらくんが来てくれて、ほんと助かったよ。はい、どうぞ」

　テーブル席に並んで座る俺と真波に、マスターがコーヒーを出してくれた。

「うちってこんな場所にあるでしょ？　だからバイト募集の張り紙を出しても、誰からも連絡がこなくて困ってたんだ」

　不安だらけな俺は、コーヒーを一口だけすすってから言った。

「あの……僕、バイト自体が初めてなんですけど、ちゃんと勤まるでしょうか……」

「大丈夫大丈夫。佐倉くんは店にいてくれるだけでも十分助かるから。シフトは伝えたとおり午後からなんだけど、さっそく今日から頼める？」

「はい。問題ないです」

　それはいいんだけど、店にいるだけで助かるって、どういうことだろ。

　とりあえずマスターは話しやすそうな人だったんで、まずは一安心ってところか。これなら人付き合いが苦手な俺でも、なんとかやっていけるかも。

　──と思った途端、なぜかマスターは自分のエプロンを外し始めた。

「じゃあそんなわけで、僕は出かけるから。あとは娘に聞いてね」

「え、出かけるって……？」

「ああ、言ってなかったっけ。僕はこの夏休みの間、昼からリトルリーグのコーチに行ってるんだよ。店番は娘に頼めるんだけど、さすがに中学三年の娘一人に任せるのは、いろいろ不安でさ。だから昨日までは、午後から店を閉めてたんだよね」

　……予想外すぎる展開で混乱する。えっと、つまり。

　俺の仕事は、マスターが留守の間、店番を任せる娘さんのお目付役ってこと？

　マスターは店の奥にある階段を覗のぞき込んだ。

「おーい、一かず葉は！　もう吉よし田ださんとバイトの子が来てるぞ！　早く下りてこい！」

「ああもう！　わかってるってば！」

　女の子の声が聞こえる。

　やがて階段から姿を見せたのは。

　仏ぶつ頂ちよう面づらにまだら模様のメガネをかけた、黒髪セミロングの女の子だった。

「……はじめまして。国くに枝えだ一葉です」

「おーっす！　いっち！」

　真波が元気よく片手を挙げた。







　野球のユニフォームに着替えたマスターが、「じゃあ、あとはよろしくね」と言い残して、店を出ていった。本当に中学三年の娘と新入りのバイトに店を任せて、行ってしまった。

　てか俺バイト初日なのに、こんなことってある？　細かい仕事とか、まだなにも教えてもらってないんだぞ？　あのマスターはイメージと違って、案外適当な人なのかもしれない。

「えっと、国枝さん……で、いいのかな」

「え？　ま、まあ父も国枝でややこしいから、一葉でいいです」

「いっちでいいんじゃね？」

　まだテーブル席にいる真波はそう言うけど、初対面であだ名ってのは抵抗がありすぎる。

　国枝さん──一葉さんは、店のエプロンを身につけてカウンターに入っている。

　俺も一応エプロンをしてるけど、所在なくフロアに立ってるだけ。

「あの、俺はなにをしたら……？」

「あ、そうですね……えっと、別になにもしなくて大丈夫ですよ」

　いいのか、そんなんで。

「聞いたとおり、父は私のほかに店員を一人置いときたかっただけなんで。そもそもお客さんだって、ほとんど来ませんし」

　まあ、ここにいるだけで時給がもらえるなら、こんなにラクなバイトはないだろうけど。

「いっちの家って、このお店だけで暮らしてるん？」

　と、真波。客がほとんど来ないのにやっていけるのか聞きたいんだろう。

　一葉さんにもそれは伝わったらしい。

「ほかに不動産収入と、母の仕事がありますから。ここはもともと祖父の店で、今は父が道楽で続けてるようなものなんです。バイトを雇うくらいなら、別に開けなくていいのに……」

　最後のほうはぼそりと。しかもなんか一瞬だけ、睨にらまれたような……？

「いっちもコーヒー淹いれたりするわけっしょ？」

「……まあ、店番をするくらいですから」

「それ飲んでみたい！　ホットコーヒーひとつプリーズ！」

　真波が空になったコーヒーカップを見せる。一葉さんはため息をついて、コーヒー豆の準備を始めた。

「あ、それ、俺も覚えたほうがいい？」

　一応そう聞いたんだけど。

「あ、えと、大丈夫です。お気になさらず」

　遠慮がちに断られた。

「そ、そっか」

「はい」

「………………」

「………………」

　なんだろう。マスターは話しやすい人だったけど、娘の一葉さんは正直言って、どこか話しにくい。なんか会話が続かないっていうか……。

　考えている間に、コーヒーの準備が着々と進む。

　ここのコーヒーは喫茶店でよくあるサイフォン式とかいうやつらしい。一葉さんはフラスコの真ん中より少し横気味に、アルコールランプの火を当てた。フラスコ内で沸騰したお湯が、上のロートに上がってくる。それを時折かき回しながら、コーヒーがフラスコに落ちてくるのを待つ。あとは温めていたカップに注いで、できあがり。

「どうぞ」

「ばりいい香りじゃん！　いっちやるぅ！」

　テーブル席の真波が、一葉さん特製のコーヒーを口にした。

「うむ、苦い。だがそれがいい」

「うちの店はフルシティローストですから」

　その単語の意味はよくわからんけど、コーヒーは奥が深そうだ。やっぱり俺みたいな素しろ人うとが一朝一夕でできるものじゃないっぽい。

　じゃあ俺にできることっていったら……洗い物くらい？　こんなバイトでいいのか。

「一人でお店できるなんてすごいね、いっち」

「飲み物を提供するだけですよ。軽食メニューは、父が作り置きしてるカレーを盛るくらいしかできませんし」

「え、カレーあんの!?　お昼まだだから、それも食べたい！」

「……はいはい」

　一葉さんはちょっと話しにくい印象なのに、コミュ強の真波には関係ないっぽい。







　真波と一緒に、俺もカレーをいただいた。

　喫茶店のカレーは、専門店とはまた違う旨うまさがあって、大変満足だった。もちろんその食器は、俺が率先して洗った。このままなにもしないっていうのも、アレだからな。

　でもそのあとは、やっぱりなにもすることがなく。お客さんが来るわけでもなく。

　三人でだらだらと話し込んでいた。

「でさー、ハルちゃんの部屋って超暑いの。めっちゃ汗かいちゃってさ。私がアンパンマンだったら即死レベルだよ、あれ」

　話し込んでるって言っても、ペラペラ喋しやべってるのは真波だけ。一葉さんも俺も、真波と同じテーブルで、スマホをいじりながら時折返事をするくらい。

「もうまじで、新しい顔作れって感じ。あ、そういやアンパンマンって顔を取り替えるとき、新しい顔がぐるぐる回るじゃん？　あれ子供のころ、いつも爆笑してたなー。きゃははっ」

「お前の笑いのツボがわからん」

「同感です。なにが面白いのかさっぱりですよ」

「そっかなー？　てか、しょくぱんまんって何枚切りなんだろうね。五枚切りくらい？　でもあいつ、結局は二枚目だからなー。ぷくくーっ！」

　……と、ここまではよかった。真波のどうでもいい話はともかく、ここまでは全然よかったんだ。

　問題が浮き彫りになったのは、真波のこんな発言から。

「私、おしっこ。トイレ、あっちでいいの？」

「いちいち言わなくていいんだよ」

「まったくです。早く行ってきてください」

　にゃはは、と笑った真波が席を立って、トイレに向かう。

　こうして俺と一葉さんは、初めて二人きりになった。

「………………」

「………………」

　そこで「はっ」とした。俺の正面でスマホをいじっていた一葉さんも、同じような顔で俺を見ている。

　どうやら向こうも気づいたらしい。




　なんかこの状況が、やたら気まずいってことにな……！




　たぶん一葉さんは、自分から話題を提供するのが苦手な人。つまり「受け身タイプ」だ。それは俺も同じこと。相手から話を振られることで、初めて会話が成立する。

　でもどっちも受け身タイプの場合、当然こんなふうになるわけで。

　そっか。一葉さんに対して、「なんか話しにくいなー」って思ってたのは、俺と同じ受け身タイプで、話し下手だったからなんだね。それはそうと。

　……この状況、どうすんの？

　真波がいたときは問題なかった。ひとりでペラペラ喋しやべり続ける真波の話に便乗するだけで、俺と一葉さんの会話は一応成立してたんだから。

　でもそんな名ＭＣを欠いた今、俺たちの間に会話は一切ない。

　静かすぎる空間のなか、ただ気まずい雰囲気が渦巻いているだけ。

　え、じゃあ真波がいないときは、ずっとこんな感じになるってこと？

　柱時計のコチコチって音しか聞こえないよ……？

　いやいや！　そんなの苦痛すぎるって！　こんなバイト、絶対続かないって！

　一葉さんも気にしてるみたいで、あたりをきょろきょろ見回している。なんとか必死に話題を探そうとしてるのがモロバレだ。

　話題がないなら、無理して話さなきゃいいじゃん。とか言える奴やつは、自分のコミュ力の高さを誇っていい。どっちも無言かつ、相手に気まずさを与えないって芸当は、俺みたいなコミュ障にとって、めちゃくちゃ難易度が高いことなんだぞ。

　これが学校の連中だったら別に構わない。でも一葉さんはこれからお世話になるバイト先の人なんだし、ある程度の人間関係を築いとかないとまずいだろ。

　とりあえずなんでもいいから、なにか話さないと。ええと、話題話題……。




「「あの……っ！」」




　うっわ、最悪。ここで声がかぶるとか。こんなのおたがいに「なんか気まずいね」って確認し合ってるようなもんじゃん。こうなるとあとはもう、余計に気まずくなるだけ。

「あ、ごめん。一葉さん、先にどうぞ……」

「えっ!?　そ、そうですね。えっと……」

　あー、もうだめだ。一葉さんも無理して話そうとしてるのがバレバレだし、すげー居心地が悪いわ。だからバイトなんてしたくなかったんだよ。ほんと、どうすんのこれ。

「あの、さ、佐倉先輩は……その、好きな食べ物って、なんですか」

　それ絶対に興味ない話だろ。でも答えないわけにもいかないじゃん。

「そうだな……ラーメン、とか？」

「へ、へえ。私も味み噌そラーメンなら、たまに食べますよ」

「そうなんだ」

「はい」

「………………」

「………………」

　やばいってこれ！　マジでやばいって！

　なにやってんだ真波、さっさと帰ってこいよ！　俺たちみたいな受け身タイプだけじゃ場がもたないんだって……！　やっぱお前っていう名司会者が必要なんだよ……っ！

　アンティークの柱時計を見る。真波がトイレに立ってから、まだ一分も経たっていない。

　うそだろ……！　これめちゃくちゃ長く感じるんですけど……!?

「その……佐倉先輩はさっき、なにを言いかけたんですか」

　一葉さんがおずおずと切り出した。ものすごく遠慮がちな声で。

「あ、ああ。えっと、一葉さんって、ゲームとかする人かなって」

「え？　は、はい。しますよ」

　光明が見えた。

　ゲームなら俺の得意分野だし、無理やり話題を広げてやる……！

「へえ、俺もよくやるほうなんだ。一葉さんはどんなゲームが好きなの？」

「え、えっと……テトリスとか」

「あー、テトリスね。俺もたまにやるよ」

「そうですか」

「うん」

「………………」

「………………」

　ぐうう、まったく広がらん……！
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　そこで重い沈黙を破るように、やっと救世主が戻ってきた。

「やー、ずっとノイトラの斬ざん魄ぱく刀とうの名前を思い出そうとしてたんだけど、出てこんわ。いっちかハルちゃん、覚えてない？」

　真波……っ！

　この際どんな話だろうと、お前がいてくれたら本当に助かる……っ！

「じゃあ私もお手洗いに」

　そのタイミングで一葉さんが、そそくさと席を立った。




　　　　　　　　　　　　◇




　国枝一葉はトイレに駆け込むなり、頭を抱えた。

　くあああああああああ！　めんどくせええええええ！

　胸中で絶叫しながら、天井付近にあるトイレットペーパーが入った棚を、何度も開け閉めする。くそがくそが！　なんで私が、こんなに気を遣わなきゃならないんですかっ！

　──じつはパパな。夏休みの間だけでいいから、もう一回リトルリーグのコーチをやってくれって頼まれたんだよ。だから午後は一葉に店を任せたいんだけど、いいかな？──

　先日、父にそう言われたときは、二つ返事で了承した。

　別に喫茶店のマスター気分を味わってみたかったわけではない。父は昔もリトルリーグのコーチをやっており、機会があればもう一度やってみたいという思いがあることを知っていたからだ。

　ただ一葉だけに店を任せるのは不安だったらしく、父は以前から店の前にバイト募集の張り紙を出していた。

　この時点で一葉は言っていた。バイトを雇うくらいなら、店は開けなくていいと。

　自分一人で店番をするのは別に構わないが、他人と一緒というのは耐えられない。

　一葉は人と関わることが面倒だと思っている、省エネ女子だからだ。

　結局夏休みに入っても、バイトの連絡は一切なく。父は午後から店を閉めて、リトルリーグのコーチに向かう日々を送っていたのだが。

　──一葉のクラスメイトの吉田さんって子から、バイトの連絡があったよ。おかげで今日からは午後の営業も再開できそうなんだけど、一葉は大丈夫かい？──

　そう聞かされたのが、ついさっきのこと。

　父はどうしても店を開けたい様子だったし、自分でも不思議なことに「まあ吉田さんなら、別にいいか」と思ったのだ。だから了承したのだが。

　バイトに入ることになったのは真波ではなく、その従兄いとこの『ハルちゃん』だった。

　真波に似て騒がしい人かと思いきや、まったく逆で、自分と同じ口下手な男子だった。

　人付き合いは極力避けたい一葉だが、バイトで入ってもらっている以上、無視するわけにもいかない。だから似合わないと思いつつも、一生懸命、話をしようとしているのだが。

　まるで会話が続かない。

　そればかりか相手に変な気を遣わせて、非常に気まずい空気になっている。これなら真波のように騒がしい人物のほうが、まだマシだったというもの。

「くそがくそが！　なんであんな口下手な人が、接客業に応募してくるんですか……っ！」

　完全に自分のことを棚上げしているセリフだった。

　さっき春太からゲームの話を振られたときは、チャンスだったはずなのだ。一葉もゲームは好きなので、だいたいの話についていく自信はあった。

　ただし「好きなゲームはなにか」と聞かれたら、話せない。




　ＢＬの同人ゲームが好きだということは、さすがに話せない。

　イケメン男子ばかりが出てくるゲームが好きということも、どこか話しにくい。




「でも返し方なんて、いくらでもあったでしょうが……！　男子はどうせＦＰＳとか好きなんだから、そのあたりのタイトルを適当に挙げるとか……」

　とにかくテトリスという返しはよくなかった。それならソリティアのほうが──って、ああくそくそくそ！　どっちでもいいわ！　人付き合いって、ほんっと面倒です！

　トイレから戻ったあとも、一葉はがんばって春太に話しかけてみた。

「佐倉先輩って、小説とか読んだりします？」

「読むよ。ラノベだけど」

「あ、ラノベって面白いらしいですね。なにかオススメあります？」

「そうだなあ。どれも面白いよ」

「そうですか」

「うん」

「………………」

「………………」

　いや、そこは具体名を出すところでしょ!?　そしたら内容も聞けて広がるのに！　この人、会話が下手すぎ！　そりゃ私も人のことは言えませんけど！

「ちなみに私もラノベ読むよ」

　まだ店にいる真波が口を挟んできた。

「最近ハマってるのは、『韻が織り成す召喚魔法』ってやつなんだけど、知らない？　ラップが召喚魔法になって戦うっていう、超バカバカしいやつなの！　で、その登場人物もまた……」

　真波の存在がこれほどありがたいと思ったのは初めてだった。







　それから一時間が経過。

　ひたすら喋しやべり続ける真波と、面倒臭そうに応じる春太との会話をＢＧＭに、一葉はスマホで小説を読んでいた。

　三人いれば一人が無言でも、変な空気にはならない。春太との今後の関係について考えることには疲れていたので、もはや逃避行動と言えた。

「いっち、なにやってるん？」

　カウンター席の一葉に、真波が声をかけてきた。振り返らずに答える。

「小説を読んでるんです」

　真波は「どれどれ？」と言って、一葉の肩越しに手元を覗のぞき込む。

「わっ、耽たん美びなやつ読んでんね。それ『ヴェニスに死す』っしょ？」

　少し見ただけなのに、タイトルを言い当てられた。やはり真波はただ騒がしいだけのギャルではないと改めて思う。

「たんび？」

　離れたところにいた春太も近づいてきた。答えたのはもちろん真波。

「うん。美少年に恋する男性作家の話。映画にもなってるよ」

「へえ、一葉さんってＢＬとかも読むんだ。俺もああいう世界観は割と……」

　春太がここぞとばかりに、話を広げようとした。

　それは一葉もわかっていたのだが。

「ばっ!?」

　大声で遮った。

「ばっ、ばっ!?　ばっかじゃないですか!?　これは同性愛とかじゃなくて、男性作家の倒錯した愛情を描いた文学なんです！　それをＢＬなんかと一ひと括くくりにするとか……っ！」

「そ、そうか……ごめん」

　話を打ち切られた春太は、しぼんでしまった。

「あ、ち、ちが……別に私だって、ＢＬが嫌いなわけじゃなくて……むしろ、その」

「いや、俺はよく知らないのに無神経だった。ほんとにごめん」

「い、いえ。私のほうこそ大声出して、すいませんでした……」

　ああもう！　なんなんですか、この空気！　もっと気まずくなったじゃないですか！

　真波が自分のスマホを見て、「あー」と漏らした。

「んじゃ私、そろそろ帰るわ」

　ここで帰るとか言います!?

「まだいてくれ！」「もう少しいてください！」

　また春太と声がかぶった。

　なにもかも最悪だった。これではどちらも「二人にされたらキツい」と大々的に公言しているようなもの。このあと春太と二人きりになれば、一体どうなってしまうのか。

「……もう死にたい」

　人付き合いというのは本当に面倒で億おつ劫くうで、頭が痛くなってきた一葉だった。




　　　　　　　　　　　　◇




「じゃーね、いっち！」

「えと、それじゃお疲れ様でした……」

　野球のコーチから帰ってきたマスターと、ぎこちない顔の一葉さんにそう言って、俺と真波は純喫茶『青空』をあとにした。

　結局真波は俺のバイト（なのか？）が終わる夕方まで、店にいてくれた。そうじゃないと、もう絶対無理な空気になっていた。真波に「まだいてくれ」って言ったセリフがかぶったときは、目の前が真っ暗になったほどだもん。

　今日は真波がいてくれたからよかったけど、明日からどうすんだマジで。

「はあ……」

　思わずため息が漏れた。

「どしたんハルちゃん？　なんか嬉うれしそうじゃん」

「本気でそう思ってるなら、お前はクルクルパーだ」

「むか〜っ！」

　歩きながら俺をぽかぽか殴ってくる真波は、そりゃうっとおしいけど、一緒にいてラクなんだよな。

　一葉さんは真波みたいにうざ絡がらみをしてくるわけでもなければ、六ろく条じようさんのように塩対応ってわけでもない。その点では普通なんだけど、ただ会話が続かなくて、やたら気まずい。

　これまで『付かず離れず』をモットーにしてきた俺は、話しかけられたら返すって手法で生きてきた。だから一葉さんみたいな受け身タイプとは、絡からむ機会もなかったんだよ。

　ああいう手合いには、本当にどう接していいかわからん……。

「俺、一葉さんとうまくやっていけるのかな」

「ほえ？　いっちは人当たりのいい子だよ？」

　どこがだ。

「……紹介してもらった真波には悪いけど、やっぱあのバイト、辞めようかな。一葉さんとはずっとギクシャクしてそうだし」

「えー。ハルちゃんといっちって、絶対気が合うと思うんだけどなあ。共通点も多そうだし」

　共通点なんて、どっちも口下手ってくらいしかないだろ。

　とりあえず明日も行ってみて、やっぱり気まずい感じだったら、いろいろ考えよう……。







「じゃあ今日も張り切ってコーチ行ってくるから！　一葉に佐倉くん、あとは頼むね！」

　マスターがそう言って、店を出ていった。その表情を見れば、心底野球のコーチを楽しんでいるってことくらい、俺でもわかる。

「えと……じゃあ今日は、なにかすることあるかな？」

　俺は一応、一葉さんにそう聞いてみたけど。

「とくになにもありません」

　だよな。いや、わかってたけど。俺もなんか話したほうがいいかなって思ったから、聞いただけだし。

　バイト初日の昨日と違って、今日は真波もいない。あいつは今、父さんのマンガのアシスタントをやっている。たとえそれがなくても、毎日ここに通うはずがないわな。

　そんなわけで俺は、今日からこの静かな店で、静かな一葉さんと二人きりってわけよ。

「はあ……」

　一葉さんが小さくため息を漏らした。俺だって同じ気分なんだから、せめて聞こえないようにしてほしい。

　バイトが終わるまで、あと五時間か……長い戦いになりそうだ。

　やたら重苦しい沈黙を破るように、電話の着信音が鳴り響いた。カウンター席で頰ほお杖づえをついていた一葉さんのスマホからだ。

　一葉さんはため息混じりで、電話に出る。

「……なにパパ？　え、カレー鍋？　うん、わかった。洗っとくから」

　どうやらカレー鍋が空っぽだから、洗っといてほしいって業務連絡らしい。

　電話を切った一葉さんに言った。

「鍋なら俺が洗うよ」

「え、ああ、どうも」

　やっぱりそれで会話は終了────ってわけじゃなく。

　俺は今回、もう一ターンだけ仕掛けることができた。

「さっきの着信音、テイルズの曲だよね。最近真波が家でずっとやってるんだよ」

「そうなんですか」

「うん」

「………………」

「………………」

　はい終わり。さ、洗い物しよ。ああ、気まずい気まずい。

　カウンターの中に入って、空っぽのカレー鍋をシンクに置く。蛇口の水を出したとき。

「……どうせなら、『シンフォニア』の曲って言ってほしかったけど、まあ知らないですよね」

　一葉さんの独り言は、ぼそりと小声だったけど、しっかり俺の耳にも入っていた。

　勝手に知らないと断じられるのは嫌だったんで、

「え、『君と響きあうＲＰＧ』がどうかした？」

　そう聞き返したら、一葉さんがこっちを見た。

　……睨にらまれてるな。これはあれか、「私と二人はキツいと思ってるくせに、いちいち反応しないでください」とでも言いたいのか。

　でもそれは邪推だったらしい。

「……知ってるんですか？」

　まさかの会話が続いた。

「え、うん。俺もテイルズは好きだから。シリーズは一通りやってるし」

　実際テイルズに関してなら、俺は真波よりも詳しい。舐なめてもらっては困る。

「じゃあお尋ねしますけど、『ウッドロウ不要論』を唱える人ですか？」

「それは素しろ人うとだよ。リメイク版でもめちゃくちゃかっこいいし」

「そのリメイク版って、『ディレクターズカット』のほうですか？」

　んん……？







「やっぱり『殺さつ劇げき舞ぶ荒こう剣けん』の『拳バージョン』って言ったら、『ジュード』ですよね!?」

「でも『アニス』も捨てがたくないか？　俺はあの作品で『生まれた意味を知った』よ」

「ちなみに佐倉先輩って、『鳥はなぜ空を飛ぶのか』知ってるんですか？」

「その質問自体が『ちょろあま』だよ。『消えない傷を刻んで果てろ』って感じだね」

「あははっ。すいません、今度『マーボーカレー』を作るから許してください」

「だめだ。一葉さんは『パンさざめ』の刑だな」

「いやいや、そこ出すとかマニアックすぎませ〜ん？」

　いつの間にか、テイルズ談議で盛り上がっていた。

　俺たちはテーブル席に移動して、一葉さんが淹いれてくれたコーヒーを飲みながら、ずっと盛り上がっていた。

　真波が言ってたとおり、俺たちには意外なところに共通点があった。

　なんだろう。もう全然気まずくない。やっぱ共通の話題って大事なんだな。気難しいように見えた一葉さんだけど、好きなゲームの話をしてるときは本当に楽しそうだ。

　そうだな……いい具合に和んできたことだし。

　後々のことも考えて、ここで正直に言っておくか。

「私って、いつも男子だけのパーティを組むんですけどね。それができないナンバリングってあるじゃないですか。そういうときは」

「あのさ、一葉さん」

「はい。なんですか」

　深呼吸をして。姿勢を正してから。意を決して口を開く。

「じつは俺ってさ。単純に口下手っていうのもあるけど、そもそもが人付き合いを避けるタイプなんだよ。あ、も、もちろん一葉さんとは仲良くしたいと思ってるよ？　ただ……えっと、だから無理して話しかけてもらわなくても、大丈夫っていうか……」

　つまり俺はそういう奴やつだから、これからも積極的に話せないと思います。それでも気にしないでくれたら嬉うれしいです。今後も何なに卒とぞ、温かい目で見守ってやってください。

　そんな話を伝えた。嫌な気分にさせないように、慎重に言葉を選びながら。

　それでもこんな話は当然、気持ちのいいもんじゃない。わかってるんだけど、やっぱり今後のことを考えると、ちゃんと言っておいたほうがいいと思ったんだよ。

「────よ」

　うつむいていた一葉さんが、ぼそりとなにか言った。

「ご、ごめん。突然なにを言い出すんだって思ったよね……でも俺って本当にコミュ障しようっていうか、他人とはうまく話せなくて……」

　一葉さんが顔を上げた。その表情は、

「そういうことなら、早く言ってくださいよ！」

　満開の笑顔だった。

「じ、じつは私もなんです！　人と関わるのが面倒っていうか、できるだけ干渉されたくないっていうか……そ、その、失礼なことを言ってるとは思いますけど、だからその、私のこともできるだけ放っておいてくれたら嬉うれしいっていいますか……」

　んん？

　それってつまり……人との距離感まで俺と同じ!?

　こんなところにも共通点が!?







　それから数日後。

　真波が久しぶりに純喫茶『青空』にやってきた。

「やっほー、いっち、ハルちゃん。遊びに来たよー」

「ああ、吉田さん。いらっしゃい」

「なんだ、また来たのか」

　俺が注文を聞いて、一葉さんがコーヒーを淹いれる。

　それを配膳したあと、俺は一葉さんから少し離れた位置に座って、ソシャゲをやり始めた。

　もちろんほかにお客さんがいるときはやらないぞ。

　一方、一葉さんはスマホで小説を読んでいる。俺たちの間に会話は一切なく、やっぱり真波がひたすら一人で喋しやべり続けるだけ。

　そんな真波が帰かえり際ぎわ、俺に耳打ちしてきた。

「……ねえ。ハルちゃんといっちって、なんかまだギクシャクしてね？」

「別に？　なあ一葉さん、俺たちってギクシャクしてるかな？」

　振り返った一葉さんは、ほとんど無表情のままこう告げる。

「いいえ？　仲良くやってますよ」

「や、だって……まあ……それなら、いいんだけど……」

　真波は怪け訝げんな顔のまま、店を出ていった。

　そして俺は今日も、一葉さんとほとんど話さないままバイトが終わる。

　人付き合いを避ける者同士、必要最低限の会話しかないけど、これでいい。むしろこれがいい。おたがい適度な距離感を保ちたいだけってわかったから、俺たちは今、めっちゃ居心地がいいんだ。

「じゃあお疲れ様」

「はい」

　最低限の会話を交わして、店を出る。

　この距離感って最高だな。一葉さんって、俺と一番相性いいじゃん。




　こうして俺には、ほとんど喋しやべらない女子の親友ができた。







[image: 第五話　気づいてしまった六条さん]

　ずっと休憩中みたいなバイトをしてるとき、またスマホにメッセージが届いた。




　六ろく条じよう更さら紗さ【知弁和歌山ＶＳ東北大東北】

　六条更紗【四回表。知弁和歌山の攻撃】




「だからなんて返せばいいんだよ……」

　六条さんから頻繁にメッセージがくるのは別にいいとして、向こうがなにを求めてるのかはさっぱりわからん。だから俺はまた適当なスタンプだけで返した。

「はあ……」

　ため息を漏らすと、カウンター席でスマホをさわっていた一かず葉はさんが珍しく反応した。

「どうしたんです？」

　ちなみに一葉さんが俺のため息や独り言に反応してくる頻度は、十回中一回くらい。俺としても、まさにちょうどいい割合だ。

「クラスの女子からメッセージがくるんだけど、返し方がわからないんだよ」

「なんだ、色恋沙汰ですか。興味ない話でした」

　人付き合いが苦手──というより面倒に思っている一葉さんにとって、その手の話題が一番どうでもいいものだってことは、前に聞いている。

　だからここで会話は終わったんだけど、誤解だけは解いておく。

「色恋沙汰とかじゃないって。最近やたらと連絡がくるだけだよ」

「……だからそれは、相手の女子が佐さ倉くら先輩のことを好きってことでしょ」

「それは絶対にない」

「言い切りましたね」

「うん。賭けてもいいくらい」

　確かにあの塩対応の六条さんが頻繁にメッセージを送ってくる点は、らしくないけどさ。

　あんなに眩まぶしい完璧超人が、俺なんかを好きになるわけがない。そもそも俺にそんな要素は皆無だし。

「最近って言うくらいなら、前は違ったってことですよね」

　話は終わったと思ったのに、一葉さんはまだ広げるつもりらしい。賭けてもいいって言葉に反応したんだろうか。こういうところは案外、真ま波なみと似てる？

「そういやそうだな……いつからこんな頻繁に連絡をくれるようになったんだっけ……」

　ああ、そうだ。確かみんなで行ったカラオケの帰りからだ。

　あのとき六条さんは、なぜか急に「たまに連絡してあげるから」って言ってきた。そこからこんなふうに連絡をくれるようになった気がする。

　また六条さんからメッセージがきた。




　六条更紗【今日の降水確率はゼロパーセント】

　六条更紗【かんかん照りが続くけど、高校球児たちみんながんばれ】




　……マジで返し方の正解を教えてくれ。

　あ、待てよ。天気の話なら、またあれが使えるか。

　ぽちぽちと返信の文面を作って送信。




　佐倉春はる太た【どおりで月が綺き麗れいだと思った。いい夜だね】




　あのカラオケの帰り道で、意外と六条さんにウケたネタ。

　まだ昼過ぎなのに月が綺き麗れいって言ってみる小ボケなんだけど。

　……。

　…………。

　既読はついてるのに、返信がない。

　まあそりゃそうか。前回たまたまウケたからって、また通じるようなネタでもないわな。

　だいたいこれ、別に面白いボケでもないし。あのときウケたのが異常っていうか、六条さんって変なツボあるよな。

　スマホをポケットに戻そうとしたところで、やっと返信がきた。




　六条更紗【ばかね】




　その短い返信文のあとはなぜか。

「うわ、めっちゃスタンプきた!?　うわわっ!?」

　十個くらい一気にきた。なぜか照れているキャラのスタンプが、嵐のように送られてきた。

「……もう、うるさいですね」

　カウンターの一葉さんが、ため息混じりに振り向く。

「だってびびるくらいスタンプがきたから……しかもなんか照れてるキャラのスタンプで」

　てか送るスタンプ間違えてないか？　なんで六条さんが照れるんだよ。

「どうせ佐倉先輩が口説き文句でも送ったからでしょ。ばかばかしい」

「違うって。俺は月が綺き麗れいだって送っただけだよ。照れる必要あるかこれ？」

「は？　なんですって？」

「だからその……まだ月なんて出てないのに、あえてそう言ってみる小ボケ。前に言ったときは妙にウケたから」

「待ってください。それ、前にも言ったんですか？　女子に？　とくに考えもなく？」

「うん」

　すると一葉さんは、大きなため息をついた。

「……いろいろ繫つながりました。佐倉先輩って無学なんですね」

「なにが」

　そりゃ勉強はできないけど。しかも一葉さんは真波に次いで学年二位の成績らしいけど。

「夏なつ目め漱そう石せきってご存知です？」

「そりゃまあ」

　そういやあのカラオケの帰りでも、六条さんは夏なつ目め漱そう石せきがどうのとか言ってたっけ。それがなにを意味するのかは、未いまだに謎のままだけど。

　その答えは一葉さんの口から、あっさりともたらされた。

「月が綺き麗れいですねって言葉は、夏なつ目め漱そう石せきが英語の『Ｉ ｌｏｖｅ ｙｏｕ』を訳した日本語だって言われてるんですよ。あくまで俗説なんで、本当に言ったかどうかは知りませんけど」

「え」

　固まった俺に、一葉さんはトドメの一言を放つ。




「だからその人も、佐倉先輩に告白されたって勘違いしたんじゃないですか？」




「は？」

　はあああああああああああああああああああ!?

「まあ今時そんな言葉を告白と受け取るなんて、愚直というか、単純だと思いますけどね。でも先輩に好意をもっていたら、都合のいいように解釈したくなるのが乙女心ってやつなのかもしれません。私にはさっぱりですけど」

　一葉さんはそれっきり興味をなくして、スマホの小説を読み始めた。今度こそ会話は終わりって感じで。

　いや、そんなことよりも。

　六条さんはマジで俺のあの言葉を、告白って受け取ったのか？　ただの小ボケだぞ？

　一葉さんは好意をもっている相手なら、都合のいいように解釈するかもって言った。六条さんに限ってそれはありえないけど、もし告白って思われてたら、めちゃくちゃ恥ずかしい。

　そういえば六条さんは、あのときこう言ってたぞ。

　──こんな明るいうちに月が綺き麗れいとか、もう面白すぎるし！

　もしかしてあれは、『佐倉くんごときが私に告白するとか、もう面白すぎるわ』っていう嘲笑だったとか!?

　やっべ！　はっず！　いや恥ずかしいなんてレベルじゃないぞ！　どうすんの俺!?

　うう……一応、六条さんには、誤解があったかもって伝えとくか。

　俺はもう一度スマホを取り出して、六条さん宛ての文面を作り始めた。




　　　　　　　　　　　　◇




　六条更紗は今夜もまた、クラスメイトの中なか塚つか美み佳か子ことスマホで通話していた。

「やばいって美佳子！　ほんとやばいの！」

『なにが？』

　いつもなら問題を解きながらでも相手と会話することは容易なのだが、今日はそれができそうにない。だから問題集は開かず、美佳子との話だけに集中していた。

「……あ、あのね、その」

　更紗はごくりと唾を飲み込んでから言った。




「さ、佐倉くんから『明日会えない？』って連絡きた……」




『ええっ!?　それってデートの誘いってこと!?』

「い、いやわかんないんだけど……でも『明日はバイトがないから昼からどう？』って……」

　なんのバイトをしているのかは聞いていない。更紗はその連絡で初めて、春太がバイトをやっているのだと知ったくらいだ。

『なるほど……』

　美佳子は少し間を開けて。

『やっとバイトが休みになったから、会いたくなったってわけだね……』

「そ、そういうことなの!?」

『だって佐倉くんは、更紗に告白したんでしょ？』

「い、いや、それはわかんないけど……あ、で、でも今日の昼間もまた『どおりで月が綺き麗れいだと思った』とか意味深なメッセージがきたけど……」

　更紗が昼間、家で高校野球を観ながら、春太とメッセージのやりとりをしていたときだ。

　まさかまたそんなことを言われるなんて想像もしておらず、慌てて照れたスタンプを連打してしまった。

　春太から誘いを受けたのは、まさにその直後。だからどうしても関連づけて考えてしまう。

　や、やっぱりこれって、デートの誘いなのかな……？

『じゃあ更紗は、佐倉くんから二回も告白されたってわけだ』

　美佳子の言葉に心臓がどきんと脈打った。

「うう……そ、そうなるのかな……」

『それでも更紗は相変わらず、その返事を保留にしてる』

「だ、だって私はまだ、自分の気持ちが、よくわかんないから……」

『でもさ。佐倉くんはいい加減返事がほしくて、痺しびれを切らしちゃったんだと思うよ』

「そんなこと言われても……」

『ふふ。もうさっさと決めたら？　佐倉くんと付き合うかどうか』

「だ、だって。私はまだ、そんな……」

　確かに自分は佐倉春太に執着している。

　でもそれが恋心なのかどうかは、まだ更紗自身もわかっていない。

　決して嫌いではないのだ。むしろ何事にも努力する姿勢には好感をもっているし、昔好きだったのは事実で────。

「あーっ！　わかんないわかんない！　どうしたらいいか、わかんないって！」

『でも明日はひとまず、佐倉くんとのデートに行くんでしょ？』

「行くけども！」

『じゃあそこで、改めて考えたらいいよ。佐倉くんとデートしてみて、ポイントが高かったら付き合ってみたらいいんじゃない？』

「ポイントって……うう、まだなんとも言えないけど」

　とりあえず明日、春太と会ってみる。答えを出すのは、それからでいい。

　佐倉くんがどんなデートプランを考えているのかも、ちょっと気になるし……もう、明日は買い物にでも行こうって思ってたのに、まったく……。

　胸中で文句を垂れながらも、更紗は。

　明日を心待ちにしている自分に、少し戸惑っていた。




　　　　　　　　　　　　◇




　俺は駅前の交差点で、六条さんが来るのを待っていた。

　誤解を解くだけなんだし、最初はスマホで伝えようとしたんだけど、いい文面が思いつかなかったんだよな。六条さんが俺のあの言葉を告白って捉えたかどうかも、まだ推測でしかないわけだし。だから文章で「なんか勘違いしてない？」とはさすがに聞けなかった。

　そんなわけで俺は、六条さんと直接会って、話をすることにしたんだ。

　まあ会ったところで切り出しにくい話なのは同じだけど、文章よりはマシだろ。

　今日はバイトが休みだから、家を出るときに真波から「ねーねー、どこ行くん？」ってしつこく絡からまれたけど、絶対ついてくんなと釘くぎを刺しておいた。だからその点は問題ない。

　スマホで時間を確認すると、待ち合わせの十三時を一分だけ過ぎていた。

　まだかな六条さん……。

　と思ったとき、ちょうどやってきた。

「お、お待たせ……はあ……はあ……」

　澄ました顔をしてるけど、なんか息が上がってる。別にいいのに、走ってきたのかな。

　あと……なんだろう。相変わらずそっけない感じだけど、今日はメイクもばっちりで、髪も少し巻いていて、やたら大人っぽい。白のワンピースドレスにヒールサンダルも、すごく落ち着いた雰囲気がある。

「ごめんなさい。美容室に行ってたから、ちょっと遅れたの」

「全然いいよ。急に呼び出したのは俺だし」

「言っとくけど、佐倉くんのためにセットしてきたわけじゃないから。美容室の予約はもともと入れてたやつだから。そこは勘違いしないで」

「あ、ああ」

「だから別に気合いを入れてきたわけじゃないから。本当だから」

　わかったってば。

「えっとそれで、今日来てもらったのは……えーと……」

　さっそく言葉が詰まった。

　どうしよう。いざ本人を前にすると、やっぱり言いにくいぞ。「あのときの俺の言葉、告白って思ってない？　全然違うから」なんて、どうやったら切り出せるんだ。

「と、とりあえず、お腹なか空いてない？」

　軽くなんか食べながら、切り出すタイミングを窺うかがうか。

「当たり前でしょ。わざわざお昼を抜いてきたんだから」

「そうなんだ。俺はさっきカツ丼を食べたから、あんま空いてないんだけど……そうだな」

「マイナス５ポイント」

「え？」

　六条さんはふんと鼻を鳴らして、歩き出した。

「とりあえず、どこに連れてってくれるの？」

「ああ、えっと……そこのハンバーガー屋でいい？」







　バイト代は週払いにしてもらってるんで、今は金欠ってことはない。

　ただ昼前に食ったカツ丼の大盛りが結構きいてたんで、あまり油っぽいものは胃が受けつけなかったんだよな。

　だから自分でハンバーガー屋を提案しといて、アレだと思うけど──。

「……私、セットを頼んだけど？」

「知ってるよ」

「そうじゃなくて、私だけセットを食べろって言うわけ？　水しか注文してない人の前で？」

　店舗二階のテーブル席で、俺と六条さんは向かい合って座っていた。

　六条さんの目の前には照り焼きバーガーとポテト、コーラのセットが置かれている。

　一方、俺の前には水だけ。

「俺のことなら気にしなくていいよ。六条さんはお昼まだなんでしょ？　遠慮なく、がぶっとやってよ」

　そう言いつつ、紙コップに注がれた水を一口飲んだ。

「マイナス10ポイント。予想以上にないわ、佐倉くん」

「え、なにが？」

「もういい」

　六条さんは照り焼きバーガーをがぶっといった。うん、気持ちいい食べっぷりだ。

　じゃあそろそろ、覚悟を決めて切り出すか……。

「でさ。ちょっと確認しておきたいことがあるんだけど」

「なによ」

　うぐ、やけに目つきが悪い。余計に切り出しにくくなるなあ。

「あ、あのさ。えっと……その……」

「だからなによ。言いたいことがあるなら、はっきり言えば？」

「うん……じゃあ聞くけどさ。その、俺って、この間のカラオケの帰りに、変なこと言ったでしょ？　月が綺き麗れいだねって。あれなんだけど……」

　六条さんが「ばっ」と立ち上がった。

「だめだめだめ！　こっちはまだ食べてるとこだから！　せめて食べ終わってからっていうか、もっと場所を選べっていうか！　今そんな話をしたら、マイナス１万ポイントだから！」

「あの、さっきから言ってるマイナス何ポイントって、なにが……？」

　六条さんは咳せき払ばらいをしたあと、落ち着いて座り直した。

「気にしないで」

　それはいいんだけど……やっぱりこの反応、俺が告白したって思われてる？

　だとしたら────うん、全部繫つながるぞ。やっぱりそうか。

　俺の「月が綺き麗れいだね」発言を告白と受け取った六条さんは、優しい性格上、はっきりと断ることができなかった。「面白すぎるし」とか言って流してくれたけど、やっぱり俺が傷ついたんじゃないかって考えて、いろいろ連絡してくれてたんだ。

　つまり六条さんから送られてきたメッセージの数々は、彼女なりの精一杯のフォロー。

　そうだよ。確かにあの文面からは、相当無理してる様子が見て取れたもんな。わざわざ気を遣って連絡してくれてたのに、俺は「対応に困るメッセージを送られても」なんて失礼なことを考えちゃって……。

　くそっ、俺はなんて大馬鹿野郎なんだ！　本当にごめん、六条さん……。

　もう一刻も早く誤解を解いて謝りたいんだけど、食べ終わるまで待てって言われたから、ひとまず待つことにする。

「……そんなに見られてたら、食べにくいんだけど」

「あ、ああ、ごめん」

　手持ち無沙汰になった俺は、六条さんのトレイにあったスクラッチカードを手に取った。

「これ、めくっていい？」

　どうぞ、と言われたんで、スクラッチカードの銀ぎん箔ぱくを小銭で削り落とす。

　Ａ賞。映画招待券って文字が出てきた。

「おおっ。六条さん、映画のペアチケットが当たったよ」

「え、そうなの？　わ、しかもこれ今日も使えるし！　ねえねえ、佐倉くんはこのあと、どうする予定だったの？」

　六条さんが目を輝かせた。

「別になんの予定もないよ。じゃあこれ、中塚さんとでも行ってきなよ」

「は？」

　急に冷たい目になった。

「……なんで今の流れで、美佳子と行けとか言えるの。しかもなんの予定もないって、どういうこと？」

「え、だってこれ、六条さんのセットについてたスクラッチだし、予定がないのも事実で」

「そこは『一緒に行こうぜ』くらい言うべきじゃないの!?　そもそも予定を考えてない時点でおかしいんだけど!?」

「い、いや、今日は伝えたいことがあったから、来てもらっただけで……」

「だったらなおさら、こういうの挟むべきでしょ!?」

「あ、ああ、そっか。そうだよな……映画くらいは挟まないとだよな」

　俺ってほんと、気が回らない男だわ。これまで六条さんにはいろいろ気を遣わせちゃったわけだし、そのお詫わびに映画くらいには連れていかないとだめだよな。

　しかもタダ券を使っていいなんて、寛大な人だなあ、六条さんは。

　よし。俺は普段あんまり映画とか観に行かない男だけど、それくらいは喜んで付き合わせてもらおう。誤解を解いてちゃんと謝るのは、それが終わってからだな。

「じゃあ上映中の映画を調べるから、ちょっと待ってて」

「……マイナス50ポイント。もうだめだわ」

　また妙なことを口走った六条さんは、食べ終わるまでひと言も喋しやべらなくなった。







　六条さんはアクション映画が好きらしいんで、その上映時間に合わせて近くのシネコンに入った。

　売店で買ったコーヒーとポップコーン代は、もちろん俺が出した。チケット代は六条さんの好意でタダになったわけだし、これくらい払わないとお詫わびにならないからな。

　スクリーンから真ん中くらいの席に着いて、六条さんにコーヒーを渡す。

「ありがと。なんか気を遣わせちゃってごめんね」

「それを言うなら俺のほうこそ、これまで気を遣わせてたみたいで、ごめん」

「……なんの話？」

「えっと……まあ、あとでちゃんと言うよ」

　こんな場所で切り出すのはよくない。さっき場所を選べって言われたばっかりだしな。

「佐倉くんもコーヒー飲む人なんだ」

　俺がホットを口にするところを見て、六条さんが言った。

「ああ、これまでは飲む習慣もなかったんだけど、じつは俺、今喫茶店でバイトしててさ。だからちょっとでも、いろんな味を勉強しとこうと思って」

　店でやらせてもらえるかはわからないけど、ゆくゆくは俺も自分でコーヒーを淹いれてみたいって思ってる。

「……そういう姿勢は、ほんとポイント高いのに」

　六条さんがぼそりとつぶやいた。だからポイントってなんだ。

　それを聞く前にちょうど映画の予告編集が始まったんで、俺たちは口を閉ざした。




　　　　　　　　　　　　◇




　六条更紗が劇場のエレベーターを降りてさっさと歩き出すと、春太が隣に並んできた。

「ごめんって六条さん。最初の三十分くらいは、ちゃんと観みてたからさ」

「それって半分以上は寝てたってことじゃない！」

　更紗は憤慨していた。映画の序盤で、春太が寝たからだ。

　このあとはおたがい映画の感想を言い合いながら、食事でもするのだと思っていた。それができなくなったことに、更紗は拗すねている。

　だいたいこれって、初デートよね!?　そこで寝る人いる!?　あんなに面白い映画だったのに寝ちゃうなんて、これ感性が合わないって言われてるようなもんじゃない!?

　私が今日のこと……どれだけ楽しみにしてたか、わかってないんだわ。この人。

「ほんとごめん。昨日は結構遅くまで起きてたから、寝不足でさ」

　それは更紗も同じだった。今日のことを考えると、楽しみすぎて眠れなかったのだ。

　朝一で行きつけの美容室に予約の連絡を入れて、しっかり髪をセットしてきたことも、そんな気持ちの表れだった。

　もしかして佐倉くんも、楽しみで眠れなかったとか……？　そういう理由だったら……。

「昨日は珍しく真波が早めに自分の部屋に引っ込んでさ。それからずっと一人でゲームしてたんだよ。さっさと寝ればよかったな。はは」

「ゲーム!?　ゲームで寝不足!?」

「う、うん。レトロゲームなんだけど、ブラウン管でやるとやっぱ味があるっていうか」

「もういい。帰る。マイナス１億ポイント」

　どうして自分は昨晩、あんなに浮かれていたのだろう。

　そう考えると、更紗はなんだか馬鹿らしくなってきた。

「え、待ってくれよ六条さん。まだ俺、大事な話をしてないんだけど」

「聞きたくない」

　春太はさっきのハンバーガーショップで、例の告白に関する話をしたい様子だった。

　美佳子や自分の予想では、返事を急せかしてくるつもりだと踏んでいたが、今の更紗は拗すねている。もうどんな話だろうと、耳に入れるつもりはなかった。

「ほんとに大事な話なんだって、六条さん」

「だったら、なおさら気をつけるべきだったんじゃないの」

「そ、そうだけど、これに関しては絶対に聞いてもらうから！」

　前に回り込んだ春太が、真剣な眼まな差ざしで見つめてきた。

　ご、強引ね。そんなに返事を聞きたいわけ……？

　更紗は思わず目を逸そらす。ちょうど駅前の交差点に差し掛かっており、歩行者用の青信号が点滅を始めたところだった。

「もうこれ渡っちゃおう！」

　そこで春太が。手を握ってきた。

　強引に更紗の手を引いて、駆け出した。

　あ……。

　たったそれだけのこと。それだけのことなのに。

　これまで数えていた春太のマイナスポイントがゼロになって。

　心臓がドキドキと高鳴って。

　──ああ、そっか。やっぱりそうなんだ。

　ただ手を繫つながれただけで、更紗は気づいてしまった。

　いくら考えてもわからなかった問題が、ひどく簡単に解けてしまった。




　──私は今も、佐倉くんが好きなんだ。




　信号を渡り切ったところで、向こうから手を離される。

「強引な真ま似ねをしてごめん。でもあのままだったら、六条さん帰っちゃいそうだったから」

「う、ううん。それで、私に、なにを言おうとしてたの？」

「それなんだけど……どうしよう。どこかお店に入る？」

「ここで聞かせて。もう一回、ちゃんと言って」

　そこは駅前なので、あたりは多くの人で溢あふれている。

　時刻は夕方。これから飲みに出かけるサラリーマンたちや、遊び疲れて帰ろうとしている学生たち。そんな雑踏のなかで、更紗は春太と向かい合って立っている。

　それでも周りの声や音は、一切耳に入ってこない。

「わ、わかった」

　春太は一度深呼吸した。そして意を決して口を開こうと──したのだが。

「……はは、やっぱりなんか、言いにくいな」

　焦じらしてくる。もうなにが言いたいのかは、更紗も見当がついているのに。

　そしてそれに対する答えも、更紗のなかでは決まっている。

「──だったら、私から言おうか？」

　更紗はその大胆な発言に、自分でも驚いていた。

　でも自分の気持ちに気づいてしまった以上、それでも構わないと思った。

　告白は男子がするものという考えは、もともと男勝りだった更紗のなかにはない。

「……いや、六条さんも言いたいことはあるんだろうけど、やっぱりまず俺から言わないと」

「別に私はそういうの気にしないわよ。返事はもう決まってるから」

「そうなんだ。でも……」

　ああもう、焦じれったいわね。

「じゃあいっそ、じゃんけんで決める？　どっちから先に言うか」

「え、うん。六条さんがそれでいいなら……それじゃ勝ったほうから切り出すってことで」

　頷うなずいた春太が、掛け声を出す。

「じゃあいくよ。じゃんけん──ほい」

　春太がパー。更紗はグーだった。

「佐倉くんの勝ちね……じゃあ私、ちゃんと聞くから」

　更紗は背筋をぴんと伸ばして、春太からの告白を待つ。心臓はさっきから鳴りっぱなしだ。

　春太は「わかった」と言ったあと、もじもじしながら、やっと口にした。

「あ、あのさ……俺って、この前のカラオケの帰りに、変なこと言っちゃったでしょ。その、月が綺き麗れいだねって……」

「ええ、わかってる。夏なつ目め漱そう石せきのね」

「や、やっぱりか……じゃあ、ここでちゃんと言わせてほしい」

　そこで春太は一度溜ためを作ってから、はっきりと告げた。




「あれ告白とかじゃないから」




　……。

　…………あ？

「そ、その、俺、夏なつ目め漱そう石せきの逸話とか全然知らなくてさ。あの言葉がアイラブユーの日本語訳だなんて、昨日まで知らなかったんだよ」

　…………あ？

「だからその……六条さんに変な勘違いさせちゃったと思うんだ。六条さんはいい人だから、無む下げに断るのも悪いと思って、ずっと俺に気を遣ってたでしょ？　本当にごめん！」

　…………あ？

「もう無理に連絡とかくれなくていいから。大変だったよね、わざわざ文面作るの。それなのに俺はまったく気づかなくて、なんで六条さんはこんなに連絡くれるんだろうって、不思議に思うばっかりで……」

　春太は申し訳なさそうに、必死で頭を下げている。

　待って待って。どういうこと？　これどういう状況なの？

　ようするに、私がずっと勘違いしてたってことで、いいのかな？

　……はは、そりゃそうよね。考えたら当たり前だし。

　夏なつ目め漱そう石せきの言葉を使って告白する人なんて、この時代にいるわけないもの。美佳子も同調してたとはいえ、なんで私はそんなアホな勘違いをしちゃったわけ？

　ひとまずこの複雑な多項式を因数分解して整理しましょう。私の脳内に未知数「ｘ」が入ってたせいで、アホな勘違いをしてた原因「ｙ」がわからないわけよね。

　未知数「ｘ」の正体───それは自分が春太を好きだということ。別に複雑でもなんでもなく、その感情を代入することで、勘違いの原因「ｙ」はあっさり判明した。

　解・春太に告白されたいと思っていたから。

「ああ、そういうことか……」

　更紗が独り言ちる。春太は気恥ずかしそうに頭を搔かいていた。

「そんなわけで、俺の話は終わり。えっと、六条さんもなにか言いたいことがあるんだっけ。じゃあ、どうぞ」

「くたばれ」

　それだけ言い残して、更紗は立ち去った。

　もしあのじゃんけんに自分が勝っていたらと思うと──ぞっとした。







　その日の夜のこと。




　中塚美佳子【佐倉くんとのデート、どうなったの？　時間あったら通話しよーよ】

　六条更紗【ごめん。また今度話すわ】




　美佳子と手短なやりとりをしたあと、更紗はスマホを投げ出した。今夜は日課の勉強をする気力もない。部屋の電気を消したまま、ずっとベッドで横になっていた。

「やっと自分の気持ちに気づいたのに……こんなのずるいわよ……」

　掛かけ布ぶ団とんを深くかぶる。

　部屋に誰かがいるわけでもないのに、涙を見られるのは嫌だと思ったからだ。

　私、結構ショックを受けてるんだなあ……ぐす。
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　　　　　　　　　　　　◇




「え、誤解を解いてきたんですか？」

　六条さんと話した次の日。俺はバイト先の純喫茶『青空』で、一葉さんに一応説明した。

「ああ。なんかめちゃくちゃ怒ってた」

　誤解を解いたあと、六条さんはいつも以上の塩感で、さっさと帰ってしまった。

　くたばれって言われたときのあの目、血走ってたように見えたもんな。

　あの様子だと、もう目も合わせてくれないかもしれない……。

「ほら、やっぱりそうなんじゃないですか」

　カウンター席でスマホをいじっていた一葉さんが、大きなため息をついた。

「なにが？」

「誤解を解いたのに怒るってことは、解く前のほうがよかったってことですよ」

「？？？？？」

　言ってる意味がわからん。それって六条さんは俺の『月が綺き麗れいだね』発言を、告白だと捉えていたほうがよかったってことか？　なんで？

　一葉さんがまた、ため息をついた。

「……佐倉先輩がどれだけ人付き合いを避けてきた男子なのか、よくわかりました。まだ私のほうが、他人の機微がわかるっていいますか」

「言ってる意味が本当にわからないんだけど」

「もういいです。これ以上、私が言うのも無粋ですし」

　それだけ言って、一葉さんは読書を再開する。もう完全に興味を失ったみたいだ。

　よくわからんけど、俺もソシャゲでもやろっと。

「ちなみにですが」

　テーブル席に座った俺に、一葉さんは振り向きもせずに言った。

「佐倉先輩が誤解を解いた相手って、麻弓さんですか？」

「え？」

　知らない人の名前が出てきた。誰だよ、麻ま弓ゆみさんって。

　それを聞くと、一葉さんは不思議なことを言うんだ。

「先輩は以前、ゲームセンターで一緒にいませんでした？　麻弓さんと」

「それ誰だよ？　そんな名前の人、俺の知り合いにはいないんだけど」

「んー……人違いなんですかね。夏休みになる少し前、クレーンゲームコーナーで見かけたと思ったんですけど。ほら、吉よし田ださんが佐倉先輩に声をかけたとき一緒にいた人。あのとき私も後ろにいましたから。あれって麻弓さんじゃないんですか？」

　夏休みの直前に、クレーンゲームをした人っていったら。

「ああ、それは六条さんだよ。確かに誤解を解いたのは六条さんで合ってるけど、麻弓さんって人じゃないよ」

　すると一葉さんは少し考え込んでから、こちらに向き直った。

「でもあれは麻弓さんだったと思うんですけど。麻弓さんとは小学生の頃、父がコーチをしてたリトルリーグで一緒でしたから」

　……待てよ。そういや麻弓って名前、どこかで聞いたことないか……？

　一葉さんが考え込みながら続ける。

「苗みよう字じが変わったのかな……フルネームは麻弓更紗さんっていうんですけど、その六条さんって人も、下の名前は更紗だったりしません？」

　リトルリーグ。野球。バット。半ズボン。ガキ大将────まゆ姉。




「ぬえええええええええええええええええ!?」




　思わず席を立った。その勢いを殺さずに言う。

「待って待って！　六条さんが、あのまゆ姉!?」

「なんですかそれ？　ああ、麻弓だから『まゆ姉』ってことですか？　確かにちょっと乱暴な兄貴って感じでしたけど、一応女子だから姉貴ってことで、まゆ姉か……言い得て妙ですね」

　一葉さんは一人で納得してる様子だったけど、そんなのどうでもいい。

　六条さんが、まゆ姉……俺が小学五年のとき、塾の夏季限定講習で一緒だった女の子。

　言われてみれば、確かに面影が────って、いやいや全然ないって！

「絶対別人だって！　俺もまゆ姉とは夏季講習が一緒だったから、わかるんだって！」

「うーん……そうなんですかね」

「そうだよ！　六条さんとまゆ姉が同一人物だなんて、絶対ありえないって！」

「はいはい。わかりましたよ」

　一葉さんは面倒臭そうに背を向けると、投げやりに言った。

「そもそも他人に興味がない私の記憶力なんて、アテになりませんからね。もう先輩の言うとおり、別人ってことにしておきましょう。別にどうでもいいですし」

　それっきりスマホの小説を読み始めて、口を閉ざしてしまう。

「別人に決まってるだろ……」

　だってまゆ姉は、髪も短くて半ズボンで、いつもバットを担かついで塾に来るような子で。

　最初は男だと思ってたくらい、まるで女子っぽくない奴やつなんだぞ。

　あのまゆ姉が成長したら、六条さんみたいにモデルをやるほどの超絶美人になるか？

　なるわけがない。

　しかも六条さんは料理部にも入ってて、みんなに手作りチョコをばら撒まくほど女子力も高くて、そのうえ学年一位をとるほどの才媛だぞ？

　でもまゆ姉は全然勉強ができなくて。そのせいで親からリトルリーグを辞めさせられそうになっていて。めちゃくちゃ泣いてたから。

　だから俺は、慰めるつもりで女子児童向けのアニメキャラのキーホルダーをあげたんだ。

　そのときだって。




　──これ、あげるよ。だから泣いてないで、一緒に勉強しよ？

　──なんだこれ？　こんなんいらねーわ！　私を誰だと思ってんだ!?

　──だ、だってまゆ姉も女の子だし、こういうの好きかと思って。

　──はあ？　佐倉って私を女子として見てんのか？　お前のほうが女子っぽいわ！　頭出せこら！　バットで殴ってやる！




　うん、絶対違うわ。あのまゆ姉が六条さんなわけがない。

　佐倉って呼び捨てだったし、お前呼ばわりしてくるし、すぐバットで殴ろうとしてくるし。

　……いや、でも。

　六条さんもあれと同じキーホルダーを、筆箱につけてたよな……？

　まゆ姉には「こんなんいらねーわ」って投げ返されたけど、そのあとやっぱりちゃんと受け取ってくれて。それから俺が、まゆ姉をなだめながら勉強を教えてあげたんだ。

　それでまゆ姉と少し仲良くなって。夏季限定講習が終わるとき、約束したんだっけ。




　──な、なあ佐倉。来年もこの夏季講習、受けるよな？　お前……いや、佐倉くんって勉強できる奴やつだし、また勉強教えてくれよ。私もそれまで、がんばっとくから。

　──うん、わかった。約束する。来年も一緒に受けよう。

　──ぜ、絶対だぞ！　どうせならおたがい、勉強で一番を目指してやろうぜ!?

　──はは。一番になれるのは一人だけだよ。だからまゆ姉とは競争になるな。

　──お、おう、私は負けねーから！　来年を楽しみにしとくから！　もし約束を破ったら、お前の……じゃなくて、佐倉くんの小学校まで、みんなで攻めていくからな!?




　結局、また同じ夏季講習を受けるって約束は、守れなかったんだよな。

　父さんのマンガが軌道に乗って、ボロアパート暮らしから今の家に引っ越したから。

　それで住んでる街ごと変わって。季節限定の夏季講習じゃなくて、もっと近所の塾に週四とかで通うことになったから。

　もし本当に、まゆ姉が六条さんだったら──と仮定してみる。

　その場合、俺たちは今の高校で再会したことになるわけか。

　だったらたぶん、向こうは俺のことに気づいてるだろう。自分で言うのもなんだけど、俺ってちょっと背が伸びただけで、あの頃とほとんど変わってないし。

　変わったことって言ったら、他人と距離を取り始めたこと。そして──勉強ができなくなったってことだ。

　だとしたら六条さんは、がっかりしてるだろうな。向こうはあれからもずっと勉強をがんばって、本当に学年一位をとるくらいになったのに。

　俺はいつしかそんな努力も放棄して、せめて目立たないように平均点が取れたらいい、くらいの考えになっていて。

　六条さんがまゆ姉なのかは、まだ確証がもてない。本当になにもかもが、違いすぎるから。

　それでも俺は、まゆ姉と交わしたもうひとつの約束を思い出したんだ。




　──どうせならおたがい、勉強で一番を目指してやろうぜ!?




　そうだよな……約束したんだよな。

　来年も一緒に夏季講習を受けようっていう約束は守れなかったんだ。

　だったらさ。せめてもうひとつの約束くらいは、守らないといけないよな。無理かもしれないけど、その努力くらいはしないとだめだよな。

　……ああ、そうだ。これも思い出した。

　まゆ姉は乱暴な奴やつだったけど、キーホルダーをあげたときの笑顔がかわいくて。

　最後の別わかれ際ぎわの泣き笑いは、やっぱりすごく女の子っぽかったから。




　俺はまゆ姉のことが、好きだったんだ。




　　　　　　　　　　　　◇




「このボス、めっちゃ強ぇッ!?　ハルちゃん、こいつどうやって倒すん？」

「そいつは火属性が弱点だから、それ系統の攻撃を当てまくれ」

　その日の夜も、真波は俺の部屋でゲームしていた。

　それでも俺はしっかり机に向かって、問題集を解き続ける。

「うわ、火属性の攻撃、めっちゃ通るじゃん！　ハルちゃん、さんきゅー！」

「また詰まったら、いつでも聞け」

　真波が不思議そうな声を出した。

「……なんか今日は、やけに集中してんね。どしたん？」

「ちょっとまゆ姉との約束を思い出してな」

「まゆ姉？　それって昔、ハルちゃんが夏季講習で一緒だった人？」

「そうそう。あのときおたがい、勉強でも一番をとろうって約束したんだよ。それをふと思い出してさ」

　六条さんがまゆ姉なのかはまだわからないし、実際のところ、それはあんまり関係ない。

　ただ俺は、昔好きだった子と交わした約束くらい、守りたいって思ったんだ。

　真波が意地の悪い含み笑いを見せてくる。

「もしかして、好きだったん？　なーなー？」

　……こいつは妙に勘がいいな。

「ま、まあ、そんなとこだ」

「ほほ〜、昔好きだった子との約束を思い出したから、勉強がんばろうと思ったと？　なんで急に思い出したんよ？　さてはなんか、突発イベントでもあったな？」

「べ、別にいいだろ。そんなわけで俺は集中するから。あ、お前はまだここにいていいぞ。わからない問題があったら聞けるし」

「なんかつまらーん」

　真波がむすっとした顔で、テレビ画面に向き直った。

「勉強を教えるのはいいけどさー……えっ!?　このボス、まさかの第二形態になった!?」

　やがて真波が自分の部屋に帰ってからも、俺はひたすら問題集を解き続けていた。







[image: 第六話　気づいてしまった真波さん]

　その日、六ろく条じよう更さら紗さが目を覚ましたのは、早朝五時だった。

　朝の七時には、近くのスタジオでファッション誌の撮影がスタート。その後、公園に移動してスナップ写真を撮り、次はファミレスに場所を移して別雑誌のインタビューに応じる。

　今日の仕事をすべて消化したのは、昼の二時過ぎだった。

　まだ体力が残っていた更紗は、その帰りに学校近くの市立図書館に立ち寄って、借りていた参考書を返却。そして。

「もしもし真ま波なみちゃん？　また撮影で化粧品をもらったんだけど、いらない？」

『え、欲しいです！』

　真波に電話をかけていた。

　更紗にとって真波は、ただのクラスメイトの従妹いとこという存在ではない。よく連絡を取り合ううえに真波本人も懐なついてくれているので、自分の妹のように可愛かわいがっている。

『更紗ちゃんは夏休みも、ずっとお仕事なんですか？』

「あはは、そんなことないわよ。今日からしばらくオフだし。真波ちゃんはこの夏休み、どうしてるの？」

『おじさんのマンガのアシスタントやったり、ゲームしたりですかね。でも基本的にヒマなんです。最近ハルちゃんは、なんか勉強ばっかりで遊んでくれないし』

　春はる太たの話題が出たことで、更紗は少し陰鬱な気分になった。

　……あれから考えないようにしてたのに、やっぱ思い出すと腹立つわ。ほんと、なんなのよあの人は。

『更紗ちゃん？　どしたんすか？』

　黙りこくっていたので、真波に気を遣わせてしまったらしい。

「あ、ああ、ごめんね」

　そうだ。まだ三時過ぎだし、気晴らしに遊びに行こうかな。うん、それがいい。

　まだまだ疲れを知らない更紗は、真波を誘ってみることにした。

「ねえ真波ちゃん。これから時間ある？　私ちょうど近くにいるんだけど、化粧品を渡すついでに、どこかでお茶でもしない？」

『えっ!?　いいんすか!?』







　真波と合流した更紗は、二人並んで駅近くの路地を歩いていた。

　足取りは非常に軽い。真波とは最近会ってなかったので、話したいことが山ほどある。

　博識で快活な真波は、どんな話でも元気に応じてくれるから、一緒にいてとても楽しい。

　今日は佐さ倉くらくんのことなんて忘れて、真波ちゃんとたくさんお喋しやべりしよう。

「じつは学校の帰りに、気になるお店を見つけてたのよね。こっちこっち」

　角を一本曲がると、古民家が軒を連ねる区画になる。ポリバケツや物干し竿ざお、放置自転車などが目立つ道幅の狭い雑多な裏路地。昭和の原風景というような、どこか懐なつかしい街並みだ。

「へー、どんなお店なんですか？」

「喫茶店なんだけど、昔ながらの純喫茶って感じかな。ほら、あそこ」

　更紗は狭い道の先を指差した。古民家の並びに突如現れる、レトロな洋風の店。

　純喫茶『青空』。

「え、ここって……」

　真波はその純喫茶を見上げて、きょとんとしていた。

　雰囲気のある店構えに圧倒されているのだと、更紗は思っていた。

「ふふ。味があるお店でしょ？　前から入ってみたいって思ってたのよね〜」

　ヴィンテージ感のあるドアを押し開けた。「カラン」と乾いたドアベルの音は、日常と切り離された異空間に足を踏み入れる合図だ。

　更紗は期待に胸を膨らませて、店に入ろうとしたのだが。




「いらっしゃいま────あ」




　その店員の顔を見た途端、中に入らずドアをぱたんと閉めた。

「あれ？　入らないんですか、更紗ちゃん？」

　真波は首を傾かしげている。

　ドアの向こうには、確かに異空間が広がっていた。

　更紗の予想の遥はるか上をいくほどの異空間が。

「……気のせいかな。なんかこのお店に、佐倉くんがいたように見えたんだけど」

　更紗のふわついた疑問は、真波の次の発言で確固たる形に変わる。

「そうですよ。ここ、ハルちゃんがバイトしてる喫茶店ですから」

　……。

　…………なるほどね。

　私が前から気になっていたお店で、今一番会いたくない佐倉くんがバイトしてるんだ。なんなのこの確率。こんなのもう運命って言いますか。こっちはせっかく忘れようとしてるのに、神様はまだそれを許してくれないわけですか。オホホホホ…………はあ。

「違う店に行きましょう」

　更紗は踵きびすを返かえしたのだが、真波は「え〜っ」と間延びした声を出す。

「ここほんといいお店ですよ〜？　ハルちゃんもいるんですよ〜？」

　だから嫌なんだけど。

　でも顔を見てしまった以上、回れ右が憚はばかられるのも事実で。

「…………まあいっか」

　別に喋しやべらなければいいだけの話だし。

　更紗はため息混じりで、再びドアを押し開けた。







　客はほかに誰もいなかった。

　だからなのか、春太はバイト中にもかかわらず、カウンター席で参考書を広げていた。

　真波が言ったとおり、最近はよく勉強しているらしい。

「今日は更紗ちゃんと来ちゃったのだ！　羨ましいだろこら！」

　真波が春太の脇腹を指でつんつん突く。「そうだな」と流した春太が、更紗に笑顔を向けた。

「こんにちは六条さん。この間は急に呼び出して」

「黙れ」

「う、うぐ……」

　気け圧おされた春太を尻目に、更紗と真波は適当なテーブルに座った。

　まだら模様のメガネをかけた女子店員が、注文を取りに来た。

「おーっす、いっち！　この人が前にも言った更紗ちゃんね！」

「……ご注文は」

　その女子店員は真波の言葉にもとくに反応を示さず、端的にそれだけを告げた。

　更紗は彼女の顔をまじまじと見つめて──ふいに「あっ」と声をあげた。

　もしかして、国くに枝えだ一かず葉はちゃん……？

　このぶっきらぼうな口調といい、他人には興味がないような表情といい、間違いない。

　彼女は国枝一葉だ。

　小学生時代、リトルリーグのクラブで一緒だった更紗の元チームメイト。

　つまり粗野だった頃の自分を知る、数少ない一人ということで──。

「ちょ、ちょ、ちょ……っ！」

　更紗は一葉の腕を引いて、その耳元に唇を寄せた。

　カウンター席で勉強を再開した春太は、こちらを見ていない。

　それを確認してから、小声で囁ささやく。

「あなた、一葉ちゃんよね。昔リトルリーグにいた」

「……そうですけど」

　更紗は大きく伸びをしながら、「んーっ！」と声を出した。

「先にお手洗いに行こうかな。案内してくれない？」

「はい？」

　席を立って、一葉を店の奥まで連れていく。そこで更紗は、やはり小声で切り出した。

「私のことわかる？　同じリトルリーグにいた麻ま弓ゆみ更紗」

　一葉は「やっぱり」と得心したあと、無表情のまま軽く頭を下げた。

「四番サードの強打者で、危険球を投げた相手ピッチャーには、ドロップキックを浴びせにいくことで有名だった麻弓先輩ですね。わかります。お久しぶりです」

「う、うん、久しぶり」

　改めて当時の自分は、滅茶苦茶めちやくちやだったと思う更紗だった。

「あ、あのさ……積もる話の前に恐縮なんだけど、佐倉くんには私のこと、内緒にしといてくれない？」

　更紗は手短に告げた。今の名前は六条更紗だということ。春太とは昔、塾の夏季講習で一緒だったということ。でも向こうはまだ更紗のことを思い出していないということ。

「だからその……いろいろあって、私のことは黙っておいてほしいの。だめかな？」

「……別にいいですけど」

　一葉はひどく面倒臭そうに言った。

「でも私、もう言っちゃいましたよ。前にゲームセンターで、佐倉先輩と麻弓先輩が一緒にいるところを見たことがあったんで、あの人は麻弓更紗さんですよって」

「えっ!?　そ、それで佐倉くんは、なんて？」

「そんなわけがないって、信じませんでした。あのまゆ姉が、六条さんなわけがないって」

　……それはそれで腹が立つけど、佐倉くんがまだ気づいていないなら、まあいいか。

「ほんと悪いんだけど、そういうことだからお願い。今度なにか奢おごるから……！」

　両手を合わせて頼み込む更紗に、一葉は「めんどくせ」と小さくつぶやいて、

「わかりましたよ。他人のフリしとけばいいんですね」

　そう残して仕事に戻っていった。

　うう……なんか巻き込んじゃってごめん、一葉ちゃん。

　更紗は罪悪感を覚えながらも、宣言どおりトイレに立ち寄って、真波が待つ席に戻った。

　カウンター席の春太が振り返る。

「そうそう。今度六条さんに会ったら、聞こうと思ってたことがあったんだ」

「な、なに？」

　思わず声がうわずってしまう。春太はいつもの調子で言った。

「あのさ。俺と六条さんって、昔どっかで会ってる？」

「トチ狂ってんじゃねえわ」

　つい凄すごんでしまった。

　春太は少し怯おびえた様子で「だ、だよな」とつぶやいたあと、一葉に向き直る。

「ほら一葉さん、やっぱり勘違いだって。絶対そんなわけないもん」

「はいはい。そうみたいですね」

　一葉が興味なさそうに、端的に答えた。

「んー？　なんの話だろ？　だろ？」

「ね、ねえねえ真波ちゃん！」

　きょとんとしている真波に、更紗は言葉をかぶせた。

「真波ちゃんはこのお店に何度か来てるんでしょ!?　オススメってなに!?」

　もうまゆ姉と呼ばれていた頃の黒歴史は、闇に葬ほうむりたい。バットで男子を追い回していた頃の記憶なんて、忘れてしまいたいのだ。

　佐倉春太への淡い恋心と一緒に。




　　　　　　　　　　　　◇




　うーむ……確かに六条さんって、時折まゆ姉っぽい口調になるんだよな。

　でもあくまで「ぽい」だけで、やっぱり同一人物とは思えないし。後ろで真波と化粧品についてぺちゃくちゃ喋しやべってる感じなんて、完全に女子だもん。あのまゆ姉の口から「美容法」なんて単語が出てくるわけがない。出るとしたら「美容法」じゃなくて「波動砲」だって。

「てかハルちゃん、バイト先でも勉強してんの？　すげーじゃん」

　真波が話を振ってきたけど、

「ああ」

　今日は話に加わるつもりはない。この店の落ち着いた雰囲気は、いい感じに集中できるってわかったからな。たとえ騒がしい真波がいたとしても、俺の集中力ゲージはまだ百パーセントを維持できている。

　俺が今取り組んでいるのは化学だ。その参考書と睨にらめっこしながら、つい独り言が漏れる。

「なんだこの『閣下スコッチ暴露マン』って……」

「元素周期表の語呂合わせだよ。『水兵リーベ僕の船〜』ってやつの続き」

　真波が答えてくれた。

「第四周期元素。原子番号19番のカリウムから、25番のマンガンまでのこと」

　六条さんもそっけなくだけど教えてくれた。

「覚えるのは『僕の船』のラスト、第二周期のネオンあたりまでで大丈夫と思いますけど」

　と、今度は一葉さん。

　……てかこの状況って、中三と高一の学年一位＆二位に囲まれてるわけだよな。そんな都合の良いい環境、使わない手はないぞ。

　真波と六条さんは楽しく談笑中だから……。

「なあ、一葉さん」

　二つ隣のカウンター席で小説を読んでいた一葉さんに声をかけた。

「もし暇してたら、勉強教えてくれない？」

　中学三年生に教えてもらうのはアレだけど、この際なんだっていい。

「いやです」

　端的な返事が戻ってきた。まあ一葉さんだったら、そう言うか……。

「そもそも私、理系は得意じゃないんで。もし集中できないなら、奥のテーブル席を使ってくれていいですよ」

　別にそういうわけじゃないんだけど。

　まあせっかく集中力ゲージがマックスの状態なんだし、それを維持するためにも、お言葉に甘えさせてもらうか。

　カウンターに広げていた参考書類を片付けて、奥のテーブル席に移動する。

　うん。この位置だと、真波たちの会話だってあまり聞こえてこない。別にうるさかったわけじゃないけど、静かなほうが集中できるもんな。さて、化学の問題の続きを……。

「でさー、ハルちゃんって面白いんですよ！　ここだけの話なんですけどね、この間も部屋に行ったらこっそり××××をしてて」

「ええっ!?　佐倉くんって、××××なんてするの？」

　……。

　…………なんの話だろ。

「ちなみにですね、ハルちゃんがどうやって××××をしてたかっていうと……」

「ちょ……なんかそれ卑ひ猥わいじゃない？　だって××××なんでしょ？」

　下手に聞こえないからこそ、逆に気になる。卑ひ猥わいってなにがだ。

　って、いかんいかん。集中しろ俺。テーブル席に移動した途端、集中力ゲージが百から六十くらいまで下がってんぞ。

「そういや佐倉くんは、学校でも………なのよね」

「えーっ!?　まじすか!?　ハルちゃんって大胆〜」

　くそ、気になるな。

　これなら席を移動しないほうがよかったか……？







　その後も微妙に聞こえてくる真波と六条さんの会話がなんか気になって、俺の集中力ゲージはガリガリ削られていく。

　それを回復させるためにも、一旦休憩してコーヒーを淹いれることにした。

　最近はたまにこうして、お客さんがいないときに練習させてもらってるんだ。

　今は真波と六条さんがいるけど、この二人は客って感じでもないし遠慮する必要はない。

「私もハルちゃんのコーヒーが飲みたいっす」

「だめ。まだ人に出せるレベルじゃないし、もうちょっと研究してからな」

　テーブル席の真波にそう返しながら、サイフォンで作ったコーヒーをカップに注ぐ。あらかじめカップは温めておくのが基本らしい。それは最近覚えた。

「てか知ってた？　更紗ちゃんの好きなタイプって、勉強ができる人なんだって！　ハルちゃんもがんばれ〜」

「え？　ああ……」

　気の抜けた返事を一応したら。

「がんばらなくて結構。くたばってしまえ」

　ほら六条さんに睨にらまれたじゃないか。余計な話を振ってくるんじゃねーよ。

「ね、佐倉くんなんてどうでもいいから、早く真波ちゃんの好きなタイプを聞かせてよ♪」

　俺と違って、真波には優しい口調で話す六条さん。

　どうやらこの二人は、恋バナってやつに花を咲かせている最中らしい。

「えー、私のタイプですかぁ？」

　もちろん俺は、そんな話なんて興味もない。

　淹いれたてのコーヒーを軽くすすりながら、自分の席に戻ろうとしたところで。

「私が好きなタイプは、『ネオエクスデス』かなあ」

　ぶはっと、コーヒーを噴いた。

「なんでそんな昔のゲームのボスキャラが出てくる!?」

「だってあいつ、すべての存在とすべての次元を消したあと、まさかの自分まで消えようとしてるんだよ？　永遠に。超かっこよくない？」

　かっこいいけど。

「ちなみにハルちゃんは、どういう人がタイプなん？」

　話に加わるつもりはなかったのに、ついツッコミを入れてしまったせいで、そういう流れになっちゃってる。

「そんなんどうでもいいだろ。じゃあ俺は勉強するから」

　さっさと席に戻ろうとしたのに、

「言いなさい」

　六条さんの低い声にぶっ刺されて、その場に縫い止められた。

　たまに怖いんだよな、六条さんって……。

「いや、好きなタイプって言われても、そんなの考えたこともないし」

「なんかあるでしょ」

「そーだぞ、ハルちゃん。なんとなくでもいいんだぞっ」

　六条さんと真波が急せかしてくる。

　うーん……好きなタイプねえ……。

「まあ、見てるだけで楽しくて、包容力のある人……とかかな」

「や、そんなん『オムライス』でもそうだし。ハルちゃんはオムライス野郎が好きなん？」

「オムライス言うな！」

　俺って口数が少ないほうだから、そういうタイプがいいと思っただけなのに、なにがオムライスだ。ゲームのボスキャラをあげるお前には言われたくないわ。

「包容力、ねえ……」

　六条さんがぼそりと言って、もう何杯目かのコーヒーに口をつけた。

「ねーねー、いっちはどういうタイプが好き？」

　真波はカウンター席で小説を読んでいた一葉さんにも話を振った。

「興味ありません」

　さすが一葉さん。振り向きもしない。

「なんかゲームのキャラとかでもいいよ？」

「私はそういうのやりませんから」

　さて、俺も早く戻って勉強しよ。女子同士の恋バナなんて、どうでもいい。

「でもいっちのスマホの待ち受けって、ＢＬゲームの壁紙っしょ？」

「ばぁっ!?」

　と、急に大声を出すもんだから、俺はびくっと両肩を震わせて足を止めた。

「ばっ、ばっ!?　ばっかじゃないですか!?　そんなわけが……ッ！」

　一葉さんは顔を真っ赤に染めて、声を張り上げている。

「あれ、違ったっけ？　ちなみに私もたまにＢＬマンガ読むんだけどさ。どっちかっていうと線の細いイケメンより、ゴリゴリのおじさんカップルが好きなんだ」

「ほ、ほう……なかなか攻めてますね。ちなみにどんなタイトルです？」

　一葉さんがメガネを押し上げて、興味を示した。が。

「って、なに言わせてるんですか!?　別に私はＢＬなんて、少し興味があるだけで、別にそんな……！」

　薄々わかってたけど、やっぱり一葉さんってＢＬが好きなんだな。

「ＢＬってあれでしょ？　男の子同士が恋愛するやつ」

　と、六条さん。

「私はあんまり明るくないんだけど、美み佳か子こも好きって言ってたし、人気あるみたいね」

「と、当然です。ＢＬ好き＝腐女子って認識は、もはや古いんですよ。今やしっかりと市民権を得ていますから。そこらの一般女性にも大人気なんですから」

　だったら隠さなくてもいいのに。

　って、なに突っ立ってんだ俺。勉強するんだろ。早く席に戻ろうぜ。

　六条さんが真波に向き直った。

「ＢＬゲームって、どういうやつ？　ギャルゲーみたいな感じ？」

「モノによるんでしょうけど、まあそういうのが多いと思いますよ」

「ばぁっ!?」

　また一葉さんが大声をあげた。

「ばっかじゃないですか!?　ＢＬゲームをギャルゲーなんかと一緒にするとか！　まるっきり、全然、そこには天と地の差があるんですっ！」

「そ、そうなん？」

　おお、これは珍しい。あの真波が気け圧おされてやがる。

　一葉さんは真波たちのテーブルに両手を「ばん！」と突いた。

「いいですか！　そもそもギャルゲーというのは、男子がフィクションの世界で二次元キャラ相手に擬似恋愛をするもの！　すなわち願望充足の擬似体験なわけです！」

「は、はあ……」

「一方、ＢＬゲームはどうか？　男性同士の恋愛を覗のぞき見るだけ！　そこに擬似恋愛の要素は一切なく、我々腐女子プレイヤーはただ傍観者として存在するのみ！　いわばＢＬゲームは、あくまで観察目的なんですよ！」

　自分で腐女子だって認めちゃった。

「そ、そうなんだ。よく知らないのに、ごめんね国枝さん」

　六条さんがぺこりと頭を下げる。

　それでも一葉さんのテンションは収まらない。

「そもそも私は、世の中で男女の恋愛というものがもっとも億おつ劫くうで、邪魔くさいと思ってるわけですよ！　それなのに創作物の世界にまで男女の色恋沙汰を持ち込むとか、暗あん愚ぐも暗愚！」

　前もそうだったけど、一葉さんって好きなゲームの話になると熱くなるよな。人間嫌いがどうのってことも忘れて、ひたすら演説してるわ。

　……って、まずいまずい。完全に聞き入ってた。勉強はどうしたんだ、俺。

「あとギャルゲーのヒロインはみんな、男にとって都合のいいキャラっていうのも納得がいかないんです！　そんな連中との都合のいいラブコメより、脇にいる友人キャラとの絡からみをもっと見せろって話ですよ！　そう思いません!?」

　さてと。そろそろ席に戻るか。集中力ゲージがどんどん下がってんぞ。

　そう思って今度こそ場を離れようとしたとき。

「くんくん……匂うなあ」

　店の入り口から男の声が聞こえた。

　いつの間にか店内に入っていた、その茶髪のイケメンは。

「花が焼けたような匂いがするなあ。これってあれか？　『はつゆきさくら』も知らねーような、ギャルゲーアンチ野郎の香ばしい匂いかあ？　ああん？」

「広ひろ岡おか……っ!?」

　真波がスマホを掲げた。

「さっき広岡さんからメッセージ届いたから、いま更紗ちゃんと二人でハルちゃんの店にいますよーって伝えたの」

　一葉さんがメガネを押し上げた。

「……お客さんですか」

「高校一年、広岡聡さとし。好きなギャルゲーは、数え上げたらキリがねえ男だ。どうやらあんたには、まず『ぱれっと』の話からしてやらねーとダメらしい」

「奇遇ですね。私もギャルゲー好きの方とは、少しお話がしたいと思ってました」

　両者の間に火花が散った。







「そもそも両親が海外旅行中って設定はどうなんですか!?　『うちの両親、いい年こいてラブラブなんだよな〜』なんてセリフは、もう聞き飽きたんですよ！」

「あれは様式美だろ!?　その設定だけで主人公には、料理が得意か、コンビニ弁当暮らしって付加価値もつく！　その結果……」

「はいはい、都合のいいヒロインが、料理を作りに来るんでしょ!?　あるいはヒロインたちの料理対決ですか!?　定番定番！」

「その手の展開はＢＬにもあるだろうが！」

「だからＢＬは観察対象だって言ってますよね!?　自分の家にもかわいい女子が来てくれないかな〜なんて思う余地はありません！」

「でもイケメンがイケメンの家に来る展開を期待してんだろ!?」

「違います！　ＢＬカプにおいて、片方はフツメンが基本です！　でも肩幅の広さで男を感じさせるから沼なんです！」

「くっ……こいつ『リプキス』も知らねーくせに……っ！」

「そっちだって『鬼畜眼鏡』も知らないくせにっ！」

　広岡と一葉さんの熱い口論は、もう三十分くらい続いている。

　その様子を真波と六条さんがぽかんと口を開けて見守っていて、横に突っ立ってる俺も同じような顔で、ぼけっと見ている。

　広岡のギャルゲー愛は知ってたけど、一葉さんってこんなキャラだったんだな。知らんかったわ。

　え？　俺の集中力ゲージですか？　とっくにゼロですよ？

　てかこんな環境で集中できる奴やつなんている？

「初雪から桜まで、卒業おめでとう……このキャッチに隠された深しん淵えんなテーマを理解できねーとは、あんた人生損してるぜ!?」

「ほら出た！　オタクの人生損してる発言！　それ『カオスチャイルド』のなかでも批判されてましたよね!?」

「なっ!?　てめ、意外なとこ知ってんじゃねーか!?」

　おっし。コーヒーでも淹いれ直そ。なんか疲れたわ。

　カウンターの中に入って、サイフォンの準備をする。

「あの……なんかごめんね、ハルちゃん」

　テーブル席の真波が謝ってきた。

「え？　なんでお前が謝るんだ？」

「だってハルちゃん、せっかく勉強をがんばり始めたのに、私らが来たせいであんまり集中できてないんじゃないかなって……」

「ははっ、急にどうした。真波たちのせいじゃないって。気を遣うとか似合わないぞ」

　確かに広岡と一葉さんはうるさいけど、結局は俺の集中力の問題だしな。

「気になってたんだけど、なんで佐倉くんは最近勉強をがんばってるの？　バイト先でもやるなんて、よっぽどよね？」

　と、六条さん。

　もちろん俺に聞いたんじゃなくて、真波にな。

「んー。なんか、まゆ姉さんとの約束を思い出したんですって」

「え」

　六条さんがきょとんとした。

「まゆ姉との……約束……？」

「はい。ハルちゃんは昔、まゆ姉さんと二人で、勉強で一番になろうって約束したらしいんですよ。なんか最近、急にそれを思い出したから、もうちょっと勉強がんばろうとかなんとか」

「…………ふ、ふーん」

　六条さんがコーヒーカップに口をつけた。

　ちょっと頰が赤くなったように見えたのは、気のせいか？

「そうだ、更紗ちゃん知ってます？　ハルちゃんってそのまゆ姉さんに、昔キーホルダーをあげたらしいんですけどね。それ更紗ちゃんが筆箱につけてるキーホルダーと同じやつなんですって！」

　女子児童向けのアニメキャラのキーホルダーな。

「へ、へえ。そうなんだ」

「更紗ちゃんも、あのキーホルダーは人からもらったって言ってましたよね？　確か大事な人からのプレゼントだったとか……」

「え、ええ。そうね。大事な人からもらったの……もう捨てようかと思ってるけど」

　最後のほうはぼそりと。

　真波には聞こえなかったらしい。くふふ、と悪いた戯ずらっぽい笑みをこぼして。

「もしかして更紗ちゃんが、そのまゆ姉さんだったりし──」




「ああああああああああああ〜〜っ！」




　六条さんが途端に大声を出した。

「ど、どしたんすか、更紗ちゃん？」

　脇でずっと口論中だった広岡と一葉さんでさえ、そっちを見ていた。

「……なんだよ六条。急に奇声をあげたりして」

「べ、別に？　ね、ねえねえ真波ちゃん！　真波ちゃんはそういうのってないの!?」

　なんか無理やり話を変えたがってるようにも見えるけど……六条さんがまゆ姉なんて、まさかな。

「そういうのって、なんですか？」

「ほ、ほら、昔大事な人にもらったプレゼントとか！　そういうのないのかなーって」

　真波みたいにズサンなギャルが、そういうプレゼントとかを残してるわけがない。

　と、思ったんだけど。

「むふふ。ありますよ」

　真波は妙に女子っぽい笑顔で、にっこりと返した。

「え、お前にもそういうのあるのかよ」

　俺も口を出さずにはいられなかった。

「うん。あるよ。ずっと肌身離さず持ってんの」

「……まさかとは思うけど、男にもらったやつとか言わないよな？」

「むは。そのまさかで、もちろん男の子にもらったやつだよん」

　意外だ。

　こう言っちゃなんだけど、意外だ。

　だって真波は男が苦手で、色恋沙汰とかには無縁な奴やつだと思ってたのに。

　男にもらったプレゼントを、肌身離さず持ってるだと？

　それは従兄いとことして、聞き捨てならんぞ。

「もしかしてそれ、例の生徒手帳と関係あったりします？」

　一葉さんも割り込んできた。

「おい待てよ、国枝一葉とやら。あんたにはまだ『ぬきたし』の話をしてねーだろ」

「もう広岡先輩と話すのは面倒なんです」

「生徒手帳ってなんのことだ？」

　俺は真波に聞いたんだけど、答えてくれたのは一葉さんだった。

「知りません？　吉よし田ださんって、いつも生徒手帳を持ち歩いているんですよ。肌身離さずって言ったら、それかなと思いまして」

　いつも生徒手帳を持ち歩いてる？　真波が？

「ああ、ちなみにこれは、広岡先輩とのくだらない論争を切り上げたかったから言ってみただけで、冗談半分です。まあ、適当に流してください」

「こらこら、くだらねーってなんだ!?」

　広岡に対する興味を完全に失した一葉さんが、踵きびすを返かえしたとき。

「やっぱ、いっちは鋭いね〜」

　真波がそう言って。

　自分のポーチから、中学の生徒手帳を取り出した。

　冗談半分と言った一葉さんを含め、場にいる全員が面食らった。

　だって学校に持っていくのは、まだわかるとして。

　夏休み中でも、そんなもん持ち歩いてる中学生なんて、さすがに誰もいないぞ。

「その生徒手帳になにか入ってるの？」

　六条さんがそう言うと、真波は「はい」と頷うなずいて。

「でもヒミツです」

　生徒手帳みたいな薄っぺらいものに、一体なにを入れてるっていうんだ。

　だってそれ、定期券とかしか入らねーだろ。あとは写真くらいか？

「ふふ。なにが入ってるのか知らないけど、いつも肌身離さず持ち歩いてるなんて、よっぽど大切なものが入ってるのね」

「……うん」

　自分の生徒手帳を見つめながら、柔らかく笑う真波。

　その笑顔もまたやけに女子っぽく見えた俺は、

「見せろ」

　真波の生徒手帳に手を伸ばしていた。

　とっさにかわされる。

「だめ。絶対にだめ」




　……めっちゃ気になる。

　だってこのうざギャルが、男にもらったプレゼントをずっと持ち歩いてるとか。

　しかも似合わない女子ヅラで、嬉うれしそうに語るほどのプレゼントだぞ。

　そんなの従兄いとことしては見過ごせんだろ。




「いいじゃねーか！　俺に見せてみろ！　従兄いとこの命令だぞ！」

「や〜っ！　これは秘密なの〜っ！」

　真波が胸に搔かき抱いだいた生徒手帳を、無理やり取り上げようとする俺。

「は、春太、お前どさくさに紛れて、真波ちゃんの胸さわろうとしてねーか……？」

「ちげーわ！」

「や、ハルちゃんまじで私の胸さわってんじゃん！　えっちえっち！」

「さわらないようにしてんだろ！」

「このケダモノ！　真波ちゃんから離れなさい！」

「佐倉先輩、サイテーです」

　全員で大騒ぎになった。

　ちょうどそこでドアベルが鳴って、喫茶店に来客があった。

　店に入ってきたのは、おっとりした美魔女って感じの綺き麗れいな中年女性だった。

「あらあら、一葉のお友達かしら？」

「お、お母さん……!?」

　一葉さんが目を丸くした。

　どうやらその美魔女は、一葉さんの母親らしい。言われてみれば、どことなく似てる。

「なんで店に来るの!?」

「家でお仕事してたんだけどね。なんかうまくいかないから環境を変えようと思って。二階のお部屋、借りるわよ？」

「で、でも今は……」

　一葉さんがテーブル席をちらっと見た。

「あ、私たちならもう帰りますから。うるさくしてすいませんでした」

　六条さんがぺこりと頭を下げる。

「あらあら、別に構わないわよ。遠慮なくゆっくりしていってくださいな」

　一葉さんのお母さんは、淑女らしく口元に手を当てて「オホホ」と笑うと、そのまま店の奥の階段を上がっていった。なんか大きな荷物を担かついで。

　一葉さんは気まずそうに、おろおろしている。

「あ、あの、すいません、みなさん。母が来てしまったので……」

　わかってる。一葉さんのお母さんは、二階で仕事するみたいだったもんな。

「もうちょっと声のボリューム下げるか」

　てゆーか、さっきから俺はなにやってんだ。真波の生徒手帳とか恋バナとか、どうでもいいだろ。そんなことより、そろそろ勉強しようぜ、マジで。

　いいタイミングだったんで、今度こそ自分の席に戻ろうとした。

　でも。

「……いいえ。ボリュームは下げなくて結構です」

　一葉さんが、ぼそりとそう告げた。

「むしろもっと騒ぎまくってください！」

　は？







「くそがくそがぁッ！　なんでこいつ死なねーんだよぉッ！」

　喫茶店の二階から絶叫が聞こえてくる。

　天井もミシミシ軋きしんでいる様子からして、一葉さんのお母さんが上で暴れているらしい。

「あのー……」

　六条さんが遠慮がちに聞いた。

「国枝さんのお母様って、どんなお仕事されてるわけ？」

　それは俺も知らなかったんだけど、もう声でピンときている。

　真波も同じ様子だった。

「ねえハルちゃん。この声って、あれじゃね？　ゲーム実況者の……」

「あーっ！　あーっ！　それじゃみなさん、なんのお話をしましょうかね!?　また恋バナでもします!?」

　一葉さんが大声を出して、真波を制した。

　それでも上から聞こえてくる声のほうがでかい。

「ゴミクズどもがぁッ！　また〝血の遺志〟取りに戻るはめになんのかよ、ああコラ!?」

　うん。この声はあれだ。ゲーム実況者の『シンデレラ・パワーボム』さんだ。

　チャンネル登録者数は五十万人強。死にゲー配信を中心に活動している女実況者さんで、その口汚い罵倒が人気の秘密になっている。プレイ自体はあんまりうまくないけど、死んだときの悲痛な叫びが面白くて、俺も真波もたまに見ていた。

　雑談系はやらないから本人を見たことはなかったけど、そうか。あんな美魔女だったんだ。

「一葉さんのお母さんって、シンデレラ・パワーボムさんだったんだな」

「なな、なんですかそれ!?　私は知りませんけど!?」

　身内の恥と思っているのか、一葉さんはどうも隠したいらしい。

　でも今さら遅かった。

「俺も前、春太に教えてもらって動画見たぞ！　これってもはや公開収録じゃん！」

「なんていうか、その……パワフルなお母様なのね……」

「あとでサインもらいたいな〜」

　広岡、六条さん、真波が口々に感想を告げる。

「だ、だからそういうのじゃないですって！」

　一葉さんは必死で否定しようとしてるけど、その声すらも。

「ごぎゃああああああああああああ!?　また死んだああああああ!?」

　二階から轟とどろく悲痛な叫びにかき消されてしまう。

「……もう死にたい」

　一葉さんは涙目で、カウンター席に腰を下ろした。

　もちろん俺は、二階から聞こえる絶叫が気になって、やっぱり勉強どころじゃなかった。




　　　　　　　　　　　　◇




　広岡が先に帰って、春太がトイレに入って、女子だけになったとき。

　真波と更紗も席を立った。

「じゃあいっち。私らそろそろ帰るね」

　一葉が申し訳なさそうに頭を下げる。

「このたびは、母が痴態をさらしてすいませんでした……」

　さきほどまで二階から轟とどろいていた絶叫の数々も、今は聞こえず静かになっている。おそらく休憩でもしているのだろう。

「こっちこそ、いろいろ気を遣わせちゃってごめんね、一葉ちゃん」

　まとめて会計をした更紗が、にっこり笑ってそう言った。

　一葉はそっけなく「別にいいですけど」と答える。

「なんのこと？　てか更紗ちゃん、さっきまで『国枝さん』って呼んでたような……」

　首を傾かしげた真波に、更紗が言った。

「じつは私と一葉ちゃんって、昔からの知り合いなの。黙っててごめんね。佐倉くんの前では隠しておきたかったから」

「？？？？？」

　一葉がメガネを押し上げて、真波を見た。

「この人は昔、佐倉先輩と夏季講習が一緒だったそうですよ。ねえ、麻弓先輩？」

　え、それって……。

　きょとんとした真波に、更紗が控えめな笑顔を向けた。

「私はもともと、麻弓更紗っていう名前なの。その……ほら、さっきも話に出たまゆ姉」

「えっ!?」

　真波は思わず声が漏れていた。

「じゃあやっぱり、更紗ちゃんが……まゆ姉さんだったんだ……」

　野球が好きで、男勝りで、少し乱暴で。そして。

　かつて春太が好きだった相手────それがまゆ姉。

　更紗は「あはは」と乾いた笑みで、こめかみを搔かく。

「ま、まあそういうこと。その、佐倉くんには内緒にしといてね？」

　真波の脳裏に、先日の春太との会話が反はん芻すうされる。




　──なんか今日は、やけに集中してんね。どしたん？

　──ちょっとまゆ姉との約束を思い出してな。




　更紗は内緒にしておいてほしいと言うが。

　春太が突然、その約束を思い出したということは。

「もうハルちゃんだって、わかってるんじゃ……？」

　まゆ姉＝六条更紗。

　それに薄々気づいたからこそ、春太は約束のことを思い出したのかもしれない。

　真波のそんな小さなつぶやきに、更紗が反応した。

「ん？　なにか言った？　真波ちゃん」

「う、ううん。別になんも────あっ」

　そこで真波は思い当たってしまった。

　そういえば更紗ちゃんは、勉強できる人が好きって言ってた……。

　え、じゃあハルちゃんが急に、勉強をがんばり始めた理由って。

　単にまゆ姉さんとの約束うんぬんってだけじゃなくて。




　ハルちゃんは今でも、まゆ姉さんのことが──つまり更紗ちゃんが好きってこと？




　　　　　　　　　　　　◇




　その日の夜も、真波は俺の部屋でゲームしてたんだけど。

　なんかやけにおとなしい。ずっと無言で、ぽちぽちコントローラを操作している。

　どうしたんだろ。静かなのはいいんだけど、これはこれで心配になってくる。

「なあ真波。もしかして体調悪いのか？」

「えっ!?　べ、別に!?」

　そうは言うけど、なんか考え事をしてたのは明らかだ。

　だって意味もなく、ステータス画面を開いたり閉じたりしてるわけだし。

「大丈夫か？　なんか悩んでることでもあったりするのか？」

「あ、あるわけないし！」

　真波はちょっとムキになってそう言ったあと、

「…………うむ。ここはやはり、従妹いとことして応援せねばなるまい」

　勝手に一人で納得した。

「なんだって？」

「う、ううん！　なんでもね！」

　そこで普段の真波だったら絶対にありえない行動に出る。

　まずゲーム機本体のスイッチを切ったこと。それもセーブもしないうちに切ったんだ。

　さらに一番ありえないのが。

「それじゃハルちゃん、私、部屋に戻るから！　勉強の邪魔してごめんね！」

「え？」

　時計を見ると、まだ夜の七時。

　それでも真波は宣言どおり、俺の部屋を出ていった。




　……なんで？




　いや、全然いいんだけど、なんだろう。真波らしくない。

　いつもは日付が変わるまで、俺の部屋に居座ってるのに。

「やっぱ悩み事でもあんのかな……？」

　わけがわからない俺は、久々に静まり返った自分の部屋で、黙々と勉強を続けた。







[image: 第七話　スーパーコンピューター真波さん]

　今日も真ま波なみと六ろく条じようさんは、また純喫茶『青空』に来ていた。

「……え？　あれって親友なの？」

「……ハルちゃんはそう言ってましたよ」

「……でもあの二人が喋しやべってるとこ、ほとんど見ないけど」

　おたがい顔を寄せ合ってぼそぼそ話してる内容は、俺と一かず葉はさんのことらしい。

　俺は今日もカウンター席で勉強中。一葉さんは少し離れた席で読書中。

　確かに俺たち二人の間に会話はほとんどないし、一見仲が悪いように見えるかもしれないけどさ。俺と一葉さんは、価値観を同じくする親友なんだよ。少なくとも俺はそう思ってる。

　それはともかく。

　俺は最近の真波の行動について、ちょっと引っかかっていた。

　リビングとかで顔を合わせたときは軽く話すんだけど、なぜか真波は、少し前から俺の部屋には来なくなった。

　これまで夜メシを食ったあとは必ず俺の部屋に来てたのに、ここ最近はずっと父さんのアシスタントか、自分の部屋でなんかやっている。

　もしかして俺が真面目に勉強をがんばり始めたから、気を遣ってんのかな。

　でもそんなの、今さらだと思うんだけど。むしろ真波がいてくれたほうが、わからない問題もすぐ聞けて安心っていうか、俺も普段どおりでやりやすいっていうか……。

「あ、そうそう」

　六条さんがぽんと両手を打った。

「ちょっと前に、遊園地で雑誌の撮影があったんだけどね。そのときお世話になったスタッフさんが招待券を送ってくれたの。三枚あるから、今度女子会ってことで行かない？」

「わっ、それいいですね！　まだ夏休みっぽいこと全然してないし！」

　真波が嬉うれしそうな声を出した。そしてカウンターにいる俺の背中をつんつん突いてくる。

「残念だったな、ハルちゃん。きさまも行きたかろうが、これは女子会だからな」

「ああ、行ってこいよ」

　絡からみ方自体はいつもどおりなんだけどな……ただ俺の部屋に来なくなったってだけで。

「じゃあ真波ちゃんは決まりね。国くに枝えださんはどう？」

「行きませんよ」

　一葉さんは振り返りもせずに、予想どおりのことを言った。

　ここで真波が「え〜っ」と嘆くのも予想どおり。

「なんで〜？　いっち遊園地きらいなん？　せっかく招待券があるんだよ〜？」

「人が多いところは苦手なんです。どうぞ楽しんできてください」

「むうう〜。しょうがないなあ。じゃあお土産買ってくるから」

「ありがとうございます」

「……じゃあどうしよっか。招待券は三枚あるから、あと一人……」

　俺が立ち上がってコーヒーを淹いれようとしたところで、六条さんと真波がこっちを見た。

　なんだ？　もしかして俺を誘ってくれるのか？

「広ひろ岡おかくんかな」「広岡さんですね」

　六条さんと真波の声がかぶった。俺と目が合ってたのに、露骨に避けやがった。六条さんはいつものことだからともかく、なんで真波まで。

「そ、そこは俺でいいだろ。俺だって遊園地なら行きたいのに……」

　真波も言ってたけど、俺たちは全然夏休みっぽいことをしてないからな。そんなイベントに行けるなら、そりゃ誘ってほしいよ。

「私は別にハルちゃんでもいいんだけど……でもそしたら私が暇になるからなぁ……」

　最後のほうは、ぼそりと。

「なんか言ったか？」

「ううん。あ、ハルちゃんのほかに、広岡さんも来てくれるならアリだけど！」

「なんで広岡ありきなんだよ。招待券は三枚なんだろ」

「んー、まあそっか……どうします、更さら紗さちゃん？」

「それ、いいわね」

　話を振られた六条さんは、コーヒーを一口すすってから言った。

「佐さ倉くらくんが来るなら、広岡くんも呼んで四人で行きましょう。そっちのほうが断然まし」

　くっ、相変わらずの塩感。そんなに敬遠されてるなら、俺は行かないほうがいいのか？

　でも遊園地なんてもう何年も行ってないし、すげー興味あるんだよな……。

「じゃあ四人で行くとして、広岡さんの分はみんなで割り勘ってことにしましょっか！　ハルちゃんも男の子一人だけだと気まずいっしょ？」

「それはそうだけど……でもあの、本当に俺も行っていいの？」

　六条さんに聞くと、「どうぞ」ってあっさり返された。

　しょっぱい返事だったけど、一応許可はとった。だからもう気にしない。ここ最近はずっと勉強漬けだったし、遊園地に行けるなら遊びまくってやる。

　広岡に連絡を入れると、すぐに「行くに決まってる」と返事がきた。

　こうして俺のバイトが休みになる次の月曜日に、四人で遊園地に行くことになった。







　風ふ呂ろ上あがりにリビングに立ち寄ると、真波がソファーに寝っ転がって雑誌を読んでいた。

「おっす、ハルちゃん。かわいい従妹いとこの肩かた揉もむかい？」

「揉もまん」

　……やっぱり俺の部屋に来なくなったこと以外は、いつもどおりなんだよな。

　そんな真波を横目で見ながら、冷蔵庫にあったスポーツドリンクを出して飲む。

「またファッション誌を読んでんのか？」

「んーん。これは情報誌。あ、見て見てハルちゃん。今度私らが行く遊園地の特集も組まれてるんだよ」

　真波が開いた雑誌を突きつけてきた。

　その見開きページの大見出しには、デカデカした文字で「ナイトパレード特集」と書かれている。

「ふーん。その遊園地には、ナイトパレードなんてもんがあるのか」

「しかもさ。このナイトパレードって、いろいろ有名らしいよ。ほらここ読んでみて」

　見開きページの下のほうに、ハートマークがくっついた囲みの読者体験談が載っていた。

　内容はこんな感じ。




　カップルを生み続ける伝説のナイトパレード！

　彼女との関係がいまいち進まず、もう友達のままで終わるのかなって半ば諦めてました。でもこのパレードは恋愛成じよう就じゆで有名だって聞いたんで、二人で見てるときに思い切って告白したんです。そしたらなんとオッケーの返事が！　二人の大切な場所になりました（20代男性）。




「……またアホな記事だな。そもそも遊園地に二人で行くような関係なんて、カップル秒読み段階なんだから当たり前だろ。この『20代男性』って奴やつも絶対に編プロのサクラだわ」

「うわ、つまんね〜。ハルちゃん、つまんね〜」

　真波がジト目で睨にらんできた。

「こういう場所で告白されたら、女子は嬉うれしいもんなんだぞっ」

　あっそ。そんな相手がいない俺には関係ない話だけどな。

「そうだ真波。今日は俺、勉強しないつもりだから、ゲームしに来ていいぞ」

　一応そう言ってみたんだけど。

「だめだめ！　ちゃんと勉強しろ！　少しでも前に進み続けろ！」

　やっぱり来る気はないらしい。マジでどうしたんだろ。前まではこいつからぐいぐい距離を詰めてきてたのに、最近はなんか妙に距離を感じる。

　真波は雑誌を閉じると、胸を張って偉そうに言った。

「ハルちゃんよ。あとのことは全部、私に任せろ。スーパーコンピューターまなみんが最適解を導き出してやる」

「スーパーコンピューターまなみん？　なんだそれ。カスっぽい名前のマシンだな」

「むか〜っ！」

　ぽかぽかと殴ってきた。

「きさまは遊園地のあと、絶対優秀な従妹いとこに感謝することになるんだからなっ！」

　なんのことかさっぱりだし、微妙に距離を感じるのは確かだけど。

　とりあえず真波が元気ならそれでいいか。




　　　　　　　　　　　　◇




「うおおおおおい春はる太た！　こりゃあテンション上がるな!?」

「おおおおおッ！　上がるぜええええええッ！」

　遊園地の入場ゲートをくぐった途端、広岡と春太が大騒ぎを始めた。両腕をぴんと横に広げたジェット機の真ま似ねで、「ぶーん！」と言いながらあたりを駆け回っている。

　六条更紗はそんな二人を見て、まるで子供だなと嘆息した。

　とはいえ更紗自身も今日は楽しみにしていたので、気持ちはわからなくもない。白のワンピースドレスにヒールサンダルという気合いの入った服装にも、その感情は表れていた。

「あの、本当によかったんですか、更紗ちゃん？　私も一応、おじさんからアシスタント代をもらってるんで、お金なら出せるんですけど……」

　隣の真波が申し訳なさそうな顔を見せる。ゆったりめのカットソーにショートパンツ。トレードマークのルーズソックスは、もちろん今日も健在だ。

「いいのいいの。お姉さんたちに甘えておきなさい」

　遊園地の招待券は三枚。追加で呼んだ広岡の入場料は、真波以外の高校生三人で等分した。

「えへへ、じゃあ甘えます！　ありがとう更紗ちゃん！」

　背の低い真波の頭をよしよしと撫なでる。本当にかわいい子だと更紗は思う。

　春太を入れた三人でこの遊園地に行こうかと迷っていたとき、「広岡さんも」と提案してきたのは真波だった。

　彼女は春太以外の男子と話すことが苦手なのに。招待券は三枚だけだったのに。

　それでもわざわざ、広岡にも声をかけようと提案してきたのだ。

　更紗はなんとなく勘付いていた。

　……もしかして真波ちゃんは、私と佐倉くんをくっつけようとしてる……？

　それは正直、嬉うれしくないわけではない。もちろん更紗は、春太のことなどもう忘れようとしているのだが、そう簡単に踏ん切りがつくわけでもないのだ。

　仮に真波の狙いがそうだとして。どうして真波は、自分と春太をくっつけようとするのだろう。春太への気持ちは、誰にも話していないのに。

　……もしかして佐倉くんも、少しくらい私に気があるとか？　それで佐倉くんが真波ちゃんにこっそり、そんな相談をもちかけたとか……。

　そこまで考えたところで、かぶりを振った。

　だめだめ。これが勘違いのもとなんだ。もう変な期待をもつのはやめよう。

「──更紗ちゃん、聞いてます？」

　真波の声で、我に返った。

「え、な、なに？」

「観覧車が一番空いてるから、最初はこれでいいですかって。もう並んじゃってますけど」

　いつの間にか、みんなで観覧車の行列に並んでいた。

　振り返ると自分たちの後ろにも、すでに何組か並んでいる。

「え、ええ。もちろんよ」

　春太が笑顔を向けてきた。

「六条さんが上の空だなんて、珍しいね。どんなこと考えてたんだ？」

　あんたのこと考えてたのよ……っ！

　なんて言えるはずもなく。

「ちょっと『リトルの定理』をね。自分の前に並んでる人数÷一分間で後ろに並んだ人数で、だいたいの待ち時間がわかるの。だからここの待ち時間は……」

「へー。でも待ち時間なら、あそこのボードに出てるけど」

「口を開くな」

　春太に凄すごんでみせると、彼はまた「うぐっ……」と萎縮した。

　……観覧車か。やっぱり誰かとペアで乗るわけよね。ここでもし真波ちゃんが、私と佐倉くんを二人にさせようとしてきたら……やっぱり、そういうことになるのかな。

　更紗がちらっと春太を見たところで、広岡がのんびりと言った。

「てかこれって、あれみたいで楽しいな。ギャルゲーでよくあるダブルデートイベント。俺も親友キャラとして、定番のセリフを言ってやるぜ。おい春太、お前はどっちと乗るんだ？」

「アタマおかしいんか!?」

　更紗は大声をぶちまけた。

「四人で乗るに決まってるでしょ！」







　その発言どおり、結局はみんなでひとつのゴンドラに乗った。

　だから真波の真意は、まだわからないまま。

　……私が余計なこと言わなければ、どうなってたんだろ。

「おい見ろよ春太！　あれたぶん、俺ん家だぞ!?」

「いや、方角が違うだろ」

「むむ？　あの屋根はハルちゃん家ちじゃね!?」

「だから方角が違うって」

　みんな観覧車の窓に張りついて、めいめいに楽しんでいる。

　……もう余計なことを考えるのはやめよ。せっかく四人で来たんだし、楽しまなきゃ損だもんね！

「あははっ！　私たちの学校も見えるかな〜？」

　更紗も輪に混ざって、めいっぱい楽しむことにした。

「ちなみに今日の目玉は、ナイトパレードだよ！　これだけは絶対に見て帰るからね！」

　そんな真波の発言も、とくに勘繰ることなく字じ面づらどおりに受け入れた。

　観覧車を降りたあとは、みんなでジェットコースターに乗った。

「きゃはははははははっ！」

「うおおおおおおおおっ!?」

「ひいいいいいいいいっ!?」

「あははははははははっ！」

　もともと絶叫系が好きな更紗は、その時点で春太のことなど頭にも残っていなかった。




　　　　　　　　　　　　◇




　みんなで土産物屋を覗のぞいてたとき、青白い顔の広岡が眉をひそめた。

「大丈夫か、春太？　顔真っ青だぞ」

「……お前もな」

　どうやら俺も広岡と同じで、顔色が悪いらしい。

　ちょっと遅めの昼飯を食ったあとも、六条さんと真波の先導で、絶叫マシンにばっかり乗るはめになったからな。

　俺はそういうの苦手なのに、どっちも強引なんだもん。この女子二人が組むと、ほんと手をつけられん。

「もう絶叫系は全部制覇したんかなー？」

　土産物屋の商品を物色しながら、真波が首を傾かしげる。

「……仮にまだ残ってたとしても、もう俺は乗らんからな。やたら水をぶっかけられるショーを見るとかでよかったのに」

「だってあれ系は、化粧が落ちちゃうからなー」

　急流滑りは喜んで乗ってたくせに。

「あ、更紗ちゃん、それなんですか!?」

　六条さんはなんか先端にハートがついた棒状の商品を手に取っていた。

「ふふ、これ？　見て見て」

　その商品のスイッチを押す。先端のハートが青く光って、点滅を始めた。

「わっ、光るステッキなんですね！　ナイトパレードで映ばえそうっすな〜」

　そういや真波は、それが見たいって言ってたな。

　スマホで時間を確認すると、もう夕方の五時過ぎ。確かナイトパレードは、五時四十五分くらいからだったっけ。

　六条さんも同じように時間を確認していた。

「真波ちゃん。そろそろナイトパレードの場所を取りに行かないと、まずくない？」

「えっ、もうそんな時間すか!?」

「まだ余裕あるじゃねーか。メシ食いに行かね？」

　と、広岡。さっき食べたばかりなのに、なに言ってんだこいつ。

「だめだよ広岡さん！　ナイトパレードの場所取りは戦場なんですから！　行こう行こう！」

「あ、ちょっと待って。これだけ買うから」

　光るステッキが気に入ったらしい六条さんがそれ買ったあと、俺たちは土産物屋を出た。







　ナイトパレードは、入り口ゲートから延びる遊園地のメインストリートで開かれる。

　少し離れたところのベンチが空いてたんで、俺たちはそこに陣取った。

「ちょっと離れてるけど、ばっちり見えそうね」

「それに割と静かですしね！　スーパーコンピューターまなみんも、むしろここが最適解だって言ってるっす！」

　また出た。なんなんだよ、スーパーコンピューターまなみんって。

　そのベンチで俺と広岡がソシャゲをしたり、真波と六条さんがぺちゃくちゃ喋しやべったりして、しばらく時間を潰していると。




『ご来場の皆様にお知らせいたします。ただいまよりメインストリートにて、ナイトパレードを開催いたします。繰り返します……』




　園内全域にそんなアナウンスが響き渡った。

　やがて壮大なＢＧＭが鳴り響き、いよいよナイトパレードがスタート。

　手始めにメインストリートの奥から、小太鼓を抱えた音楽隊が列をなしてやってきた。

　その後ろには、一糸乱れずに踊りながら歩いてくるダンスアクターたち。さらにその後ろからは、ごてごてした電飾が施されたでかい動物型の車が、ゆっくりやってくる。

「おおおっ、めっちゃ綺き麗れいじゃねーか！　やっぱテンション上がるな!?」

　広岡がそう言ったとき。

「あっ！　いっちのお土産、まだ買ってない！」

　真波が大声でかぶせた。

「別にパレードが終わってからでいいだろ」

　そう言ったんだけど、なぜか真波は首を左右にぶんぶん振る。

「だめだめ！　パレードが終わってからだと、人が殺到しちゃうから！　今のうちに買っとかないと！」

「え？　でも真波ちゃんは、このパレードが一番楽しみだったんじゃ……？」

　六条さんも首を傾かしげている。

　そうだよな。あんなに見たいって騒いでたのに、どうしたんだこいつ？

「お土産屋さんはすぐそこだから、パパッと行って買ってきます！　広岡さんも来てくれませんか!?」

「んあ？」

　広岡が間延びした声を漏らした。

「まあ……真波ちゃん一人に行かせるのもアレか。んじゃ、ちょっと行ってくるか」

「ほんとすいません、ありがとうございます！」

　真波は広岡に礼を言ったあと、俺に耳打ちしてきた。

「男見せろよ、ハルちゃん」

　なにが？

　って聞く前に、真波は笑顔を残して、広岡と一緒に土産物屋に向かって走っていった。

　どうしたんだ、あいつ……？

　これが終わってからだと土産物屋が混むって理屈もわかるけど。

　雑誌で事前にチェックするくらい楽しみにしてたみたいなのに、いいのか？

「や、やっぱり、そういうこと……？」

　俺の隣に座っている六条さんが、小声でそう言った。

「なにが？」

「う、ううん。なんでもない……」

　なんなんだ一体。







　いつまで経たっても、真波と広岡は戻ってこない。

　相変わらずベンチには、俺と六条さんが二人で座っているだけ。

　そんな俺たちの少し後ろには、ナイトパレードを見物している来場客が大勢いる。

　もしかして真波たちは、人が多すぎてここまで戻ってこれないのかな。だからお土産なんてあとでよかったのに……。

　ナイトパレードはもう佳境に差し掛かっていて、ゾウやキリン、コラボしてるアニメキャラとかを表現した電飾カーが、俺たちの目の前を次々と横切っていく。

　色彩豊かな車の電飾も、そんな電飾を体につけて踊っているダンスアクターたちも、夜闇に映えてめちゃくちゃ綺き麗れいで。

　あんまり興味がなかった俺でも、思わず息を吞んで見み惚ほれていた。

　ちなみに俺と六条さんの間に、会話は一切ない。

　ちらっと横目で見ると、六条さんはこんな綺き麗れいなナイトパレードを全然見てなくて。

　なぜか自分の膝の上に視線を落としているだけだった。

「六条さん？」

「え、な、なに……？」

　なんかやけに挙動不審だな。

「いや、パレードも見てないし、そのステッキだって使ってないし、どうしたのかなって」

「え、あ、ああ、そうね。そうだったわね……」

　六条さんは先端のハートが光るステッキのスイッチを入れようとして……あれ、やっぱりやめた。所在なく手でもてあそんでるだけ。

「せっかく買ったのに、それ使わないの？」

「い、いいでしょ別に……っ！」

　少し怒ったような顔をした六条さんは、ステッキで自分の肩をぽんぽんと叩たたいた。

　その姿を見た俺は。

「────あ」

　棒状のものを肩に担かついでぽんぽん。

　その姿はまさに。

　俺の記憶のなかにいる、あの少女そのもので。




「…………まゆ姉だ」




　思わず、そうつぶやいていた。

「え？」

　きょとんとした六条さんだったけど、ステッキはまだ肩に担かついだまま。

「やっぱり六条さんは、まゆ姉だったんだな……!?」

「は？　いや、ちが────っ！」

　否定しようとしたみたいだけど、もう俺は確信している。

　その怒った顔で、棒状のものを肩に担かついでぽんぽん。

　これで確信してしまった。

「うん……間違いない！　まゆ姉もバットとか物差しとか長いものを持ったら、よく刀みたいに肩に担かついで、そうやってぽんぽんやってたんだ……そういや確かに、どことなく面影があるぞ……！」

　雰囲気は全然違うけど、癖だけは昔と変わってない。

　それをやっている六条さんは、俺の記憶にあるまゆ姉と、そっくりそのまま。

　不思議と顔も同じに思えてきた。もう完全にダブって見えている。

　六条さんは頰を赤らめて、うつむいて。




「…………どんなとこで思い出すわけよ」




　気恥ずかしそうに、そう言ったんだ。

　小学五年のとき、俺と同じ夏季講習に通っていた、まゆ姉だって認めてくれたんだ。

「今まで全然気づかなかったくせに……ひどいわ」

　うつむいたまま、横目でじとりと睨にらんでくる。

　そっか……やっぱり六条さんが、まゆ姉か……はは、はははっ。

「なんで言ってくれなかったんだよ……そっちは俺のことに気づいてたんだろ？」

　まゆ姉を懐なつかしく思いながら、俺は穏やかな口調になっていた。

　なんか憑つき物ものが落ちたっていうか、とにかく晴れやかな気分だったんだ。

　もう二度と会えないと思ってた人に再会できたことで、どこか嬉うれしかったんだと思う。

「ま、まあ、そりゃね……でも佐倉くん、昔とだいぶ雰囲気が違ってたから、最初はやっぱり違う人なのかなって思ってた」

　わかるけど。俺は勉強ができなくなったうえに、他人とは『付かず離れず』の距離を取るようになってたわけだもんな。

「あのキーホルダーも、まだ持っててくれたんだね」

　六条さんが筆箱につけているキーホルダーだ。

　そんな六条さんは、やっぱり俺と目も合わせようとせず。

　指先に髪をくるくると絡からめながら、照れてるような口調で言った。

「……当たり前でしょ。だってあのキーホルダーは、佐倉くんが私に努力の大切さを教えてくれたときに、もらったものなんだから。捨てられるわけがない」

「努力？」

「ほら、やっぱり覚えてない。あのとき佐倉くんが言ってくれた言葉が、私にどれだけ影響を与えたか、わかってないんだわ」

　六条さんはむくれた顔で説明してくれた。

　あの夏季講習のとき。

　まゆ姉──六条さんのテストの結果が悪くて、親に野球を辞めさせられそうになっていて。

　必死で勉強をしようとしていたけど、全然わからなくて泣いていたとき。

　俺は慰めるつもりで、そのキーホルダーをあげたんだ。

　そのとき俺は、こう言ったらしい。




　──少しずつやっていけば、わかるようになるよ。努力は必ず実を結ぶから。




「俺が、そんなことを、言ったのか……」

　中学生になって、勉強することを放棄した俺が。

　努力する意味なんてないって思ってしまったこの俺が。

　一体どの口が言ってんだって話だよな。

「私はあの言葉があったから、これまでいろいろがんばってこれたの。勉強もそうだし、少しは女の子っぽくなろうと思ったりして、本当にいろいろやってきた。だから……今の私があるのは、佐倉くんのおかげなの」

「ごめん……まったく覚えてないや」

「でしょうね。そんなのわかってるから。別にもういいし」

　六条さんはぷいっとそっぽを向いた。この拗すねた感じも、まゆ姉そっくりだ。

　今まで気づかなかったのが不思議なくらい、そっくりだった。

「で、でも約束は思い出したよ。ほら、最後に別れたとき、おたがい勉強でも一番になるって言ったやつ」

「………………」

　六条さんがゆっくりと俺を見た。その表情からは、なにを考えているのか読み取れない。

　俺はそのまま続ける。

「だ、だからさ。一番になれるかどうかはともかく、努力はするよ。これからはもっと真剣に勉強する。最近はちょっとずつ、わかるようになってきたんだ。だから」

　そもそも俺が言ったんだもんな。努力は必ず実を結ぶって。

　六条さんはその言葉を胸に、今までがんばってきたって言ってくれた。

　だったら俺も、やらないわけにはいかないだろ。

「……それは」

　六条さんが、静かに口を開いた。

「それは、おたがい一番になろうって約束をしたから？　それとも……」

「それとも？」

「……私の好きなタイプが、勉強のできる人って聞いたから？」

　六条さんはじっと俺を見つめている。

　なんだそれ。

　なんで今、そんな話が出てくる。

　六条さんの好きなタイプのことは、前にも聞いたけど。だからって俺は別に。

　そんな思いとは裏腹に。

「もしそうだって言ったら……どうするの？」

　俺の口から、自然とそんな言葉が出た。

　なんだか、やけに心臓がうるさい。どきどきしてる。

　……どうなってんだ俺？

　まゆ姉のことが好きだったのは、昔のことなのに。

　だけど。

　六条さんがそのまゆ姉だって気づいたときから、ずっと変な気持ちが胸の奥にある。

「そのときは、私────」

　六条さんが俺の目を見つめたまま、静かに言った。

「佐倉くんと付き合いたいって思ってる」

「え？」

　ナイトパレードの楽しげなＢＧＭが、そこで一層大きくなった。

　それでも。

　六条さんのその言葉だけは、はっきり聞こえた。




「私は、佐倉くんが好き」
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　…………ええっ？

　好きって言われた。六条さんから。

　こういうときは大声をあげて驚くものだと思ってたけど、不思議と落ち着いていて。

　ただ頭のなかが、からっぽになるだけで。

　だから固まったまま、ぴくりとも動けない。俺の体で動いているのは、やたら鼓動を速めている心臓だけじゃないかって思うくらい。

　俺を見つめたまま、視線を逸そらさない六条さんは。

　やがてふっと笑った。

「はは、なに言ってんのかな、私。こんなこと言うつもりじゃなかったのに。佐倉くんが私のことを思い出してくれて、嬉うれしくなったのかな」

　六条さんのことが、異性として好きなのかどうかは、正直よくわからない。だけど俺は。

　この昔好きだった人と、もっと仲良くなりたいって思ってる。

　もっと一緒にいたいって思ってる。

　もっともっと────距離を縮めたいって、思ってる。

「あの、俺はその……」

「いいの。今のは私が気持ちを伝えただけだから。そもそも私だってまだ、付き合いたいって思ってるわけじゃないし」

「え、あ、あれ？　だって……」

「だ、だから！」

　六条さんは頰を真っ赤に染めて、声を張り上げた。

「私は勉強、努力ができる人と付き合いたいって言ってるの！　今の佐倉くんは勉強できる人なの!?」

「う……それは……全然違います」

「ほらみなさい！　本当に佐倉くんが努力して、ちゃんと成績が上がったら、もう一回私から付き合ってって言うから！　どうせそんなことにはならないでしょうけどねっ！」

　周りでパレードを見ていた人たちが、俺たちを見ながらひそひそと話している。

　さすがに今の大声は聞かれたか。なかにはモデルをやってる六条さんのことを知っている人だって、いるかもしれないのに。変な記事にでもされたらどうするんだ。

　それでも六条さんは、周りの様子なんてまったく気にせず続ける。

「だからまだ佐倉くんの気持ちなんて、どうでもいいの！　それでも私は佐倉くんが好きなの！　ほんと、なんで佐倉くんなのかな!?　やたら腹立つわ！」

「いや、そんなこと言われても……」

「も、もし佐倉くんも私と付き合いたいって思うなら、ちゃんと努力できる人だってもう一度証明してみなさいよ！　まあ無理だと思うけどねこのド低脳が！」

　────ははっ。

　言ってることはともかく、いつもの六条さんだ。

「なに笑ってんの。ぶん殴るわよ」

　ドスの効いた声で、静かにそう言う。ハート型のステッキをかざして、そう言う。

「あのさ、時間があるときでいいから、その……また俺に勉強を教えてくれないかな？」

「べ、別にいいけど」

　そしてそっけない感じで、そっぽを向くんだ。

　やっぱりこの人の対応は塩で。

　少し乱暴だけど、それでも俺が昔好きだったまゆ姉で。

　すごく綺き麗れいで、まっすぐな人だったから。

　ナイトパレードの一番の見どころよりも、そっちに目を奪われてしまう。

　ああ、やっぱり俺は。




　そんな六条さんに惹ひかれ始めてるんだ。







　それから俺と六条さんは、とくに話すこともなく。

　あまり注目して見られなかったナイトパレードも、やがて終わってしまった。

「おーい！　春太、六条！」

　パレードが終わって散開していく人混みをかき分けながら、広岡と真波が戻ってきた。

「いやー、すまんすまん。思った以上に人が多すぎてな。結局俺らは向こうのほうでパレード見てたわ。最後のカバの電飾カー、やばかったよな？」

　最後のほうは一応見てたはずなんだけど、いろんなことがありすぎて、まったく頭に入ってない。てかパレードの大トリがカバって、それはそれでどうなんだろ。

「ちゃんと見れた、真波ちゃん？」

　六条さんが真波に笑顔を向けた。真波は「うん！」と元気に頷うなずく。

　その手には土産物屋の袋があった。一葉さんのお土産もちゃんと買えたらしい。

「じゃあ、私たちもそろそろ帰りましょうか」

　ベンチから立ち上がった六条さんが、俺に手を差し伸ばしてきた。

　まだ座っていた俺は、おずおずとその柔らかい手を握って、身を起こしてもらう。

　その様子を見て、真波はほくそ笑んだ。

「くふふ……よかったね、ハルちゃん」

「なにが？」

　そういや六条さんがわざわざ手を引いてくれるなんて、普段ならありえないことだよな。

「なんでもね！　んじゃ帰ろーっ！」

　真波がくるりと背を向けて、元気よく先導した。
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　六ろく条じよう更さら紗さ【明日は暇だから勉強を教えてあげてもいい】

　六条更紗【昼の一時にファミレスでどう】




　そんな塩っぽいメッセージが届いたのが、昨日の夕方のこと。

　というわけで今日はこれから、六条さんと待ち合わせしているファミレスで、一緒に勉強することになっていた。

「じゃあ行ってくるから」

　俺は玄関で靴を履きながら、見送りに来ていた真ま波なみにそう言う。

「おっけー。しっかり勉強してくるんだぞっ」

「夕方には帰ってくるつもりだから。もし腹が減ってたら、先に出前でも食っといてくれ」

　いま父さんは連載中の雑誌がお盆休みってことで、マンガ家仲間たちと温泉旅行中。

　だから家には、俺と真波しかいない。

「てかさ、てかさ。聞いていい？　その勉強会って更紗ちゃんとのデートなん？」

「違うわ」

　六条さんとは、あの遊園地以来会ってない。でもたまにスマホに連絡はくる。

　告白されたのが夢だったんじゃないかって思うくらい、毎度毎度、塩っぽい文面なんだけどさ。まあそっちのほうが六条さんらしいよな。

　そんな六条さんとこれから二人きりで勉強ってなると……さすがにちょっと緊張する。

　なにしろあの遊園地で告白されて以来、初めて会うわけだし。

　普通にできるかな、俺……。

「どしたハルちゃん？　早く行きなよ。遅刻しちゃうよ？」

　真波の声で我に返った。

　やっぱ俺、六条さんのことをだいぶ意識してるわ。

　まあ、ここで考えていても仕方ない。覚悟を決めて、行ってくるか！

「じゃあ行くけど、変な奴やつが家に来てもドア開けんなよ？」

「わかってるってば。とりあえずデート楽しんできてちょ」

「だ、だから今日はそういうやつじゃ────あれ」

　真波の顔を改めて見た。

　やけに白い。ていうより、青白い気がする。

「お前、なんか顔色悪くないか？」

「んー？　そっかな？　ファンデーション塗りすぎたとか」

「家でそんなもん塗るわけないだろ」

「えっ、じゃあもしかして私、いつの間にかアンデッドになってたん!?　ついにこのまなみんにも不死の肉体がっ!?　うう〜、脳のう味み噌そくれ〜っ」

　うん、元気そうで安心した。

「……じゃあ戸締り頼むな」

「りょーかい。更紗ちゃんによろしくね〜」

　真波に見送られて、俺は六条さんと待ち合わせをしているファミレスに向かった。




　　　　　　　　　　　　◇




　ハルちゃんを見送った直後。

　私はふらりとよろけて、壁に手をついた。

「うあー……」

　うまく息ができない。視界も霞かすんじゃってる。おでこに手を当てなくても、熱があるのがわかった。

　やっぱりこれ、夏風邪だ。

　昨日は少し遅めのお風ふ呂ろに入ったあと、下着姿のままエアコンの下で寝落ちしちゃったのがよくなかったらしい。

　この悪お寒かんは今朝起きたときから、すでに感じていた。

　でも今日は、ハルちゃんが更紗ちゃんに会いに行くってことも聞いていたから、ハルちゃんには言えなかった。

　ハルちゃんは優しいから、たぶん私が風邪だって知ったら、きっと更紗ちゃんとのデートを楽しめなくなる。だからできるだけ、普段どおりに振る舞うことにした。せめてハルちゃんが出かけるまでは。

「……もう、大丈夫だよね……」

　とりあえず、なんか飲も。

　壁に助けてもらいながら廊下を歩いて、リビングに向かう。

　キッチンに足を向けて冷蔵庫を開けた。確かハルちゃんが買い置きしてたスポーツドリンクがあったはず。それをちょっともらおう。

　でも冷蔵庫にスポーツドリンクは入っていなかった。

　ああ、そっか。あれはこの前、私が全部飲んじゃったんだ。いつもすまん、ハルちゃん。

　飲み物は諦めて、冷蔵庫を閉めた。

　もう満足に立っていられなかった私は、そのまま這はうようにして、リビングのソファーに倒れ込む。

　あうう……もう二階に戻るのもしんどい……。

　しばらくここで横になっとこう。

　そう思った私は、意識したわけでもなく、自然とまぶたが落ちていた。







　熱があるためか眠りは浅く、私は何度も夢を見た。

　その全部が、これまでハルちゃんと過ごしてきた思い出の夢だった。




　小学校低学年の頃。

　公園のブランコで、どっちが高くまで上がれるかの勝負になって。

　おたがいムキになって、日が暮れるまでブランコを漕こぎ続けた。

　最終的にハルちゃんがブランコで一回転しちゃって。

「うおおおっ!?」

　背中から地面に落ちた。私は心配して声をかけたけど、ハルちゃんは。

「俺の勝ちだな」

　絶対痛いはずなのに、最初に出た言葉がそれだった。

　ハルちゃんは両目に涙を溜ためながら、痛いのを我慢してまでそう言ったんだ。

　私はそれがおかしくて。ハルちゃんが無事だったことに安心して。

　なんだかすっごく笑ったのを覚えてる。




　小学校高学年の頃。

　おたがいの家族と一緒に、山へハイキングに出かけた。

　家族そっちのけで、どっちが先に山頂に行けるかの勝負になって。

　またおたがいムキになって、鬼ごっこみたいな感じで山道を駆け上がった。

　それで私たちは二人とも、迷子になったんだ。

　不安で泣いちゃった私に、ハルちゃんは言った。

「とりあえずさ。父さんたちが来るまで、勝負はお預けってことにしようか」

　迷子になってる状況なのに、そんなこと言ってる場合かよ。

　でも私はその言葉がなんだか妙に面白くて、吹き出しちゃった。

　私たちの家族はすぐ迎えにきてくれて、私もハルちゃんもすごく怒られた。

　そのあとみんなで山頂にたどり着いたとき、私は言ってやった。

「私の勝ちだね」

「は、はあ？　いや、だって……」

「ママたちが来るまで、勝負はお預けって話だったじゃん。もう合流できてるし」

　ハルちゃんはすごく悔しそうにしてたけど、私は涙が出るほど笑ったのを覚えてる。

　迷子になったとき、きっとハルちゃんも不安だったはずなのに。

　勝負がどうのっていつもどおりのことを言って、私を安心させようとしてくれたから。

　ありがとう、ハルちゃん。ほんと嬉うれしかった。




　私が中学生になった頃。

　初めてハルちゃんと二人でプールに行って、やっぱり水泳対決でムキになって。

　そのあと、こんな妙な会話をした。

「私とハルちゃんって、いつまでこうして一緒にいられるのかねえ？」

「なに言ってんだ。他人ってわけでもないのに」

　そうだよね。いくつになっても、私とハルちゃんは、ずっと一緒なんだよね。

　たぶん何歳になっても、私たちはいつもおたがいムキになって、ずっとこんな勝負とかしてるんだ。




　ほかにもいっぱい、いっぱい、ハルちゃんと過ごした思い出の夢をたくさん見た。

　ハルちゃんに勉強を教えてもらったこととか、一緒にゲームをやったこととか。

「この新しい格ゲーの発売日、楽しみだね」とか。

「俺、対戦する奴やつあんまりいないから、お前毎日うちに来い」とか。

「じゃあハルちゃん家に泊まり込んでやろう！」とか。

「負けたほうは肩かた揉もみだぞ」とか。

　それから私のパパが女の人と失踪して。ママが仕事で海外に行くことになって。

　ひとりぼっちになった私が、ハルちゃんの家に居い候そうろうすることになったときの夢も見た。

　居い候そうろうを始めてからは、ほんとにずっと一緒で、すごく楽しくて。

　私がクラスのみんなに無視されて不登校になって、ハルちゃんがこっそり助けてくれたときの夢も見た。

　そのときハルちゃんが言ってくれた言葉も、ちゃんと夢で再現された。

「当たり前だろ！　お前がそんな目にあってるのに、怒らないわけがあるか！」

　あれは本当に。本当にね。

　嬉うれしかったんだよ、ハルちゃん。




　夢っていうのは不思議で、目が覚めるまでそれが夢だって気づかない。

　だから目が覚めて、なんだ夢かって認識するたびに、私は何度でも目を閉じた。

　もっとハルちゃんとの思い出に浸るために。ずっと夢の続きを見ておくために。

　だけど。

　今度見た夢は、最初からそれが夢だって、はっきりわかった。

　風邪をひいてる私がソファーで横になっていて、ハルちゃんがその隣でテレビを見ている夢だったから。

　だってそんなわけがない。

　ハルちゃんは今、ファミレスで更紗ちゃんと勉強してるから。

　あの遊園地のあと、ハルちゃんは更紗ちゃんとずいぶん仲良くなったみたいだった。

　それは従妹いとことして、応援せねばならぬ。

　ハルちゃんの幸せは、私が一番祈ってあげねばならぬ。




　ねえ、ハルちゃん──。




　私は夢の中で、傍そばにいるハルちゃんに話しかけようとした。

　でもそれは夢だから、思ったように声が出ない。

　ただハルちゃんが、私に対してなにかを言っていた。

　よく聞こえないよハルちゃん。なんて言ってるの？

　やがてハルちゃんが立ち上がった。

　そのままどこかに歩いていく。

　ハルちゃんがどんどん遠くに行ってしまう。

　待ってハルちゃん。

　行っちゃやだよ。まだここにいてよ。

　昔からずっと一緒だったじゃん。

　どこに行くのも、なにをするのも、ずっとずっと一緒だったじゃん。

　もう一緒にいられないの？

　もう私の隣にいてくれないの？

　そんなの。そんなの────やだよ。




　私、ハルちゃんとずっと一緒がいいよ。




「だからもっと遊んでよ、ハルちゃん……」

「遊んでる場合か」

　やっと自分の声が出たと思ったら、今度はハルちゃんの声もしっかりと聞こえた。

　あれ……？

　ゆっくり身を起こしてみた。いつの間にか、目が覚めてたみたい。

　……どこまでが夢だったんだろ。ううん、むしろまだ夢を見てるのかも。

　だって。だってさ。

　リビングの時計を見ると、まだ昼の二時過ぎなのに。

　ハルちゃんが、家にいるんだもん。

　包丁でまた板を叩たたく音がする。ハルちゃんはカウンターキッチンで、なにか料理を作っていた。

「……なんで、もう帰ってきてんの？」

「やっぱお前、熱があったんだな」

　料理中のハルちゃんが、私をちらっと見た。

　そこで私は、おでこがひんやりしてることに気づいた。

　おでこにさわってみると、冷却シートが貼ってあった。熱がある体にその冷たさは、すごく気持ちいい。

　もしかして、ハルちゃんが貼ってくれたの？

「とりあえず寝とけ。なんか風邪に効きそうなメシを作ってるから。昼メシまだだろ？」

　ハルちゃんはいつもより、ちょっとだけ優しい口調でそう言ってくれた。

　それは嬉うれしいんだけど。

「や、だって……更紗ちゃんとの約束は？」

「やっぱりお前の体調が気になったんで、キャンセルさせてもらったんだ」

　え……。

「な、なんで」

　体調が悪いことも忘れて、自然と大声が出た。

「なんでキャンセルなんかしたんよ!?　せっかく更紗ちゃんとのデートだったのに！」

「だからそういうのじゃないって……それに事情を伝えたら六条さんだって、『だったら勉強とかしてる場合じゃないだろ』って怒ってたしさ」

「じゃ、じゃあ更紗ちゃんには、言わなきゃよかったじゃん！」

　私が風邪をひいたせいで、二人の邪魔をしてしまった。それがすごく申し訳ない。

　だから私は怒った。怒りの矛先は、不ふ甲が斐いない私自身に対してだ。

「なんで帰ってくるんだよ……私なんかどうでもいいのに……」

「よくないだろ」

　さらっと言ってのけるハルちゃんに対しても、すごくむかついた。

　私のなかにあった苛いら立だちが、爆発するみたいに一気に膨れ上がった。

「な、なんでだよっ！　せっかくいろいろやってあげたのに、ハルちゃんは私と更紗ちゃん、どっちが大事なわけ!?」

「真波に決まってるだろ」

　────え？

「よし、できたぞ。ほら、これ食ったらおとなしく寝とけよ」

　ハルちゃんが作ってくれたのは、生しよ姜うががたっぷり入った味み噌そ煮込みうどんだった。

　ソファーの前のテーブルに、私とハルちゃんの二人分が置かれる。

　……更紗ちゃんより、私が大事だって言った。

　もちろんそれは従妹いとこだから、家族だからって意味なのも、わかってる。

　それでも。私は────。

「いただきまーす」

　ハルちゃんが自分用のうどんを食べ始めた。

　だめだ。

　風邪で弱ってるときに、それはだめだよ。

　ハルちゃんと更紗ちゃんは、いい感じになり始めたのに。

　従妹いとことして応援しようとしてるのに。

　私とは普段からケンカばっかりなのに。

　今そんなこと言うなんて、ずるいよ。

　だって、そんなこと言われたら。

　スーパーコンピューターまなみんが、狂っちゃう。

　それは絶対だめなことなのに。

「……食べられそうにないか？」

「う、ううん。食べる」

　口にしたハルちゃんの料理は、とても温かくて優しい味で、なんだか泣きそうになって。

　私は食器から一度も顔を上げずに、黙々と食べ続けた。







「おい。そんなとこで寝てたら、もっと悪くなるぞ」

　お昼ご飯のあと、またソファーで横になろうとした私を見て、ハルちゃんがそう言った。

「うん、そうだね」

　立ち上がろうとしたんだけど、まだふらふらする。思わずテーブルに手をついた。

「あー、いいっていいって。無理すんな」

　ハルちゃんは私の背中を優しくさすったあと、

「や、ちょ、なにすんの!?」

　ふらつく私を、お姫様抱っこで抱え上げてくれた。

　その貧相な体のどこに、私を抱え上げる力があるのか不思議に思う。

　やっぱりハルちゃんも男の子なんだ、なんて考えちゃって。

　私は風邪以外の理由で、頰が熱くなった。

　……まあハルちゃんの足元はぷるぷる震えていて、無理しているのが明白だったけれど。

「へ、部屋まで連れてってやる……あ、歩けないだろ？」

「いやいや、そんなん大丈夫だって！　まじでいいから！」

「き、気にすんな……くそ、無駄に重いな」

「むか〜っ！」

　ハルちゃんに抱えられたまま、その失礼な従兄いとこをぽかぽかと殴る。

「くっ、お、お前、体重何キロあるんだ……？」

「体重って言うな！　せめて質量って言え！」

　ほんと失礼な従兄いとこだ。

　でもこんなやりとりが、私はとても楽しい。

　ハルちゃんは私を抱えた状態で、なんとか二階まで階段を上って。廊下を歩いて。

　私の部屋の前まで来て──なぜかそこを通り過ぎた。

「ちょっと……どこ行くん？」

「俺の部屋。目の届くところに寝かせといたほうがいいだろ。俺は静かに勉強しとくから」

　あう……。

　そのままハルちゃんの部屋に入って、私はハルちゃんのベッドに下ろされた。

　ちょっと前までは毎日ここに来てたのに、最近はハルちゃんと更紗ちゃんに遠慮して我慢していた。

　たった数日来なかっただけなんだけど、なんだかとても久しぶりに感じてしまう。

　ハルちゃんのベッドで横になった私は、出してもらった毛布を鼻先までかぶった。

「……風邪、うつしちゃうかもだよ？」

「なんかバカは風邪をひかないらしいんだと。だから俺は大丈夫なんで、気にせず寝とけ」

「あははっ。なんなんそれ」

　ハルちゃんは宣言どおり、勉強机に座って勉強を始めた。

　勉強で一番になる──。

　昔、更紗ちゃんと交わしたその約束を守るために、最近のハルちゃんは本当にがんばってるんだ。

　でもね、ハルちゃん。

　ハルちゃんは覚えてないだろうけどね。




　私だって、約束したこと、あるんだよ？




　がんばっている従兄いとこの背中を眺めていると、更紗ちゃんが無性に羨ましくなって。

　私はちょっぴり、ずるいことを言ってしまう。

「──ねえ、ハルちゃん。昔、私の家の近くにあった駄菓子屋さん、覚えてる？」

　ハルちゃんは勉強机に向かったまま、振り向かずに答える。

「ああ。あの店って、まだあるのか？」

「ううん。もうないよ。去年にお店、閉めちゃったみたい」

「そっか。小学生のときは、あそこでよく遊んだよな。百円もあったら、腹いっぱい駄菓子が食えたし」

「そうだね」

「あと、流は行やってたトレカのガチャもあったんだよな。真波とどっちがレアカードを引けるかって勝負もしたっけか」

「ふふ。ハルちゃんはすごくムキになって、お年玉まで使っちゃったこともあったね」

「だって真波には負けっぱなしだったからな。結局俺はカスしか引けなかったし」

「ううん。ハルちゃんはね、そこですごくいいカードを引いたことがあるんだよ」

「え、そうだっけ？　どんなカードよ？」

　やっぱりハルちゃんは、覚えてないんだ。

　でも────私はそれでいい。

「ふふ。ひみつ」

　それだけ言って、毛布を深くかぶった。

　実際ハルちゃんが引いたのは、大したカードじゃなかった。

　だけど私は、それをもらったの。

　そのカードは同級生の男子に見られたことがあって。

　私はこんなことを言われた。

　──なあ、吉よし田だってなんでそんなカスカード持ってんの？

　他人からすればくだらないものでも、私にとっては、とても大事なカードだったから。

　きっと更紗ちゃんもそうなんだ。

　更紗ちゃんが大事に持ってる、あの女子児童向けのアニメキャラのキーホルダー。

　あれだって、周りの人たちからは「なんで高校生にもなって、そんなの持ってるの？」って言われてるはず。

　だけど更紗ちゃんにとっては、とても大事なものだった。

　だからずっと大事に持ってる。

　本当に。この従兄いとこは。

　どうしてそう簡単に、人にものをあげちゃうのかね。

　そしてこの従兄いとこを好きになってしまった人は。

　どうしてそれをずっと大事に取っといてしまうのかね。

　ねえ、更紗ちゃん？　でも気持ちはよくわかるよ。

　私もたぶん、いくつになっても、あのカードは捨てられないと思うから。

「真波、寝たのか？」

　憎たらしい従兄いとこが振り返る。

　私は精一杯の仕返しのつもりで、なにも言わずに目を閉じた。







　今度見た夢も、やっぱりそれがすぐに夢だとわかった明めい晰せき夢む。

　なぜか私とハルちゃんが、恋人同士みたいに手を繫つないで街を歩いている夢だったから。

　それは現実では、決してありえない光景。

　夢の中で私たちは、女子向けの服屋さんに行って。

　試着した私が「これ似合う？」って聞いて。

　ハルちゃんは「まあ似合うんじゃないの？」とか、つれないことを言って。

　じゃんけんで負けたほうが、お金を払うとかいう話になって。

　やっぱり私たちは、くだらない勝負でムキになるんだ。

　いつまでもいつまでも、そんな関係が続いていくんだ。




　でもそれはあくまで、ただの夢。

　ハルちゃんのベッドで眠ったからこそ見てしまった、絶対にありえない夢。

　誰にも言えない、私だけの秘密の夢。




　それはきっと、私の願望なんだけど。

　その夢を現実にするつもりは、毛頭なかった。







[image: 第九話　世界で一番綺麗です]

　国くに枝えだ一かず葉はは真ま波なみと二人で、ゲームセンターに来ていた。

「むうう〜。まさか私が負けるとは……やるな、いっち」

「当然です。これでも運動神経には自信があるって、前にも言いましたよね」

　二人が対戦していたのは、ダンスゲームだった。

　先日真波が遊園地のお土産を持ってきてくれたとき、ふとそんな話になったのだ。「そういやダンスゲームで勝負しよって言ってたよね」と。

　あまり外に出かけたくない一葉だが、その約束をしていたのは事実で、お土産をもらった側という立場もある。

　だから断るのも忍びなく、店が休みの日にこうしてやってきたのだが、

「ふっ……どうします？　もう一度勝負します？」

　思いのほか、真波と一緒に遊ぶことは楽しかった。

「よっしゃ！　今度こそ私が勝つ！」

　ただ一葉はなんとなく違和感を覚えていた。

　真波はいつもどおり元気なのだが、時折ため息をついている場面を何度か見かけていた。

　たまに表情が暗くなるときもある。

　一葉は自分でも似合わないと思いつつも、

「……なんか悩んでることでもあるんですか」

　真波にそう尋ねてみた。

「あはは……やっぱ気づいちゃう？　なんだかんだで、いっちはよく見てんね」

「べ、別にそういうわけじゃありません。ただ吉よし田ださんはいつももっと騒がしいというか、なんとなく静かだなって思ったから、気になっただけです」

「ごめんね。そんなつもりじゃなかったんだけど、気を遣わせちゃったか」

「いいですよ。私ごときでよければ聞きますし」

　自販機でジュースを買って、フロアの隅にあるベンチに移動する。柑かん橘きつ系のジュースを飲みながら、一葉は切り出した。

「どうせ色恋沙汰で悩んでるんでしょ？」

「えっ、そんなことまでわかんの？」

　真波がため息をついたり、表情がかげったりするのは、カップル客が視界に入ったとき。

　だからいくら一葉でも、それくらいは察しがついていた。

　やれやれと首を振る。

「ほんと、どうして人間って色恋沙汰で悩んだりするんでしょうね。好きなら好き、嫌いなら嫌いって、はっきり言えば済むだけの話じゃないんですか」

「それが難しいんだよ……」

　真波がぽつりと言った。

「確かにその人とは、ずっと一緒にいたいって思うけどさ。でもそんな簡単な話じゃないんだよ。私の口から好きとか言えるなら、苦労はしないよ……」

　缶コーヒーを一口飲んで、ため息をつく真波。

　なんだか面倒な話だなと思いつつ、一葉もため息をついた。

「その相手って、どうせ先輩でしょ？」

　真波の頰が一瞬で赤くなった。

「え、ええっ!?　そ、そんなことまでわかるわけ!?　いっちって読心術系の能力者!?」

「ふっ」

　観察力を褒められて悪い気がしない一葉は、少し慢心した。




　そりゃあ気づくでしょうよ。相手が広岡先輩だってことくらい。




　先日、真波たち三人が遊園地に行こうという話をしていたとき、真波は率先して広ひろ岡おかも呼ぼうとしていた。招待券は三枚しかなかったのに、わざわざ追加で呼ぼうとしたのだ。

　さらに一葉は、春はる太たからも聞いている。その遊園地では真波と広岡が、ナイトパレード中に二人で消えたという話だった。

　これはどう見ても、広岡に好意をもっているとしか思えない。

　真波は視線を落として、缶コーヒーを手でもてあそびながら言った。

「……とにかく私の出る幕はないの。向こうは更さら紗さちゃんのことが好きだから」

「え、あの人、そうなんですか？」

「うん」

　やはり面倒な話だ。

　吉田さんも広岡先輩なんて面倒な人じゃなくて、もっと別の相手を探したほうがいいのに。

　と、一葉は思ったが、そこは本人の問題なので黙っておく。

「でもあの人は別に、麻ま弓ゆみ先輩と付き合ってるわけじゃないんですよね？」

「うん、そういう話は聞いてないけど……でも遊園地で仲良くなったのは確かみたい」

「だったら気にしなくていいじゃないですか。まだ付き合ってるわけじゃないなら、吉田さんも告白しちゃえばいいんです」

「ええっ!?　そ、そんなん無理だし。だって私、あの二人をくっつけようとしてたんだよ？　それに私は、更紗ちゃんのことだって大好きなんだし、そんなん絶対無理！」

　ああ、めんどくせ。これだから色恋沙汰っていうのは。

「あのですね。『だって私は二人のことが好きだから〜』とか言って身を引くのは、ギャルゲーの攻略ルートから外れた負けヒロインの専売特許なんですよ。シナリオ上、綺き麗れいに退場させなきゃならないのは仕方がないとして、現実でもそうする必要はありません」

「ええ？」

「ほんとギャルゲーのヒロインたちって、男にとって都合のいい女ばっかり……共通ルートで散々恋愛イベントを発生させといて、そう簡単に身を引けるかっていうんですよ。ねえ？」

「よくわからんけど、やっぱりいっちって、ギャルゲー好きなんだね」

「ち、違います！　母が実況でやってた動画をたまに見ていただけです！」

　一葉は柑かん橘きつ系のジュースを飲んだあと、ため息混じりに言った。

「とにかく好きならさっさと告白して、あとは向こうがなんて答えるかだけの話でしょ。それで全部解決なんじゃないですか」

　真波は俯うつむき加減のまま、膝に乗せていた手をぎゅっと握り込む。

「でも……私は今の関係のままでいたいから。変に気持ちを伝えて、気まずくなるのはやだ」

　そして顔を上げる。そこには笑顔があった。

「だからこの気持ちは、ずっと隠しとくの。もちろん伝えることができたら、すっきりするとは思うけどさ」

「……まあ吉田さんがそれでいいなら、私もとやかく言うつもりはありませんけどね」

　それでこの話は終了────のはずだった。

　ただ真波のその笑顔に、わずかな寂しさが見て取れたので。

　一葉はもうひとつだけ、その不器用な友人にお節介を焼くことにした。

「伝えられたらすっきりするって言いましたよね？　じゃあ魔法の言葉でも使いますか」

「え？」

「相手に告白って気づかれずに、でも気持ちだけは伝えられる魔法の言葉があるんです」

　なにそれ、と首を傾かしげる真波に、一葉はその言葉を教えた。

　それを聞いた真波は「えええっ!?」と驚いたが。

「ま、まあ確かにそれなら、そもそも告白ってわからないと思うけど……」

「でしょう？　でも一応は告白したことになるんですから、吉田さんも少しは気が晴れるんじゃないですか？」

　……広岡先輩ってバカっぽいし、絶対その言葉の真意には気づきませんよね。




　　　　　　　　　　　　◇




　夜メシを食って、風ふ呂ろに入って。部屋に戻ると、真波がいた。

「おっす、ハルちゃん」

　しかも俺のブラウン管テレビで、レトロゲームをやっていた。

「……最近は俺の部屋に来なかったくせに、なんでまた再開してんだ？」

「んー。やっぱこのテレビで昔のゲームをやると、味があるって言いますか！」

　ちょっと前まで風邪でダウンしてたのに、もうすっかり元気。

　俺の部屋に居座っているそんな真波を見て、つい笑ってしまう。

　やっぱりそれでこそ、真波だよな。うっとおしい奴やつだけど、こいつはこれでいいんだ。

　さてと。真波も元通りになったことだし。

「じゃあ俺は勉強するから、あんまり騒がしくするなよ」

「どすーん！　どすーん！」

　真波はその場で空中浮揚の真ま似ね事ごとを始めた。座った状態で何度も飛び跳ねる。

　くそ、言ってるそばから……っ！

「そういやハルちゃんは今日、なにしてたん？」

「六ろく条じようさんとファミレスで勉強してた」

「そっかー。ほんとに仲良くなったんだね。もう付き合うまで秒読み段階？」

「いや……そういうわけじゃ……」

　六条さんは俺に告白してくれたけど、付き合うかどうかは本当に俺の成績が上がってから。

　そういう話になっていた。

　前はちゃんと答えられなかったけど、やっぱり俺は、六条さんのことが好きなんだと思う。

　そのためっていうのもあるけど、まずは自分が言ったことに責任をもつために、しっかりと勉強を続けて、しっかりと成績を上げていこうと思うんだ。

　それでようやく、俺は六条さんと釣り合う男になれるって思うんだよ。

「じつは私ね、あの遊園地で、ハルちゃんと更紗ちゃんをくっつけようとしてたんだ」

　真波がテレビのゲーム画面を見つめたまま、そんなことを言ってきた。

「……ああ、やっぱりそういうことだったのか」

　おかしいと思ってたんだよな。あれだけナイトパレードが見たいって騒いでたくせに、それが始まった途端、俺と六条さんだけを残して、急にどっか行くんだもん。

　おかげで俺たちの関係は、少し進展したわけだけど。

　だったらここは、真波にお礼を言っておく場面なのか？

「まあ、そのことに関しては……」

「でも私は悪い子でした」

　真波が遮った。

「ハルちゃんに対しても。なにより更紗ちゃんに対して、本当に悪いって思ってます。でも私は、やっぱり……」

「ん？　なんの話だ？」

　真波がなにを言っているのかわからない。

　そんな真波は、さらにわからないことを言った。




「ねえハルちゃん────月が綺き麗れいだね」




　テレビのゲーム画面を見つめたまま、そんなことを言ったんだ。

「は？」

　真波がプレイ中のゲームは、月が出てるようなシーンじゃない。

　窓を見たけどカーテンが閉まってるから、当然空模様はわからないわけで。

「月なんてどこにあるんだよ」

　カーテンを開けてみた。

　夏の終わりが近い晩夏の空には、綺き麗れいな満月が夜空を彩いろどっていた。

「まあ、確かに綺き麗れいだけど」

　振り返って真波を見ると。

　コントローラを脇に置いて、姿勢を正して。

　真波は瞳に涙を溜ためて、俺を見ていた。

　輝く涙は目尻で辛かろうじて止まっていたけど、あと一回まばたきをすれば、もうこぼれ落ちてしまいそうで。

「お前…………なんで泣いてるんだ？」

「あのね、ハルちゃん。月がね、月が綺き麗れいなんです」

　とうとう真波の頰に、涙が一筋流れ落ちる。
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　それを拭うこともなく、正座したまま俺をまっすぐに見つめている。

「ハルちゃんと一緒に見る月が、本当に綺き麗れいです。世界で一番、綺き麗れいなんです」

　涙まじりの震える声で、真波は静かにそう言って。

　やがて涙を拭った。

「私が悪い子なのはわかってます。でも本当に、すっごくすっごく、月が綺き麗れいだから。これからもずっと、ハルちゃんと一緒にいたいから。だって月が綺き麗れいすぎるから」

「いや、言ってることがめちゃくちゃだぞ。だいたいなんで月とか────あ」

　これってもしかして……。

　真波は子供みたいに、手の甲で目元をぐしぐしとこすりながら。

　涙で声を詰まらせながら。

　一生懸命に続けた。

「ハルちゃん、これからも勉強がんばって。まだ意味がわからないと思うけど、もし気がついたらでいいから。そのときは、そのときは返事をくれませんかっ！」

「お、おい真波！」

　立ち上がった真波は勢いそのままに、俺の部屋を飛び出していった。

　すぐに隣の真波の部屋のドアが、ぱたんと閉まる音がする。

「…………マジか」

　真波は俺が気づいてないと思っているらしい。

　確かにそうだ。少し前までの俺なら、本当にわからなかった。

　でも今の俺は知っている。




　月が綺き麗れいですね。

　それは夏なつ目め漱そう石せき風の愛の告白だということを。




　真波はそのことを言ってたのか？

　真波は────俺のことが好きなのか？

　従兄いとことしてじゃなくて、一人の男子として？

　だけど。

　だって俺はもう──。







[image: エピローグ　ハルちゃんとの約束]

　真ま波なみが俺の部屋を出ていってから、二時間以上は経たっていた。

　俺は今、真波の部屋の前に佇たたずんでいる。

　さっきのあれは、きっと……真波からの告白だった。

　だから真波が出ていったあと、俺は一人でいろいろ考えた。

　足りない頭を使って、本当にいろいろ考えた。

　それはもう、普段勉強しているとき以上に、必死で脳をフル回転させて。

　真波の告白にどう答えようかと考え抜いた。

　悩みに悩んだ末、俺が出した結論は────やっぱりＮＯだった。

　今の俺は、六ろく条じようさんが気になっている。

　昔、六条さんと交わした約束を守ることで、精一杯になっている。

　だから……真波の気持ちには応えてやれない。

　真波は大事な従妹いとこだけど、一人の女の子として見ることはできないんだ。

　このまま気づいてないふりをしていれば、今までどおりたまにケンカをしたり、くだらない勝負でムキになったり、なにも変わらない関係でいられるのかもしれない。

　だけどそれは、勇気を出してくれた真波に対して、すごく失礼なことだと思う。

　だからこそ俺は、今日のうちにはっきり言うことにしたんだ。

　乾いた唇を舌で湿らせてから、意を決して真波の部屋のドアをノックした。

「真波、今いいか？」

　────返事がない。

「真波？」

　ドアを少し押し開くと、部屋の電気が消えていた。

　いないのか、と一瞬だけ思ったけど、ベッドが膨らんでいる。

　まだそんなに遅い時間じゃないのに、真波はベッドに入っているらしい。

「……もう寝たのか？」

　もし眠ってるなら起こさないように、俺はそっとベッドに近づいて。

　その顔を覗のぞき込む。

　真波は────頰に涙の跡を残したまま、横向きになって目を閉じていた。

「寝ちゃったのか……」

　話すのは明日にしよう。

　そう思って、帰ろうとしたんだけど。

　……おいおい。

　横向きで眠っている真波の頰の下に。

　いつか見た生徒手帳があった。

　男からもらったプレゼントを入れているとか言っていた、真波の生徒手帳。

　それはすごく大事なもので、ずっと肌身離さず持ち歩いていたらしい。

　たぶん握りしめたまま眠ったんだろう。

　その上に柔らかい頰をのっけてるもんだから、このままだと跡がついてしまう。

　俺は真波を起こさないように、そっと生徒手帳に手を伸ばした。

　前は絶対に手放そうとしなかったそれは、真波が眠っている今だからこそ、簡単に取り上げることができた。

　もちろん俺は中を見るつもりなんてなかったんだけど。

　取り上げたとき、すとんとなにかが、落ちた。

「あ、ごめん真波……」

　静かにそうつぶやいて、落ちたそれを拾い上げる。

「……なんだこれ？」

　それは────古ぼけた一枚のトレカだった。




　ブルーリーアイズ・ホワイト・ドラゴン。




　どこぞのメーカーが作ったのかは知らないけど。

　某人気カードゲームで最強と言われているカードのパチモンだ。

　確かこの前、広ひろ岡おかが百円で売ってるって言っていた。

　なんで真波は、こんなものを持ってるんだ。

　まさかこれがその、大事なプレゼントっていうのか？

　ふと。

　真波が風邪をひいたときに交わした会話が、脳裏をよぎった。

　昔二人でよく行った、駄菓子屋についての話だ。




　──ハルちゃんはね、そこですごくいいカードを引いたことがあるんだよ。

　──え、そうだっけ？　どんなカードよ？

　──ふふ。ひみつ。




　待てよ……ちょっと待て。

　このパチモンのカードって、まさか。

　俺が真波に、あげたやつか……？

　とっくに忘れていた記憶が、洪水のように流れ込んできた。

　あの駄菓子屋の前に置いてあった、トレカのガチャ。

　確か俺が小二で、真波が小一の頃だったと思う。

　俺はそのガチャがパチモンだって気づかずに、お年玉すらブチ込んで回しまくったんだ。

　そこでこの『ブルーリーアイズ』を引いたとき、初めてパチモンのガチャだって気づいた。

　なにかで見た本物と全然違うから。




「あーあ、これパチモンじゃん。なにが『ブルーリーアイズ』だよ」

「でもハルちゃん。そういうのって将来、すごい値打ちになったりするんだって。車とか買える場合もあるらしいよ」

「マジで？　でもこんなの持ってると恥ずかしいし……じゃあ真波に預けとくわ」

「えー。そんなすごい値段になるかもしれないカードなんて、なくしたらどうしよう」

「絶対なくすなよ？」

「自信ないなあ。あ、じゃあさ、もし私が大人になってもこれ持ってたら、私と結婚してよ」

「え、なんで？」

「それなら私、きっとなくさないから。これ、結婚指輪より高くなるかもしれないんだよ」

「そっか。いいよ真波。そのときは結婚しよう。そのカードが結婚指輪の代わりな」

「ほんと!?　約束だよハルちゃん。私、絶対になくさないからね。ずっと一緒にいようね」




　……そうだ。

　俺は小二の頃、小一の真波と、そんな約束をしたんだ。

　真波はあのときの約束を守って、ずっと肌身離さず持っていてくれたんだ。

　でもこのカードは結局、値打ちなんてつかなくて。

　指輪を買えるどころか、そこらのトレカショップで百円で叩たたき売りされてるような、所詮はパチモンのカードで。

　ずきん、と胸が痛んだ。

「真波……ごめん」

　なんでだろう。

　涙が出てきた。

「……俺、そんな大事な約束を忘れてた。自分のことばっかり考えてて全然気づかなかった。ほんと、どうしようもないバカだよな俺……」

　なんで泣いてしまうのかはわからない。

　こんなバカみたいなカードを今まで大事に持っててくれた真波が、すごくいじらしくなったのかもしれない。

「ずっと一緒にいようって言ったんだよな。結婚しようって言ったんだよな。お前はそのことを、ずっと覚えててくれたんだな」

　両目を拭って。

　パチモンだけど、俺たちにとっては決してパチモンじゃないそのカードを、生徒手帳の中に入れて。

　眠っている真波の手元に、そっと戻してやる。




「ハルちゃん……私……」

　それは真波の寝言。

　どんな夢を見てるのか知らないけど、閉じた真波の瞳からまた涙が一筋こぼれて。

　俺はそれを、そっと拭ってあげた。

　なにも言わず、真波の部屋を出ていく。

　もう一度、真波の告白の返事を考え直すために。




　その大事な従妹いとこも、やっぱり一人の女の子で。

　俺たちは、おたがいが異性だということに、気づいてしまったから。




　もうすぐ夏が終わって、季節は秋に変わる。

　俺たちの関係も、もうすぐ変わってしまう。




　六条さんか、真波か。

　この問題の答えを出す日は、きっとそう遠くない────。







あとがき







　こんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　本編はお楽しみいただけたでしょうか。一巻に比べてラブコメ度が急加速したんで、戸惑われた方もいるかもしれません。本作はもともと三巻構成で大筋のプロットを切っていたので、この展開は一応予定どおりなんです（諸事情によりもし三巻が出せなかったら、ほんとすいません……）。

　さてさて。今回も一巻に引き続き、作中にいろんなパロネタが出てきます。僕は自分の出身校の某専門学校で授業をもたせてもらってるんですけど、一応そこの学生たちに口頭で確認してるんですよ。「このネタわかる？」って。半数以上が「わかる！」と答えたものをなるべく採用してるんですけど、うちの学生が特殊だったらすいません（学生の年齢層は幅広い）。元ネタが全部わかった人は友達になってください。

　話は変わりますけど、このあとがきを書く少し前に、イラストの咲さく良らゆき先生の二巻表紙ラフがあがってきたんですけどね。相変わらずものすごい破壊力で感激しているところです。

　じつは真波ってもともと普通の靴下だったんですよ。でも最初にあがってきたキャラデザがルーズソックスで「これ超いいじゃん！」と思った僕は、そこで真波の外見描写を変更することにしたんです。流行とか関係なしに真波のこだわりが強調されて、すごくいいアクセントになったと思っています。ほんと咲良先生のおかげです。ありがとうございます。スケジュールの都合上、まだ二巻のラフはすべて確認できていませんが、とても楽しみにしております！

　ではこのままの流れで謝辞にいきます。

　担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。そして連絡面でサポートしてくださった大おお澤さわ様。今回も大変お世話になりました。まだまだ続いているコロナ禍かの影響で直接お会いする機会がなく、とても寂しいです。お酒もごちそうしてもらえませんし（そこか）。

　ここだから書いちゃいますけど、オンラインの打ち合わせで久々に某氏を見たとき、髭ひげだらけになっていてなんかめちゃくちゃショックを受けました。在宅ワークやらなにやらでいろいろ大変だと思いますが、体調面には十分お気をつけください。あのときオススメされた『喧けん嘩か商売』は全巻買って読んでいます。

　そして読者の皆様。二巻も手に取っていただき、本当に感謝です。このご時世に本作が少しでも皆様の癒いやしになっていれば、これに勝る喜びはありません。

　それでは、またお会いできることを祈って。最後までお付き合いくださり、本当にありがとうございました！


現在、部屋に流れている曲……爆弾魔　〜by『ヨルシカ』〜




五月二十日　真ま代しろ屋や秀ひで晃あき






























ウザ絡がらみギャルの居い候そうろうが俺おれの部へ屋やから出でていかない。②
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